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新入生の皆さん、入学おめでとうございます。

学類長の山本です。

私も今年の１月から学類長になったばかりの新米ですが、ぜひ

皆さんと一緒に情報メディア創成学類を盛り上げていければと思い

ますのでよろしくお願いします。

学類の概要や大学生活の心構えなどはオリエンテーションでいやと

いうほど聞かされるでしょうから、ここではちょっと未来の話をします。

新入生の皆さんはこれから 4 年間（編入生は 2 年間）遊んで学んで楽し

い学生生活を送ろうと張り切っていることかと思います。しかし、現実

は少し違っていて、皆さんの先輩である創成学類第 1 期生の半数以上は

6 年間の学生生活をエンジョイすることになってます。えっ、創成学類

はそんなに留年するの？　いえいえ、違います。約 60% の先輩は大学院

に進学したということです。もちろん 4 年で就職する学生もたくさんい

ますが、大学院進学が多数派です（学類の目標は 80% ！）

半数以上の学生が大学院まで進学する理由は何でしょうか？　大

学は、いわゆる知識を学ぶことに加えて、何か新しいものを生み出

す方法を教育し、また実際に生み出すことを期待されている機関で

す。特に本学類のように工学系学類の場合は、新しいものを生み出

してなんぼの世界になります。そのため、学類教育は高学年に

なるに従って、新しいものを生み出す方法の教育が主となり

ます。特に 4 年生の卒業研究という科目では、学生が自ら

生み出したものを徹底的に重視します。そういう意味

で、大学教育の本質は卒業研究にあると言っても

過言ではないでしょう。卒業研究のような大学

の本質的教育が 1 年間だけではもったいない

というのが、大学院に進学する理由です（大学院

教育は 2 年間の大型卒業研究と思えばよいです）

ただ、「新しいものを生み出す方法」は結局のと

ころ学生が主体的に動かないと学べません。逆に言えば、

主体的に何かを生み出す活動をすれば学類の低学年からで

も学ぶことは可能です。例えば、この学類誌 MAST はすべて

を学生が生み出してますが、大学教育的にすばらしい活動だと思

います。大学には他にも「新しい何かを生み出す」活動や機会はごろごろこ

ろがってますので、ぜひ積極的にそのような活動に参加して、皆さんが新しい何

かをばんばん生み出すことを期待してます。それでは、6 年間あるいは 4 年間の

学生生活を楽しんでください！

入学おめでとうございます。学類長
の山本です。私も今年の１月から学

類長になったばかりの新米ですが、ぜひ皆さんと一
緒に情報メディア創成学類を盛り上げていければと思いま
すのでよろしくお願いします。

学類の概要や大学生活の心構えなどはオリエンテーションでい
やというほど聞かされるでしょうから、ここではちょっと未来の話
をします。新入生の皆さんはこれから 4 年間（編入生は 2 年間）遊
んで学んで楽しい学生生活を送ろうと張り切っていることかと思い
ます。しかし、現実は少し違っていて、皆さんの先輩である創成学
類第 1 期生の半数以上は 6 年間の学生生活をエンジョイすることに
なってます。えっ、創成学類はそんなに留年するの？　いえいえ、
違います。約 60% の先輩は大学院に進学したということです。もち
ろん 4 年で就職する学生もたくさんいますが、大学院進学が多数派
です（学類の目標は 80% ! ）

半数以上の学生が大学院まで進学する理由は何でしょうか？
　大学は、いわゆる知識を学ぶことに加えて、何か新しいものを
生み出す方法を教育し、また実際に生み出すことを期待されて
いる機関です。特に本学類のように工学系学類の場合は、新し
いものを生み出してなんぼの世界になります。そのため、学
類教育は高学年になるに従って、新しいものを生み出す方
法の教育が主となります。特に 4 年生の卒業研究という
科目では、学生が自ら生み出したものを徹底的に重視

します。そういう意味で、大学教育の本質は卒
業研究にあると言っても過言ではないでしょ

う。卒業研究のような大学の本質的教育が 1
年間だけではもったいないというのが、大学
院に進学する理由です（大学院教育は 2 年間
の大型卒業研究と思えばよいです）

ただ、「新しいものを生み出す方法」は結局のとこ
ろ学生が主体的に動かないと学べません。逆に言えば、
主体的に何かを生み出す活動をすれば学類の低学年から
でも学ぶことは可能です。例えば、この学類誌 MAST はすべて
を学生が生み出してますが、大学教育的にすばらしい活動だと思います。
大学には他にも「新しい何かを生み出す」活動や機会はごろごろころがってますので、
ぜひ積極的にそのような活動に参加して、皆さんが新しい何かをばんばん生み出すことを
期待してます。それでは、6 年間あるいは 4 年間の学生生活を楽しんでください！今号の表紙：今号の表紙は新しく学類長になられた山本先生です。

専門は自然言語処理で、自然言語処理の講義ではお世話になります。

文：情報メディア創成学類　学類長
　　山本幹雄先生

新入生の皆さんへ



1

情報メディア創成学類誌 MAST2011 年度　1 学期号

目次
創成ってどんなとこ？ 

p.2

p.4

p.12

p.16

p.24

p.30

p.32

p.34

p.38

初めての卒業生から生の声を聞く！　どこよりもはやく伝えちゃいます。

創成の進路特集

株式会社 Google インタビュー
誰もが知る、あのビック企業にインタビューしてきました！
創成学類生必見！！

授業を覗く
「What's COJT」

組み込みキャンパス OJT って？

先生！質問があります！
「グラフィックデザイン研究室」

研究室特集第一弾！　デザインも必見ですよっ

創ってあそぼ
「はじめてのでんしこうさく」

新連載　初めてでもできる！

創成かふぇ
リニューアル！投稿と編集後記

 新学期特集！　創成の 4 年間を一望。

情報メディア創成学類学類誌　MAST とは、情報メディア創成学類の学生の為に学類から発行されている学類誌です。

2009 年夏号から制作が始まり、編集、取材など全て本学類の学生の手によって運営されています。授業情報など学

生の生活に必要な情報や、就職や進学など学生の進路に関わる情報（たとえば学類が実施する各種進路指導行事など）

を多く提供することで学生生活や進路を考える上でのサポートをしていこうと考えています。

今回は web!

MAST Creative Focus 
最新のアミューズメントに突撃！

ちょっとそこまで
「AOU アミューズメントエキスポ」
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集中授業の中には履修の方法が通常授業と異なるものもあり、初回授業に参加しなければ履修放棄になるものもあるので掲示板をこまめにチェックしよう！

文・レイアウト：松本
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選
択
科
目
が
増
え
時
間
割
の
組
み
方
の
幅
が

広
が
る
。
授
業
も
専
門
的
に
な
る
の
で
自
分
が

や
り
た
い
事
を
考
え
て
、
上
手
く
授
業
の
取
捨

選
択
を
し
よ
う
。
２
年
の
終
わ
り
頃
に
は
簡
単

な
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
で
、積
極
的
に
創
作
活
動
に
取
り
組
も
う
。

・
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

　
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
は
、
英
語
の
運
用
能
力
を
測
る
テ
ス
ト
で

あ
る
。
就
職
活
動
時
、
学
生
の
多
く
が
履
歴
書
に
点
数
を
記

載
す
る
。
点
数
が
高
け
れ
ば
就
職
に
有
利
と
も
言
わ
れ
、
院

試
の
際
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
日
本
で
は
年
８
回
試
験
が

実
施
さ
れ
、
テ
ス
ト
の
得
点
に
有
効
期
限
は
無
い
（
会
社
独

自
に
期
限
を
設
け
て
い
る
所
を
除
く
）
の
で
、
早
い
う
ち
か

ら
受
験
し
て
高
得
点
を
狙
う
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。

・
基
礎
情
報
技
術
者
試
験

　
国
家
資
格
で
、「
高
度
Ｉ
Ｔ
人
材
と
な
る
た
め
に
必
要
な

基
本
的
知
識
・
技
能
を
も
ち
、
実
践
的
な
能
力
を
身
に
つ
け

た
者
」
を
対
象
者
と
す
る
。
情
報
工
学
に
関
連
す
る
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
必
要
最
低
限
の
資
格
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
事
も
あ

り
、
創
成
学
類
で
学
ん
だ
分
野
も
出
題
さ
れ
る
の
で
挑
戦
し

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
試
験
と

し
て
応
用
情
報
技
術
者
試
験
が
存
在
す
る
。

　
就
職
活
動
、
研
究
室
配
属
な
ど
、
い
よ
い
よ

自
分
が
将
来
進
む
道
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
。後
悔
の
無
い
選
択
を
し
よ
う
。

　 

４
月
　
　
　
就
職
関
連
進
路
指
導
説
明
会

　　
５
月
　
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ガ
イ
ダ
ン
ス

　　
10
月
　
　
会
社
の
エ
ン
ト
リ
ー
受
付
開
始
。

　
11
月
　
　
企
業
見
学
会

　
　
　
　
　
去
年
は
楽
天
、
一
昨
年
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ
。

　
12
月
　
　
就
職
説
明
会

　
　
　
　
　
会
社
説
明
会
・
推
薦
依
頼
な
ど
・・・

　
　
　
　
　
就
職
活
動
本
格
化
！

　
４
月
　
　
情
報
メ
デ
ィ
ア
実
験

　
６
月
　
　
大
学
院
説
明
会

　
７
月
　
　
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ

　
　
　
　
　
　
　
研
究
室
の
見
学
会
。

　
12
月
　
　
卒
研
配
属
説
明
会

　
　
　
　
　
卒
研
概
要
ペ
ー
ジ
公
開

　
１
月
　
　
卒
研
配
属
第
一
回
募
集

　
２
月
　
　
卒
研
配
属
第
二
回
募
集

　
　
　
　
　
　
　
第
一
回
で
漏
れ
て
し
ま
っ
た
人
の
為
の
も

　
　
　
　
　
　
の
。
こ
れ
で
最
終
的
な
決
定
が
な
さ
れ
る
。

　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
本
誌
で
は
毎
年
、
研
究
室
配
属
の
時
期
に
研

　
　
　
　
　
　
究
室
紹
介
号
を
配
布
し
て
い
る
。
今
年
度
も

　
　
　
　
　
　
配
布
す
る
予
定
な
の
で
要
チ
ェ
ッ
ク
！

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
企
業
等
の

中
で
一
定
期
間
、
研
修
生
と
し
て
働
き
就

業
体
験
を
行
う
制
度
で
、
専
門
基
礎
科
目

と
し
て
開
設
さ
れ
る
。
実
習
は
休
業
期
間

中
に
行
わ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
は

自
分
で
探
す
。
履
修
申
請
が
普
通
の
授
業

と
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
注
意
。

　
３
・
４
年
次
科
目
　
必
修

対
象
は
主
に
３
年
生
。
学
期
完
結
型
で
、

各
学
期
毎
に
異
な
る
テ
ー
マ
を
履
修
す
る
。

こ
の
授
業
の
単
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
卒

研
を
始
め
る
前
提
条
件
の
一
部
と
な
る
。

　
創
成
学
類
は
昨
年
度
初
め
て
の
卒
業
生
が
送

り
出
さ
れ
た
。
就
活
、
卒
研
、
院
試
を
経
て
、

皆
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
進
み
始
め
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。

　
約
１
年
間
と
い
う
長
期
に
わ
た
り
創
成
学
類

で
の
学
習
の
総
決
算
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
研
究

を
ま
と
め
る
。
履
修
す
る
た
め
に
は
情
報
メ

デ
ィ
ア
実
験
を
習
得
し
、
か
つ
、
そ
れ
を
含
め

卒
業
に
必
要
な
履
修
科
目
の
中
か
ら
合
計

100
単

位
以
上
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
る(

早
期
卒
業

希
望
者
を
除
く)

。

　
多
く
の
場
合
、
６
月
に
願
書
を
入
手
し
、
７

月
が
締
切
と
な
る
。
試
験
は
８
月
下
旬
か
ら
10

月
中
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
る
。
創
成
学
類
と
関

わ
り
の
深
い
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研
究
科
・
図

書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
の
試
験
は
昨
年

度
、
共
に
推
薦
が
７
月
、
一
般
は
８
月
と
２
月

に
行
わ
れ
た
。
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Special Edition.

Welcome to MAST.

ってどんなとこ？
　新入生の皆さん入学おめでとうございます！　皆さんは『情報メディア創成』と

聞いて、何を想像しますか？「創成って何するところなの？」と聞かれた事があり

ませんか？　情報メディア創成がどんなところなのか、改めて紹介させて頂きます。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

う
い
と
い
な
少
が
度
由
自
に
方
み
組
の
割
間
時

う
い
と
学
大
合
総
の
学
大
波
筑
が
る
れ
さ
善
改

ろ
こ
と
い
し
寂
し
少
は
の
い
く
に
じ
感
を
徴
特

　

の
な
目
し
優
く
多
が
の
も
な
的
歩
初
は
業
授

い
良
と
く
お
て
し
を
習
予
の
目
科
系
学
数
・
グ

？
も
か

　
　
　　

し
と
ん
ち
き
を
習
復
習
予
で
の
い
な
れ
し
も
か

　

　　

　
　　

　

礎
基
形
造
・

　

目
科
通
共

(

術
芸

)　

限
５
曜
月

　
　

像
画
子
電
・

　

専
芸
　

限
３
曜
木

(
)

　

45

限
上
が
位
単

を
位
単
な
要
必
て
し
と
件
要
業
卒

40

を
60

ば
れ
す
得
修
で
」
Ａ
「
上
以
％

　

能
可
修
履
で
ま
位
単

？
い
な
て
い
向
に
職
教
は
成
創
・　

れ
ら
え
与
を
格
資
て
め
初
て
得
を
位
単
な
要
必
し
修
履
を
目

45

だ
の
る
な
に
事
る
え
超
を
位
単

　

？
・
・
・
も
か
す
と
落
を
位
単
の
目　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

識
知
　

限
２
・
１
曜
火

 

　
　
　
　　　

プ
ら
か
点
視
な
的
践
実
て
い
つ
に
性
能
可
の
そ

集中授業の中には履修の方法が通常授業と異なるものもあり、初回授業に参加しなければ履修放棄になるものもあるので掲示板をこまめにチェックしよう！

文・レイアウト／松本
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集中授業の中には履修の方法が通常授業と異なるものもあり、初回授業に参加しなければ履修放棄になるものもあるので掲示板をこまめにチェックしよう！

文・レイアウト：松本
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、
英
語
の
運
用
能
力
を
測
る
テ
ス
ト
で

あ
る
。
就
職
活
動
時
、
学
生
の
多
く
が
履
歴
書
に
点
数
を
記

載
す
る
。
点
数
が
高
け
れ
ば
就
職
に
有
利
と
も
言
わ
れ
、
院

試
の
際
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
日
本
で
は
年
８
回
試
験
が

実
施
さ
れ
、
テ
ス
ト
の
得
点
に
有
効
期
限
は
無
い
（
会
社
独

自
に
期
限
を
設
け
て
い
る
所
を
除
く
）
の
で
、
早
い
う
ち
か

ら
受
験
し
て
高
得
点
を
狙
う
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。

・
基
礎
情
報
技
術
者
試
験

　
国
家
資
格
で
、「
高
度
Ｉ
Ｔ
人
材
と
な
る
た
め
に
必
要
な

基
本
的
知
識
・
技
能
を
も
ち
、
実
践
的
な
能
力
を
身
に
つ
け

た
者
」
を
対
象
者
と
す
る
。
情
報
工
学
に
関
連
す
る
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
必
要
最
低
限
の
資
格
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
事
も
あ

り
、
創
成
学
類
で
学
ん
だ
分
野
も
出
題
さ
れ
る
の
で
挑
戦
し

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
試
験
と

し
て
応
用
情
報
技
術
者
試
験
が
存
在
す
る
。

　
就
職
活
動
、
研
究
室
配
属
な
ど
、
い
よ
い
よ

自
分
が
将
来
進
む
道
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
。後
悔
の
無
い
選
択
を
し
よ
う
。

　 

４
月
　
　
　
就
職
関
連
進
路
指
導
説
明
会

　　
５
月
　
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ガ
イ
ダ
ン
ス

　　
10
月
　
　
会
社
の
エ
ン
ト
リ
ー
受
付
開
始
。

　
11
月
　
　
企
業
見
学
会

　
　
　
　
　
去
年
は
楽
天
、
一
昨
年
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ
。

　
12
月
　
　
就
職
説
明
会

　
　
　
　
　
会
社
説
明
会
・
推
薦
依
頼
な
ど
・・・

　
　
　
　
　
就
職
活
動
本
格
化
！

　
４
月
　
　
情
報
メ
デ
ィ
ア
実
験

　
６
月
　
　
大
学
院
説
明
会

　
７
月
　
　
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ

　
　
　
　
　
　
　
研
究
室
の
見
学
会
。

　
12
月
　
　
卒
研
配
属
説
明
会

　
　
　
　
　
卒
研
概
要
ペ
ー
ジ
公
開

　
１
月
　
　
卒
研
配
属
第
一
回
募
集

　
２
月
　
　
卒
研
配
属
第
二
回
募
集

　
　
　
　
　
　
　
第
一
回
で
漏
れ
て
し
ま
っ
た
人
の
為
の
も

　
　
　
　
　
　
の
。
こ
れ
で
最
終
的
な
決
定
が
な
さ
れ
る
。

　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
本
誌
で
は
毎
年
、
研
究
室
配
属
の
時
期
に
研

　
　
　
　
　
　
究
室
紹
介
号
を
配
布
し
て
い
る
。
今
年
度
も

　
　
　
　
　
　
配
布
す
る
予
定
な
の
で
要
チ
ェ
ッ
ク
！

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
企
業
等
の

中
で
一
定
期
間
、
研
修
生
と
し
て
働
き
就

業
体
験
を
行
う
制
度
で
、
専
門
基
礎
科
目

と
し
て
開
設
さ
れ
る
。
実
習
は
休
業
期
間

中
に
行
わ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
は

自
分
で
探
す
。
履
修
申
請
が
普
通
の
授
業

と
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
注
意
。

　
３
・
４
年
次
科
目
　
必
修

対
象
は
主
に
３
年
生
。
学
期
完
結
型
で
、

各
学
期
毎
に
異
な
る
テ
ー
マ
を
履
修
す
る
。

こ
の
授
業
の
単
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
卒

研
を
始
め
る
前
提
条
件
の
一
部
と
な
る
。

　
創
成
学
類
は
昨
年
度
初
め
て
の
卒
業
生
が
送

り
出
さ
れ
た
。
就
活
、
卒
研
、
院
試
を
経
て
、

皆
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
進
み
始
め
る
。

　
約
１
年
間
と
い
う
長
期
に
わ
た
り
創
成
学
類

で
の
学
習
の
総
決
算
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
研
究

を
ま
と
め
る
。
履
修
す
る
た
め
に
は
情
報
メ

デ
ィ
ア
実
験
を
習
得
し
、
か
つ
、
そ
れ
を
含
め

卒
業
に
必
要
な
履
修
科
目
の
中
か
ら
合
計

100
単

位
以
上
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
る(

早
期
卒
業

希
望
者
を
除
く)

。

　
多
く
の
場
合
、
６
月
に
願
書
を
入
手
し
、
７

月
が
締
切
と
な
る
。
試
験
は
８
月
下
旬
か
ら
10

月
中
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
る
。
創
成
学
類
と
関

わ
り
の
深
い
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研
究
科
・
図

書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
の
試
験
は
昨
年

度
、
共
に
推
薦
が
７
月
、
一
般
は
８
月
と
２
月

に
行
わ
れ
た
。

１
〜
３
月
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張
す
る
ん
で
す
よ
ね
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
知
ら
な

い
お
じ
さ
ん
に
質
問
さ
れ
る
の
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

か
か
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
だ
か
ら
雀
荘
行
っ
て

鍛
え
て
き
ま
し
た
。
お
じ
さ
ん
と
し
か
も
三
対

一
で
、
っ
て
言
っ
た
ら
あ
あ
そ
う
と
か
言
っ
て

ち
ょ
っ
と
笑
っ
て
た
ん
だ
け
ど
。
最
後
に
そ
の
面

接
官
か
ら
は
、「
次
に
は
通
し
て
あ
げ
る
け
ど
面

接
で
は
そ
う
い
う
話
は
し
な
い
で
、
も
っ
と
ま
じ

め
な
こ
と
言
っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
」
っ
て
（
笑
）。

就
活
は
運
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
―
就
職
活
動
前
に
知
っ
て
お
き
た
か
っ
た
情
報

と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
か
？

　
そ
れ
は
ね
、自
分
の
知
っ
て
る
会
社
の
数
だ
ね
。

企
業
研
究
を
ど
ん
だ
け
す
る
か
っ
て
こ
と
じ
ゃ
な

い
。受
け
る
会
社
を
う
ま
く
絞
れ
た
ら
よ
か
っ
た
。

正
直
に
言
う
と
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
と
か
は
有
名
な
会

社
だ
し
華
や
か
だ
か
ら
受
け
て
み
っ
か
、
ぐ
ら
い

の
気
持
ち
だ
っ
た
か
ら
。
や
め
と
き
ゃ
よ
か
っ
た

と
思
う
ね
。
も
っ
と
堅
実
な
と
こ
ろ
狙
っ
て
、
業

界
絞
っ
て
や
っ
て
れ
ば
よ
か
っ
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
だ
っ
て
さ
、
会
社
決
ま
っ
て
か
ら
調
べ
る

と
福
利
厚
生
と
か
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
い
い
会
社

な
ん
だ
よ
ね
。そ
の
辺
考
え
る
と
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー

プ
だ
と
主
要
五
社
で
デ
ー
タ
、D

oCoM
o

、
東
日

本
、
西
日
本
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
か

い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
だ
け
ど
受
け
た
の
は
N
T
T

デ
ー
タ
だ
け
だ
し
。
東
日
本
と
かD

oCoM
o

と

か
、
大
き
い
会
社
も
受
け
た
ら
チ
ャ
ン
ス
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
し
さ
。
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
う
受
け

れ
ば
よ
か
っ
た
。
あ
と
、
俺
は
院
と
就
活
を
両
天

秤
に
し
た
ん
だ
け
ど
、
す
る
必
要
は
ね
、
無
い
と

お
も
う
。
就
活
は
な
ん
と
な
く
で
や
る
と
ろ
く
な

こ
と
に
な
ん
な
い
か
ら
。
で
、
就
活
ダ
メ
だ
っ
た

と
き
に
大
学
院
考
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
わ
。

中
小
企
業
行
く
気
な
く
て
も
、
練
習
に
は
な
る

か
ら
面
接
受
け
て
み
る
と
か
、
そ
う
や
っ
て
本
気

で
取
り
組
ん
だ
た
人
の
ほ
う
が
早
く
大
手
と
か
決

ま
っ
た
り
す
る
か
ら
ね
。
面
接
で
は
言
葉
遣
い
や

態
度
に
は
気
を
つ
け
て
、
正
直
に
思
っ
た
こ
と
を

話
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。

―
―
―
創
成
と
い
う
学
類
は
ど
う
で
し
た
か
？

　
不
満
と
し
て
は
自
分
が
メ
デ
ィ
ア
創
成
一
期
生

で
、
す
べ
て
が
手
探
り
だ
っ
た
と
こ
が
残
念
だ
っ

た
。
授
業
と
か
も
今
か
ら
充
実
し
て
い
く
し
さ
、

先
輩
と
か
も
増
え
て
な
に
か
と
メ
デ
ィ
ア
創
成
っ

て
と
こ
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
思
う
ん
だ
。
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
面
と
し
て
は
、
ク
リ
ラ
ボ
と
か
す
ご
い

施
設
が
使
え
る
の
は
い
い
。
入
学
時
に
自
分
が
目

指
し
て
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
環
境
は

あ
る
よ
ね
。
就
職
に
つ
い
て
は
、
強
い
と
言
っ
て

い
い
と
思
う
よ
。
情
報
系
だ
し
さ
、
コ
ン
テ
ン
ツ

と
か
も
や
っ
て
る
し
。
何
に
も
悲
観
す
る
こ
と
は

な
い
と
思
う
。

―
―
―
後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
や
り
た
い
こ
と
は
が
っ
つ
り
や
る
べ
き
だ
ね
。

た
と
え
ば
今
作
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
披
露
す
る

場
っ
て
言
う
の
は
い
く
ら
で
も
あ
る
じ
ゃ
ん
。
大

学
っ
て
自
分
で
勉
強
す
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
さ
、
や

り
た
い
こ
と
や
っ
て
欲
し
い
と
思
う
わ
。
で
、
そ

れ
を
研
究
に
生
か
す
な
り
就
職
に
生
か
す
な
り
す

る
べ
き
だ
と
思
う
。
あ
と
学
校
の
や
り
た
く
も
な

い
よ
う
な
数
学
と
か
さ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
か
さ
、
そ

う
い
う
の
も
ち
ゃ
ん
と
や
っ
と
く
と
、
後
々
役
に

立
つ
か
ら
。
研
究
室
選
び
は
成
績
と
か
も
関
係
す

る
し
、
な
ん
か
や
り
た
い
っ
て
と
き
に
や
れ
な
い

し
。
基
礎
が
な
い
と
何
も
で
き
な
い
か
ら
。
や
っ

ぱ
り
意
味
の
あ
る
勉
強
だ
と
思
う
か
ら
さ
。
勉
強

を
し
っ
か
り
や
っ
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
と

か
や
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
う
ー
ん
、
あ

と
大
学
っ
て
自
由
だ
か
ら
、
何
し
た
ほ
う
が
い
い

よ
っ
て
い
う
の
は
な
い
気
が
す
る
け
ど
サ
ー
ク
ル

選
び
と
か
重
要
じ
ゃ
な
い
（
笑
）
？
そ
れ
に
よ
っ

て
友
達
の
数
と
か
決
ま
っ
て
く
る
し
、
あ
と
新
歓

か
な
。
春
日
キ
ャ
ン
パ
ス
っ
て
離
れ
て
て
阻
害
さ

れ
が
ち
じ
ゃ
ん
、
だ
か
ら
い
っ
ぱ
い
行
っ
た
ほ
う

が
い
い
よ
。
俺
が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
じ
ゃ
な

い
け
ど
ね
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て

欲
し
い
、
と
あ
や
ふ
や
な
こ
と
を
言
っ
と
き
ま
す

（
笑
）。

―
―
―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

▼
編
集
部
よ
り

　
財
前
さ
ん
は
、
入
学
す
る
ま
で
パ
ソ
コ
ン
を
使

う
の
は
ネ
ッ
ト
を
す
る
と
き
ぐ
ら
い
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
れ
で
も
内
定
を
も
ら
え
た
の
は
、
大
企

業
は
研
修
制
度
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
伸
び

代
が
あ
る
人
材
を
採
り
た
が
る
か
ら
、
だ
そ
う
で

す
。
ま
た
N
T
T
デ
ー
タ
は
７
：
３
で
文
系
が

多
い
と
の
こ
と
。
建
築
士
の
仕
事
に
似
て
い
て
、

上
流
工
程
で
あ
る
設
計
図
を
書
く
の
が
仕
事
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
大
学
に
入
っ
て
パ
ソ
コ
ン
を
触
り

始
め
た
人
も
十
分
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
そ
う
で
す
。

 

進路特集 !!!
～財前 裕太さん～

創成の

ー
―
―
財
前
さ
ん
は
卒
業
後
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
に
行
か

れ
る
そ
う
で
す
ね
。ど
う
し
て
そ
の
進
路
を
選
択
し

た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
な
ん
と
な
く
就
職
活
動
を
始
め
て
、
企
業
研
究

と
か
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
知
っ
た
ん
で
、
受
け
た
ら

通
っ
た
ん
で
働
こ
う
と
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
っ
て
い

う
の
は
基
本
的
に
会
社
が
お
客
様
だ
か
ら
、
俺
も

調
べ
る
ま
で
知
ら
な
く
て
。
有
名
な
楽
天
と
か
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
と
か
人
気
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
か
十

社
以
上
は
受
け
ま
し
た
ね
。
最
終
面
接
と
か
で
落

ち
ま
し
た
け
ど
。、
あ
と
映
画
と
か
好
き
だ
っ
た

ん
で
、
配
給
会
社
と
か
東
映
と
か
東
方
と
か
い
ろ

ん
な
分
野
受
け
ま
し
た
。

―
―
―
院
へ
進
学
す
る
、と
い
う
選
択
肢
は
持
っ
て

い
ら
し
た
の
で
す
か
？

　
そ
う
だ
ね
。あ
ん
ま
り
良
く
な
い
ん
だ
け
ど
さ
、

も
し
も
の
時
を
考
え
て
両
天
秤
に
し
た
。
俺
は
、

就
活
始
め
て
ち
ょ
っ
と
し
て
か
ら
で
き
る
こ
と
な

ら
も
う
働
き
た
い
な
と
思
っ
て
。
も
と
も
と
そ
ん

な
真
面
目
な
人
間
じ
ゃ
な
い
か
ら
さ
、
研
究
が
好

き
じ
ゃ
な
い
な
ら
や
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
な
っ
て
。

研
究
が
面
白
か
っ
た
り
好
き
な
ら
や
っ
た
ほ
う
が

い
い
と
思
う
け
ど
、
大
学
生
と
し
て
も
う
ち
ょ
っ

と
ダ
ラ
ダ
ラ
し
た
い
と
か
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
し
た

い
と
か
そ
う
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
ら
も
う
働
い
た

ほ
う
が
い
い
か
な
と
。

あ
と
、
社
会
に
出
れ
る
と
き
に
出
と
か
な
い
と
さ

路
頭
に
迷
う
か
も
知
ん
な
い
し
さ
、
何
の
保
証
も

な
い
か
ら
。
受
か
っ
た
ん
だ
っ
た
ら
行
け
ば
い
い

し
、
落
ち
た
ら
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
院
行
け
ば
い

い
し
。
就
留
っ
て
い
う
手
も
あ
る
ん
だ
け
ど
ね
。

ち
な
み
に
、
先
生
の
推
薦
と
か
じ
ゃ
な
い
情
報

学
群
の
人
が
使
え
る
推
薦
が
筑
波
大
学
に
は
あ
っ

て
、
そ
っ
か
ら
応
募
し
た
ん
で
多
少
楽
だ
っ
た
っ

て
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

―
―
―
面
接
で
は
ど
の
よ
う
な
話
を
さ
れ
た
の
で
す

か
？

　
話
す
こ
と
は
大
体
決
ま
っ
て
て
、「
志
望
動

機
」「
自
己
P
R
」「
大
学
時
代
に
頑
張
っ
た
こ

と
」
の
三
つ
。
他
二
つ
は
覚
え
て
な
い
け
ど
、
学

生
生
活
で
頑
張
っ
た
こ
と
は
毎
回
違
う
こ
と
言
っ

て
た
。
自
分
で
言
う
の
も
な
ん
だ
け
ど
い
ろ
ん
な

こ
と
や
っ
て
て
さ
、
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
何
言
お
う

か
迷
っ
て
た
ね
。
た
と
え
ば
俺
は
バ
イ
ト
す
ご
い

や
っ
て
て
、
種
類
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
必
ず
掛
け

持
ち
で
や
っ
て
て
月
十
万
切
っ
た
こ
と
無
か
っ
た

か
も
。
あ
と
サ
ッ
カ
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
て
さ
、

学
群
対
抗
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
秋
季
リ
ー
グ
と

か
参
加
し
て
た
ん
だ
よ
。
最
初
は
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
が
情
報
学
群
に
は
な
く
て
、
人
間
学
群
の
知
り

合
い
の
人
が
い
た
ん
で
そ
こ
で
や
ら
せ
て
も
ら
っ

て
た
ら
、
事
実
上
キ
ャ
プ
テ
ン
み
た
い
に
な
っ

て
。
情
報
学
群
な
の
に
（
笑
）。
で
、
今
年
そ
の

チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
ら
し
く
て
。
そ
れ
聞
い
た
と

き
に
心
の
中
で
「
ワ
シ
が
育
て
た
！
」
と
（
笑
）。

面
接
で
は
サ
ー
ク
ル
の
キ
ャ
プ
テ
ン
ま
が
い
の
事

し
て
ま
し
た
、
旅
行
の
計
画
と
か
し
て
チ
ー
ム
ま

と
め
て
ま
し
た
、
み
た
い
な
こ
と
言
っ
て
。
バ
イ

ト
の
話
し
た
時
は
、
夕
方
五
時
か
ら
朝
の
六
時
ま

で
働
い
て
そ
の
あ
と
一
限
か
ら
五
、六
限
ま
で
授

業
出
て
ま
し
た
、
と
い
う
感
じ
で
。
こ
れ
な
ら
ど

ん
な
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
で
も
や
っ
て
い
け
る
な
、
っ

て
思
っ
て
も
ら
え
る
じ
ゃ
な
い
。
こ
の
二
つ
が
メ

イ
ン
だ
っ
た
か
な
。
お
じ
さ
ん
受
け
が
い
い
の
は

旅
行
と
か
の
話
だ
ね
。
お
れ
さ
金
貯
め
て
旅
行
と

か
行
く
の
嫌
い
じ
ゃ
な
い
か
ら
さ
、
バ
イ
ト
の
話

か
ら
つ
な
げ
て
二
週
間
ぐ
ら
い
イ
ギ
リ
ス
行
っ
て

サ
ッ
カ
ー
の
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
見
に
行
っ
て
ま
し

た
、
っ
て
言
っ
た
り
。

―
―
―
就
職
活
動
中
に
成
功
し
た
こ
と
、
失
敗
し

た
こ
と
と
い
う
の
は
。

　
失
敗
し
た
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か

か
る
と
さ
自
分
よ
く
見
せ
よ
う
と
し
ち
ゃ
う
か

ら
、
ろ
く
な
こ
と
言
っ
て
な
か
っ
た
こ
と
。
も
う

少
し
普
通
の
こ
と
言
え
ば
よ
か
っ
た
。
就
活
始
め

る
と
さ
、
本
と
か
読
ん
で
参
考
に
し
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
と
ら
わ
れ
ち
ゃ
う
と
い
う
か
。
や
っ
ぱ
さ
面

接
官
が
常
に
採
り
た
い
な
、
と
思
う
よ
う
に
し
な

い
と
い
け
な
い
じ
ゃ
ん
。
だ
か
ら
自
分
を
出
さ
な

過
ぎ
ず
出
し
過
ぎ
ず
そ
の
間
を
行
く
の
が
い
い
か

な
。
あ
と
失
敗
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
N
T
T
デ
ー

タ
受
か
っ
た
と
き
は
麻
雀
の
話
を
し
て
。
面
接
で

準
備
し
た
こ
と
は
？
と
か
言
わ
れ
て
、
い
や
ー
緊

 今年度で情報メディア創成学類は創立は五年目を

迎え、この春には一期生の先輩方が卒業されました。

最初の卒業生の先輩方がどのような道へ進むのかを

参考にすべく、今回 MAST では三人の先輩方と田中

先生からのお話を紹介します。

　　（文章・構成・写真　 仲宗根 良　高井 啓）
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張
す
る
ん
で
す
よ
ね
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
知
ら
な

い
お
じ
さ
ん
に
質
問
さ
れ
る
の
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

か
か
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
だ
か
ら
雀
荘
行
っ
て

鍛
え
て
き
ま
し
た
。
お
じ
さ
ん
と
し
か
も
三
対

一
で
、
っ
て
言
っ
た
ら
あ
あ
そ
う
と
か
言
っ
て

ち
ょ
っ
と
笑
っ
て
た
ん
だ
け
ど
。
最
後
に
そ
の
面

接
官
か
ら
は
、「
次
に
は
通
し
て
あ
げ
る
け
ど
面

接
で
は
そ
う
い
う
話
は
し
な
い
で
、
も
っ
と
ま
じ

め
な
こ
と
言
っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
」
っ
て
（
笑
）。

就
活
は
運
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
―
就
職
活
動
前
に
知
っ
て
お
き
た
か
っ
た
情
報

と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
か
？

　
そ
れ
は
ね
、自
分
の
知
っ
て
る
会
社
の
数
だ
ね
。

企
業
研
究
を
ど
ん
だ
け
す
る
か
っ
て
こ
と
じ
ゃ
な

い
。受
け
る
会
社
を
う
ま
く
絞
れ
た
ら
よ
か
っ
た
。

正
直
に
言
う
と
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
と
か
は
有
名
な
会

社
だ
し
華
や
か
だ
か
ら
受
け
て
み
っ
か
、
ぐ
ら
い

の
気
持
ち
だ
っ
た
か
ら
。
や
め
と
き
ゃ
よ
か
っ
た

と
思
う
ね
。
も
っ
と
堅
実
な
と
こ
ろ
狙
っ
て
、
業

界
絞
っ
て
や
っ
て
れ
ば
よ
か
っ
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
だ
っ
て
さ
、
会
社
決
ま
っ
て
か
ら
調
べ
る

と
福
利
厚
生
と
か
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
い
い
会
社

な
ん
だ
よ
ね
。そ
の
辺
考
え
る
と
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー

プ
だ
と
主
要
五
社
で
デ
ー
タ
、D

oCoM
o

、
東
日

本
、
西
日
本
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
か

い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
だ
け
ど
受
け
た
の
は
N
T
T

デ
ー
タ
だ
け
だ
し
。
東
日
本
と
かD

oCoM
o

と

か
、
大
き
い
会
社
も
受
け
た
ら
チ
ャ
ン
ス
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
し
さ
。
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
う
受
け

れ
ば
よ
か
っ
た
。
あ
と
、
俺
は
院
と
就
活
を
両
天

秤
に
し
た
ん
だ
け
ど
、
す
る
必
要
は
ね
、
無
い
と

お
も
う
。
就
活
は
な
ん
と
な
く
で
や
る
と
ろ
く
な

こ
と
に
な
ん
な
い
か
ら
。
で
、
就
活
ダ
メ
だ
っ
た

と
き
に
大
学
院
考
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
わ
。

中
小
企
業
行
く
気
な
く
て
も
、
練
習
に
は
な
る

か
ら
面
接
受
け
て
み
る
と
か
、
そ
う
や
っ
て
本
気

で
取
り
組
ん
だ
た
人
の
ほ
う
が
早
く
大
手
と
か
決

ま
っ
た
り
す
る
か
ら
ね
。
面
接
で
は
言
葉
遣
い
や

態
度
に
は
気
を
つ
け
て
、
正
直
に
思
っ
た
こ
と
を

話
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。

―
―
―
創
成
と
い
う
学
類
は
ど
う
で
し
た
か
？

　
不
満
と
し
て
は
自
分
が
メ
デ
ィ
ア
創
成
一
期
生

で
、
す
べ
て
が
手
探
り
だ
っ
た
と
こ
が
残
念
だ
っ

た
。
授
業
と
か
も
今
か
ら
充
実
し
て
い
く
し
さ
、

先
輩
と
か
も
増
え
て
な
に
か
と
メ
デ
ィ
ア
創
成
っ

て
と
こ
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
思
う
ん
だ
。
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
面
と
し
て
は
、
ク
リ
ラ
ボ
と
か
す
ご
い

施
設
が
使
え
る
の
は
い
い
。
入
学
時
に
自
分
が
目

指
し
て
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
環
境
は

あ
る
よ
ね
。
就
職
に
つ
い
て
は
、
強
い
と
言
っ
て

い
い
と
思
う
よ
。
情
報
系
だ
し
さ
、
コ
ン
テ
ン
ツ

と
か
も
や
っ
て
る
し
。
何
に
も
悲
観
す
る
こ
と
は

な
い
と
思
う
。

―
―
―
後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
や
り
た
い
こ
と
は
が
っ
つ
り
や
る
べ
き
だ
ね
。

た
と
え
ば
今
作
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
披
露
す
る

場
っ
て
言
う
の
は
い
く
ら
で
も
あ
る
じ
ゃ
ん
。
大

学
っ
て
自
分
で
勉
強
す
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
さ
、
や

り
た
い
こ
と
や
っ
て
欲
し
い
と
思
う
わ
。
で
、
そ

れ
を
研
究
に
生
か
す
な
り
就
職
に
生
か
す
な
り
す

る
べ
き
だ
と
思
う
。
あ
と
学
校
の
や
り
た
く
も
な

い
よ
う
な
数
学
と
か
さ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
か
さ
、
そ

う
い
う
の
も
ち
ゃ
ん
と
や
っ
と
く
と
、
後
々
役
に

立
つ
か
ら
。
研
究
室
選
び
は
成
績
と
か
も
関
係
す

る
し
、
な
ん
か
や
り
た
い
っ
て
と
き
に
や
れ
な
い

し
。
基
礎
が
な
い
と
何
も
で
き
な
い
か
ら
。
や
っ

ぱ
り
意
味
の
あ
る
勉
強
だ
と
思
う
か
ら
さ
。
勉
強

を
し
っ
か
り
や
っ
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
と

か
や
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
う
ー
ん
、
あ

と
大
学
っ
て
自
由
だ
か
ら
、
何
し
た
ほ
う
が
い
い

よ
っ
て
い
う
の
は
な
い
気
が
す
る
け
ど
サ
ー
ク
ル

選
び
と
か
重
要
じ
ゃ
な
い
（
笑
）
？
そ
れ
に
よ
っ

て
友
達
の
数
と
か
決
ま
っ
て
く
る
し
、
あ
と
新
歓

か
な
。
春
日
キ
ャ
ン
パ
ス
っ
て
離
れ
て
て
阻
害
さ

れ
が
ち
じ
ゃ
ん
、
だ
か
ら
い
っ
ぱ
い
行
っ
た
ほ
う

が
い
い
よ
。
俺
が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
じ
ゃ
な

い
け
ど
ね
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て

欲
し
い
、
と
あ
や
ふ
や
な
こ
と
を
言
っ
と
き
ま
す

（
笑
）。

―
―
―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

▼
編
集
部
よ
り

　
財
前
さ
ん
は
、
入
学
す
る
ま
で
パ
ソ
コ
ン
を
使

う
の
は
ネ
ッ
ト
を
す
る
と
き
ぐ
ら
い
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
れ
で
も
内
定
を
も
ら
え
た
の
は
、
大
企

業
は
研
修
制
度
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
伸
び

代
が
あ
る
人
材
を
採
り
た
が
る
か
ら
、
だ
そ
う
で

す
。
ま
た
N
T
T
デ
ー
タ
は
７
：
３
で
文
系
が

多
い
と
の
こ
と
。
建
築
士
の
仕
事
に
似
て
い
て
、

上
流
工
程
で
あ
る
設
計
図
を
書
く
の
が
仕
事
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
大
学
に
入
っ
て
パ
ソ
コ
ン
を
触
り

始
め
た
人
も
十
分
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
そ
う
で
す
。
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僕
は
そ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
か
余
裕
な
ん
で
す

よ
。
授
業
も
そ
ん
な
に
登
録
し
な
か
っ
た
の
で
、

二
年
生
の
と
き
は
す
ご
く
楽
で
し
た
。
三
年
生
で

は
起
業
し
た
の
と
、
二
年
で
取
っ
て
な
い
単
位
の

回
収
な
ど
。
四
年
生
は
三
年
生
で
巻
き
返
せ
な

か
っ
た
授
業
を
ち
ょ
っ
と
い
れ
つ
つ
、
会
社
と
研

究
は
半
々
で
や
っ
て
ま
し
た
ね
。
な
ん
だ
か
ん
だ

で
会
社
で
や
っ
て
る
こ
と
も
請
負
ば
っ
か
じ
ゃ
な

く
て
、
そ
れ
な
り
に
研
究
開
発
み
た
い
な
こ
と
も

や
っ
て
る
ん
で
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
ね
。
研
究
室

の
中
だ
と
論
文
を
書
く
た
め
に
や
っ
て
る
ん
で
す

よ
。
僕
が
感
じ
た
こ
と
と
し
て
は
、
論
文
が
出
来

上
が
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
内
容
で
研

究
を
進
め
て
い
く
ん
で
す
よ
。
た
だ
企
業
で
研
究

開
発
を
や
る
と
き
は
、
成
功
し
な
い
と
い
け
な
ん

で
わ
り
と
実
践
的
に
な
っ
て
。
あ
と
や
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
消
費
者
と
か
実
際
に
使
っ
た
人
か
ら
レ

ス
ポ
ン
ス
が
帰
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。
論
文
と
か
も

あ
る
程
度
帰
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
や

は
り
達
成
感
が
違
い
ま
す
よ
ね
。

―
―
―
長
期
休
暇
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま

し
た
か
？

　
長
期
休
暇
ぐ
ら
い
は
家
族
に
会
い
に
実
家
に

帰
っ
て
ま
し
た
。
あ
と
や
っ
ぱ
り
普
段
か
ら
長
期

休
暇
に
何
し
よ
う
っ
て
考
え
て
て
、
や
る
こ
と
を

長
期
休
暇
用
に
積
ん
で
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を

消
化
す
る
の
に
精
い
っ
ぱ
い
っ
て
い
う
感
じ
か

な
。
夏
休
み
と
か
せ
っ
か
く
長
期
休
暇
に
入
っ
た

ん
だ
か
ら
、何
か
新
し
い
事
を
始
め
て
み
る
と
か
、

普
通
の
と
き
に
サ
ー
バ
ー
と
か
を
何
台
か
買
っ
て

お
い
て
そ
れ
を
い
じ
り
だ
す
の
は
長
期
休
暇
に

入
っ
て
か
ら
、
と
い
う
よ
う
な
。
た
だ
あ
ん
ま
り

授
業
に
行
っ
て
な
か
っ
た
僕
と
し
て
は
、
頭
の
中

で
「
長
期
休
暇
だ
し
」
と
い
う
の
は
あ
る
ん
だ
け

ど
過
ご
し
方
は
普
段
と
あ
ん
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ

た
か
な
。

―
―
―
大
学
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
？

　
高
校
と
違
っ
て
す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
た
の

は
、
周
り
に
わ
か
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
っ
て
こ

と
で
す
か
ね
。
先
生
た
ち
が
授
業
で
言
っ
て
る
こ

と
っ
て
、Google

に
載
っ
て
る
よ
う
な
こ
と
し

か
言
っ
て
く
れ
な
い
ん
で
す
よ
。
な
の
で
僕
は
あ

ま
り
魅
力
的
に
感
じ
な
か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、

自
分
で
な
ん
か
や
っ
て
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
と
き
す
ぐ
聞
け
る
人
が
い
た
り
聞
け
る
先

生
が
い
る
っ
て
い
う
の
は
い
い
な
ー
と
思
っ
て
。

お
か
げ
で
、
高
校
の
と
き
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し

て
た
頃
に
比
べ
る
と
、
す
ご
い
勢
い
で
伸
び
た

な
っ
て
い
う
の
は
あ
り
ま
す
。

―
―
―
後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
大
学
に
入
っ
て
最
初
に
図
書
館
の
よ
う
な
利
用

可
能
な
資
源
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
説
明
が
あ
る
と

思
う
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
を
最
大
限
に
有
効
活
用
し

た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。
図
書
館
と
か

端
末
と
か
特
に
※
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
か
。
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
今
し
か
読
め
な
い
と
思
う
ん
で
す

よ
。
卒
業
し
て
企
業
に
入
っ
ち
ゃ
う
と
ほ
と
ん
ど

読
め
な
く
な
る
だ
ろ
う
し
、
研
究
室
入
る
と
き
も

論
文
読
ん
で
る
か
読
ん
で
な
い
か
で
全
然
変
わ
っ

て
く
る
と
思
う
。
あ
と
優
秀
な
先
生
と
か
は
授
業

の
際
に
こ
う
い
う
文
献
を
読
ん
だ
ほ
う
が
い
い

よ
っ
て
あ
げ
て
く
れ
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
そ
う

い
う
の
は
ち
ゃ
ん
と
読
ん
で
お
く
と
い
う
の
と
、

学
術
的
な
論
文
と
か
文
献
っ
て
言
う
の
は
ち
ゃ
ん

と
参
照
が
あ
る
ん
で
す
よ
、
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
が
。

Google

で
検
索
す
る
み
た
い
に
何
も
な
い
と
こ

ろ
か
ら
探
し
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
一
個
ヒ
ン

ト
を
得
る
と
バ
ー
っ
と
参
照
の
糸
を
辿
れ
て
、
い

く
ら
で
も
い
い
情
報
が
見
れ
る
ん
で
す
よ
。
こ
の

参
照
の
糸
を
た
ど
っ
て
い
く
と
外
れ
っ
て
ほ
と
ん

ど
な
い
ん
で
、
す
ご
く
有
益
な
情
報
が
ま
と
め
て

手
に
入
る
ん
で
す
。
図
書
館
が
契
約
し
て
い
る
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
他
の
分
野
の
も
全
部
読
め
る
ん

で
、
あ
る
意
味
宝
の
山
だ
か
ら
見
れ
る
う
ち
に
見

た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
後
半
に
な
っ

て
他
学
類
の
友
達
が
で
き
て
き
て
い
ろ
い
ろ
話
せ

る
の
は
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
普
段
疑
問
に

思
っ
て
る
こ
と
全
部
答
え
て
、
正
確
な
情
報
で
教

え
て
く
れ
る
っ
て
い
う
の
は
う
れ
し
い
な
と
か
。

こ
ん
な
ふ
う
に
筑
波
大
学
の
い
い
所
を
見
つ
け

て
、
大
学
の
資
源
を
有
効
活
用
す
る
の
は
す
ご
く

い
い
と
は
思
い
ま
す
。
大
学
は
知
識
を
増
や
す
に

は
最
適
な
場
所
で
す
。

―
―
―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

▼
編
集
部
よ
り

　
図
書
館
で
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
使
っ
て
み
る

と
、
見
つ
か
っ
た
論
文
の
ほ
と
ん
ど
が
英
語
で
し

た
。
し
か
し
検
索
機
能
の
お
か
げ
で
、
興
味
の
あ

る
分
野
に
絞
っ
て
調
べ
ら
れ
た
の
で
そ
れ
な
り
に

面
白
か
っ
た
で
す
（
読
む
の
は
大
変
で
し
た
が
）。

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
筑
波
大
学
付
属
図
書
館
の

ペ
ー
ジ
で
「
本
学
所
蔵
」
の
カ
テ
ゴ
リ
に
あ
り
ま

す
の
で
、
是
非
一
度
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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創成の

―
―
―
小
西
さ
ん
は
筑
波

大
学
の
図
書
館
情
報
メ

デ
ィ
ア
研
究
科
へ
進
学
予

定
だ
そ
う
で
す
ね
。
ど
う

し
て
そ
の
大
学
院
を
選
ん

だ
で
し
ょ
う
か
。

今
い
る
研
究
室
が
単

純
に
今
居
心
地
が
悪
く
な

い
と
い
う
の
と
、
自
分
は

就
職
す
る
予
定
で
大
学
院

に
行
く
つ
も
り
な
ん
で
研

究
科
に
こ
だ
わ
ら
ず
選
び

ま
し
た
。
無
駄
な
こ
と
に

労
力
を
か
け
た
く
な
い
か

ら
ス
ト
レ
ー
ト
に
行
く
感

じ
で
す
ね
。

―
―
―
研
究
な
ど
を
大
学
院
で
継
続
し
て
や
っ
て

い
こ
う
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
？

特
別
な
受
験
勉
強
と
か
に
力
を
注
ぐ
の
が
嫌

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
受
験
勉
強
な
ん
か
は
基
本
的

に
無
駄
な
こ
と
だ
と
僕
は
思
っ
て
る
ん
で
。
図
書

館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
は
試
験
内
容
が
プ
レ
ゼ

ン
の
み
で
僕
は
プ
レ
ゼ
ン
が
得
意
だ
か
ら
楽
だ
っ

て
い
う
の
と
、
四
年
生
で
研
究
室
に
行
く
じ
ゃ
な

い
で
す
か
、
そ
の
と
き
に
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア

研
究
科
か
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
研
究
科
の
す
べ
て

の
研
究
室
か
ら
選
べ
ま
す
よ
ね
。
シ
ス
テ
ム
情
報

科
学
研
究
科
に
は
僕
に
と
っ
て
魅
力
的
な
先
生
が

あ
ま
り
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
っ
ち
に
進
む
の
は

な
く
な
り
ま
し
た
。

あ
と
他
の
大
学
の
大
学
院
を
検
討
す
る
っ
て

い
う
の
は
、
そ
れ
こ
そ
め
ん
ど
く
さ
か
っ
た
ん
で

す
よ
。
僕
は
研
究
室
を
選
ぶ
と
い
う
時
点
で
め
ん

ど
く
さ
い
と
感
じ
て
い
て
、
大
学
の
中
に
い
る
か

ら
そ
れ
な
り
に
研
究
室
の
評
判
は
入
っ
て
く
る
ん

で
す
け
ど
、
直
接
聞
き
に
行
っ
た
り
調
べ
た
り
し

な
い
と
そ
の
研
究
室
が
良
い
か
悪
い
か
を
判
断
す

る
の
は
難
し
い
。
そ
れ
を
他
の
大
学
に
ま
で
伸
い

く
っ
て
い
う
の
を
考
え
る
と
、
僕
的
に
は
ゾ
ッ
と

す
る
ん
で
。
も
う
一
つ
は
筑
波
大
学
内
で
大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
と
い
う
の
を
や
っ
て
る
ん
で
そ
れ
を

続
け
た
い
っ
て
い
う
。

―
―
―
就
職
を
前
提
に
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

す
ね
。

そ
う
で
す
ね
、
僕
は
修
士
以
降
、
博
士
に
行

く
つ
も
り
は
な
い
ん
で
。
院
に
行
く
の
は
単
純
に

世
間
の
流
れ
か
ら
選
ん
だ
っ
て
い
う
の
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
ね
。
僕
は
知
識
欲
に
飢
え
て
い
る
ん

で
、
大
学
に
い
よ
う
が
会
社
に
い
よ
う
が
自
分
の

学
べ
る
知
識
の
量
は
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

二
年
間
で
は
。
た
だ
学
士
で
入
れ
る
企
業
の
数
と

修
士
の
入
れ
る
企
業
の
数
は
全
然
違
う
の
で
、
院

に
は
行
っ
と
こ
う
か
な
と
。

―
―
―
先
ほ
ど
起
業
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

具
体
的
に
は
ど
ん
な
ふ
う
に
始
ま
っ
た
ん
で
す
か
？

僕
は
社
長
じ
ゃ
な
い
ん
で
起
業
し
た
い
と

思
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
僕
が

m
ixi

か
な
ん
か
で
A
C
で
筑
波
入
っ
た
み
た
い

な
こ
と
書
い
て
た
ら
の
ち
に
起
業
し
て
社
長
と
な

る
小
野
さ
ん
が
見
つ
け
て
、
オ
フ
会
み
た
い
な
感

じ
で
会
っ
た
と
き
に
、
面
白
そ
う
だ
か
ら
手
伝
っ

て
み
る
？
み
た
い
な
感
じ
で
。
高
校
ま
で
と
違
っ

て
、
大
学
入
っ
て
か
ら
っ
て
自
分
の
好
き
な
こ
と

が
で
き
る
幅
が
広
が
り
ま
す
よ
ね
。
広
が
っ
た
と

こ
ろ
で
そ
れ
が
ボ
ン
と
舞
い
込
ん
で
き
て
、
自
分

の
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
手
伝
い
と
、

学
園
祭
の
生
中
継
っ
て
い
う
の
に
入
っ
た
ん
で
す

け
ど
そ
れ
を
一
年
間
パ
ラ
レ
ル
で
続
け
て
そ
れ
ぞ

れ
で
わ
り
と
知
識
だ
と
か
技
術
と
か
が
溜
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。
二
年
の
終
わ
り
ご
ろ
に
な
る
と
、

う
ち
ら
が
知
識
あ
る
っ
て
い
う
の
が
周
り
の
人
た

ち
も
知
っ
て
く
る
ん
で
仕
事
を
頼
ん
で
く
る
ん
で

す
よ
。
た
だ
基
本
的
に
頼
ん
で
く
る
の
は
大
学
の

知
り
合
い
の
人
た
ち
な
ん
で
、
大
学
の
お
金
で
仕

事
を
頼
ん
で
く
る
ん
で
す
け
ど
ど
う
し
て
も
割
に

合
わ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。。
頼
ん
で
く
る
先
生
方

や
図
書
館
の
方
は
も
っ
と
払
い
た
い
け
ど
払
え
な

い
。
会
社
だ
と
も
っ
と
貰
え
る
の
で
、
せ
っ
か
く

だ
か
ら
起
業
す
る
か
と
い
う
。

―
―
―
一
年
生
か
ら
特
殊
な
過
ご
し
方
を
さ
れ
て

き
た
と
思
う
の
で
す
が
、ど
の
よ
う
に
四
年
間
生
活

し
て
い
ま
し
た
か
？

　
僕
は
A
C
で
入
っ
た
の
で
一
年
が
一
番
大
変

だ
っ
た
ん
で
す
よ
。英
語
と
数
学
が
あ
る
で
し
ょ
。

僕
こ
の
大
学
に
評
定
３
．
０
で
入
っ
て
き
た
ん
で

す
。
こ
の
大
学
に
入
っ
て
こ
れ
る
人
っ
て
評
定
４

以
上
は
あ
る
で
し
ょ
？
で
、
僕
パ
ソ
コ
ン
ば
っ
か

り
や
っ
て
た
ん
で
高
校
三
年
生
の
時
に
数
C
の

単
位
落
と
し
た
ん
で
す
ね
。
数
Ⅲ
も
テ
ス
ト
は
０

点
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
行
列
の
行
も
分
か
ら
な
い

う
ち
に
、
い
き
な
り
解
析
や
線
形
代
数
が
始
ま
っ

た
ん
で
す
ね
。
積
分
す
ら
わ
か
ら
な
い
の
に
重

積
分
が
始
ま
る
わ
け
で
す
よ
（
笑
）。
で
も
大
学

入
っ
て
く
る
と
な
ん
で
数
学
が
必
要
な
の
か
と
か

わ
か
っ
て
く
る
ん
で
、
授
業
と
自
分
の
た
め
に

数
学
と
か
は
勉
強
し
て
。
レ
ポ
ー
ト
や
ら
授
業
の

予
習
や
ら
で
一
年
生
は
忙
し
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
二
年
生
か
ら
は
、
基
礎
科
目
が
終
わ
っ

て
パ
ソ
コ
ン
系
の
授
業
が
増
え
ま
す
よ
ね
。
逆
に
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僕
は
そ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
か
余
裕
な
ん
で
す

よ
。
授
業
も
そ
ん
な
に
登
録
し
な
か
っ
た
の
で
、

二
年
生
の
と
き
は
す
ご
く
楽
で
し
た
。
三
年
生
で

は
起
業
し
た
の
と
、
二
年
で
取
っ
て
な
い
単
位
の

回
収
な
ど
。
四
年
生
は
三
年
生
で
巻
き
返
せ
な

か
っ
た
授
業
を
ち
ょ
っ
と
い
れ
つ
つ
、
会
社
と
研

究
は
半
々
で
や
っ
て
ま
し
た
ね
。
な
ん
だ
か
ん
だ

で
会
社
で
や
っ
て
る
こ
と
も
請
負
ば
っ
か
じ
ゃ
な

く
て
、
そ
れ
な
り
に
研
究
開
発
み
た
い
な
こ
と
も

や
っ
て
る
ん
で
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
ね
。
研
究
室

の
中
だ
と
論
文
を
書
く
た
め
に
や
っ
て
る
ん
で
す

よ
。
僕
が
感
じ
た
こ
と
と
し
て
は
、
論
文
が
出
来

上
が
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
内
容
で
研

究
を
進
め
て
い
く
ん
で
す
よ
。
た
だ
企
業
で
研
究

開
発
を
や
る
と
き
は
、
成
功
し
な
い
と
い
け
な
ん

で
わ
り
と
実
践
的
に
な
っ
て
。
あ
と
や
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
消
費
者
と
か
実
際
に
使
っ
た
人
か
ら
レ

ス
ポ
ン
ス
が
帰
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。
論
文
と
か
も

あ
る
程
度
帰
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
や

は
り
達
成
感
が
違
い
ま
す
よ
ね
。

―
―
―
長
期
休
暇
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま

し
た
か
？

　
長
期
休
暇
ぐ
ら
い
は
家
族
に
会
い
に
実
家
に

帰
っ
て
ま
し
た
。
あ
と
や
っ
ぱ
り
普
段
か
ら
長
期

休
暇
に
何
し
よ
う
っ
て
考
え
て
て
、
や
る
こ
と
を

長
期
休
暇
用
に
積
ん
で
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を

消
化
す
る
の
に
精
い
っ
ぱ
い
っ
て
い
う
感
じ
か

な
。
夏
休
み
と
か
せ
っ
か
く
長
期
休
暇
に
入
っ
た

ん
だ
か
ら
、何
か
新
し
い
事
を
始
め
て
み
る
と
か
、

普
通
の
と
き
に
サ
ー
バ
ー
と
か
を
何
台
か
買
っ
て

お
い
て
そ
れ
を
い
じ
り
だ
す
の
は
長
期
休
暇
に

入
っ
て
か
ら
、
と
い
う
よ
う
な
。
た
だ
あ
ん
ま
り

授
業
に
行
っ
て
な
か
っ
た
僕
と
し
て
は
、
頭
の
中

で
「
長
期
休
暇
だ
し
」
と
い
う
の
は
あ
る
ん
だ
け

ど
過
ご
し
方
は
普
段
と
あ
ん
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ

た
か
な
。

―
―
―
大
学
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
？

　
高
校
と
違
っ
て
す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
た
の

は
、
周
り
に
わ
か
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
っ
て
こ

と
で
す
か
ね
。
先
生
た
ち
が
授
業
で
言
っ
て
る
こ

と
っ
て
、Google
に
載
っ
て
る
よ
う
な
こ
と
し

か
言
っ
て
く
れ
な
い
ん
で
す
よ
。
な
の
で
僕
は
あ

ま
り
魅
力
的
に
感
じ
な
か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、

自
分
で
な
ん
か
や
っ
て
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
と
き
す
ぐ
聞
け
る
人
が
い
た
り
聞
け
る
先

生
が
い
る
っ
て
い
う
の
は
い
い
な
ー
と
思
っ
て
。

お
か
げ
で
、
高
校
の
と
き
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し

て
た
頃
に
比
べ
る
と
、
す
ご
い
勢
い
で
伸
び
た

な
っ
て
い
う
の
は
あ
り
ま
す
。

―
―
―
後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
大
学
に
入
っ
て
最
初
に
図
書
館
の
よ
う
な
利
用

可
能
な
資
源
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
説
明
が
あ
る
と

思
う
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
を
最
大
限
に
有
効
活
用
し

た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。
図
書
館
と
か

端
末
と
か
特
に
※
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
か
。
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
今
し
か
読
め
な
い
と
思
う
ん
で
す

よ
。
卒
業
し
て
企
業
に
入
っ
ち
ゃ
う
と
ほ
と
ん
ど

読
め
な
く
な
る
だ
ろ
う
し
、
研
究
室
入
る
と
き
も

論
文
読
ん
で
る
か
読
ん
で
な
い
か
で
全
然
変
わ
っ

て
く
る
と
思
う
。
あ
と
優
秀
な
先
生
と
か
は
授
業

の
際
に
こ
う
い
う
文
献
を
読
ん
だ
ほ
う
が
い
い

よ
っ
て
あ
げ
て
く
れ
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
そ
う

い
う
の
は
ち
ゃ
ん
と
読
ん
で
お
く
と
い
う
の
と
、

学
術
的
な
論
文
と
か
文
献
っ
て
言
う
の
は
ち
ゃ
ん

と
参
照
が
あ
る
ん
で
す
よ
、
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
が
。

Google

で
検
索
す
る
み
た
い
に
何
も
な
い
と
こ

ろ
か
ら
探
し
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
一
個
ヒ
ン

ト
を
得
る
と
バ
ー
っ
と
参
照
の
糸
を
辿
れ
て
、
い

く
ら
で
も
い
い
情
報
が
見
れ
る
ん
で
す
よ
。
こ
の

参
照
の
糸
を
た
ど
っ
て
い
く
と
外
れ
っ
て
ほ
と
ん

ど
な
い
ん
で
、
す
ご
く
有
益
な
情
報
が
ま
と
め
て

手
に
入
る
ん
で
す
。
図
書
館
が
契
約
し
て
い
る
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
他
の
分
野
の
も
全
部
読
め
る
ん

で
、
あ
る
意
味
宝
の
山
だ
か
ら
見
れ
る
う
ち
に
見

た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
後
半
に
な
っ

て
他
学
類
の
友
達
が
で
き
て
き
て
い
ろ
い
ろ
話
せ

る
の
は
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
普
段
疑
問
に

思
っ
て
る
こ
と
全
部
答
え
て
、
正
確
な
情
報
で
教

え
て
く
れ
る
っ
て
い
う
の
は
う
れ
し
い
な
と
か
。

こ
ん
な
ふ
う
に
筑
波
大
学
の
い
い
所
を
見
つ
け

て
、
大
学
の
資
源
を
有
効
活
用
す
る
の
は
す
ご
く

い
い
と
は
思
い
ま
す
。
大
学
は
知
識
を
増
や
す
に

は
最
適
な
場
所
で
す
。

―
―
―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

▼
編
集
部
よ
り

　
図
書
館
で
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
使
っ
て
み
る

と
、
見
つ
か
っ
た
論
文
の
ほ
と
ん
ど
が
英
語
で
し

た
。
し
か
し
検
索
機
能
の
お
か
げ
で
、
興
味
の
あ

る
分
野
に
絞
っ
て
調
べ
ら
れ
た
の
で
そ
れ
な
り
に

面
白
か
っ
た
で
す
（
読
む
の
は
大
変
で
し
た
が
）。

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
筑
波
大
学
付
属
図
書
館
の

ペ
ー
ジ
で
「
本
学
所
蔵
」
の
カ
テ
ゴ
リ
に
あ
り
ま

す
の
で
、
是
非
一
度
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※電子ジャーナル……電子的形態をとっている雑誌。学術誌が多い。複数人の同時利用や、キーワード検索が可能である。
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進路特集 !!!
～落合 陽一さん～

―
―
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
落
合
さ
ん
は
東

京
大
学
の
大
学
院
に
進
学

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
そ
の
理
由
は
な
ん
で

す
か
？

　
東
京
大
学
の
大
学
院
に

進
も
う
と
は
思
っ
て
い
な

く
て
、
入
り
た
い
研
究
室

が
あ
っ
た
の
で
。
暦
本

研
っ
て
所
な
ん
で
す
け

ど
。
博
士
課
程
ま
で
進
も

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
創
成
で
の
四
年
間
を
振
り
返
っ
て
お
願
い
し
ま

す
。

　
創
成
に
入
っ
た
の
は
す
ご
く
偶
然
で
。
前
期
課

程
で
落
ち
て
、
ド
コ
に
願
書
だ
そ
う
か
と
い
う
時

に
鉛
筆
転
が
し
た
ら
こ
こ
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。

ホ
ン
ト
は
地
球
か
物
理
に
興
味
あ
っ
た
ん
で
す

が
、人
生
は
ル
ー
レ
ッ
ト
で
決
め
る
べ
き
か
な
と
。

合
格
が
決
ま
っ
た
三
月
は
暇
だ
っ
た
の
で
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
勉
強
で
も
し
と
く
か
と
ニ
ュ
ー
ラ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
勉
強
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
三

月
っ
て
暇
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら
ず
っ
と
勉

強
で
き
る
ん
で
す
ね
。
春
休
み
は
そ
ん
な
ん
で
家

に
い
た
か
ら
筑
波
に
は
一
回
も
行
か
な
か
っ
た
。

―
―
パ
ソ
コ
ン
を
い
じ
り
始
め
た
の
は
こ
こ
か
ら
？

　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
を
使
っ
て
音
楽
作
っ
た
り
は

し
て
た
け
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ん
か
は
全

く
や
っ
た
こ
と
が
無
か
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ぐ
ら
い
は
使
っ
て
た
け
ど
。
こ
ん
な
感
じ
で

２
０
０
７
年
三
月
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
す
。
四
月

は
入
学
式
が
あ
ん
ま
り
お
も
し
ろ
く
な
か
っ
た
ん

で
途
中
で
帰
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
サ
ー
ク
ル
の

勧
誘
を
受
け
て
な
か
っ
た
ん
で
完
全
に
出
遅
れ
て

し
ま
っ
た
わ
け
で
す
（
笑
）
そ
の
頃
は
も
う
本
を

読
み
ま
く
っ
て
『
凡
人
に
出
来
る
の
は
日
々
努
力

の
み
、
そ
れ
さ
え
せ
ぬ
は
た
だ
の
産
業
廃
棄
物
』

な
ん
て
文
言
が
家
の
机
に
書
い
て
あ
っ
た
り
し
ま

し
た
。
そ
の
こ
ろ
産
業
廃
棄
物
音
楽
っ
て
言
葉
が

自
分
の
中
で
流
行
っ
て
た
ん
で
。
あ
と
は
数
学
。

螺
旋
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
よ
く
数
学
科
に
遊
び

に
行
っ
て
ま
し
た
。
あ
と
、
ラ
ジ
コ
ン
で
遊
ん
で

て
速
度
を
上
げ
る
た
め
に
電
子
工
作
を
始
め
た
。

―
―
え
、そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
電
子
工
作
を
始
め
た

ん
で
す
か
？

　
う
ん
、
そ
れ
ま
で
半
田
ご
て
握
っ
た
こ
と
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
い
き
な
り
回
路
を
見
て
…
…

持
っ
て
る
知
識
で
で
き
る
か
な
と
。
こ
の
時
フ
ォ

ト
シ
ョ
ッ
プ
で
遊
ん
で
た
。
あ
と
メ
デ
ィ
ア
地
蔵

か
な
…
…
。
キ
ュ
ー
ト
の
上
に
あ
る
ん
だ
よ
。

―
―
初
耳
な
の
で
す
が
…
…
。勝
手
に
作
っ
た
り
し

て
ま
せ
ん
か
？

　
い
や
、
あ
る
ん
だ
よ
。
実
は
。
ホ
ロ
グ
ラ
ム
だ

け
で
出
来
て
い
る
地
蔵
が
あ
っ
て
。
そ
れ
が
メ

デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
の
出
会
い
で
す
ね
。

―
―
な
る
ほ
ど
、当
時
は
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
地
蔵

な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
。

　
い
や
今
で
も
あ
り
ま
す
よ
。
あ
れ
、
西
武
だ
っ

た
か
な
。
ま
あ
い
い
や
、
と
に
か
く
あ
の
当
た
り

の
空
間
に
、
メ
デ
ィ
ア
地
蔵
は
あ
る
（
断
言
）。

み
ん
な
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど
ね
。
こ
の
こ
ろ
は
も

うU
N

IX

使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
し
た
。
覚
え

た
電
子
工
作
で
ギ
タ
ー
の
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
を
自
作

し
た
り
し
た
。
こ
れ
で
ア
ナ
ロ
グ
回
路
を
覚
え
ま

し
た
。中
々
い
い
音
で
今
で
も
使
っ
て
ま
す
。ボ
ー

イ
ズ
ビ
ー
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
っ
て
の
を
よ
く

言
っ
て
ま
し
た
。
で
こ
の
こ
ろ
寺
山
修
司
の
『
例

え
世
界
の
終
り
が
明
日
だ
と
し
て
も
種
を
撒
く
こ

と
が
で
き
る
か
』
っ
て
言
葉
に
ガ
ー
ン
と
し
て
、

モ
ノ
づ
く
り
っ
て
の
は
ど
う
い
う
事
な
ん
だ
ろ

う
っ
て
こ
と
を
考
え
て
い
た
わ
け
で
す
よ
。

―
―
大
学
生
ら
し
い
悩
み
に
ハ
マ
っ
た
わ
け
で
す
か
。

　
で
も
こ
の
悩
み
は
六
月
に
克
服
さ
れ
る
ん
で

す
。
ル
イ
ア
ラ
ゴ
ン
の
『
天
才
の
資
質
と
は
愚
か

な
者
た
ち
に
二
十
年
後
の
考
え
を
提
供
す
る
こ
と

で
あ
る
』
っ
て
言
葉
を
目
に
し
て
、
明
日
世
界
が

終
わ
る
と
し
て
も
世
界
が
終
わ
ら
な
い
二
十
年
後

の
た
め
に
何
か
を
し
よ
う
と
。
そ
う
考
え
て
憂
鬱

は
克
服
し
ま
し
た
。
で
こ
の
後
に
サ
ー
ク
ル
の
ロ

ゴ
と
か
の
デ
ザ
イ
ン
と
か
作
っ
て
ま
し
た
。
実
は

こ
の
頃
、ゲ
ー
ム
も
作
っ
て
た
ん
で
す
。同
人
ゲ
ー

ム
。
コ
ミ
ケ
で
売
る
よ
う
な
。
で
そ
れ
で
効
果
音

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
っ
て
…
…
効
果

音
っ
て
す
ご
く
ケ
ミ
カ
ル
な
ん
で
す
ね
。

―
―
ケ
ミ
カ
ル
な
ん
で
す
か
！

　
足
音
に
サ
イ
ン
波
を
掛
け
て
さ
ら
に
フ
ィ
ル
タ

を
通
し
て
と
い
っ
た
感
じ
で
極
め
て
料
理
に
近

い
。
で
、
効
果
音
を
つ
く
り
続
け
て
た
。
で
丁
度

そ
の
こ
ろ
数
学
科
の
仲
よ
か
っ
た
先
生
が
逮
捕
さ

創成の
れ
て
居
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
…
…
そ
こ
で
数
学
か

ら
縁
が
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。」

―
―
逮
捕
っ
て
…
。

　
痴
漢
で
捕
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
学
は
あ

ま
り
や
っ
て
ま
せ
ん
。
七
月
に
入
っ
て
、
親
の
つ

て
関
係
で
と
あ
る
出
版
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
あ
イ
ン
タ
ー
ン
で
す
ね
。

一
年
生
の
う
ち
に
や
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
が
い

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
企
業
で
モ
ノ
を
作
る
っ

て
の
は
回
遊
魚
み
た
い
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
一

定
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
て
モ
ノ
を
作
っ
て
い

く
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
知
っ
た
の
で
『
あ
、
も
う

就
職
す
る
の
は
や
め
よ
う
』
と
。
一
週
間
週
刊
誌

を
作
っ
て
仕
事
を
終
え
て
も
ま
た
次
の
週
刊
誌
が

来
る
。
週
刊
誌
だ
っ
た
か
ら
早
め
に
気
が
つ
け
た

の
は
良
か
っ
た
で
す
。
企
業
で
モ
ノ
を
作
る
と
結

局
サ
イ
ク
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

言
う
事
を
思
っ
て
…
…
。
で
ゲ
ー
ム
作
っ
て
コ
ミ

ケ
で
売
っ
て
た
ん
で
す
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
っ

て
み
て
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
働
く
の
も
や
だ

な
ー
と
。
で
こ
の
こ
ろ
宇
宙
に
興
味
を
持
ち
始
め

た
ん
で
す
ね
。
で
、
こ
の
頃
読
ん
で
い
た
の
が
星

の
王
子
さ
ま
と
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
で
す
ね
。

―
―
大
人
に
な
り
た
く
な
い
感
じ
全
開
で
す
ね
。

　
こ
の
こ
ろ
会
社
で
色
々
と
働
き
な
が
ら
覚
え
た

の
で
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
は
か
な
り
使
え
る
よ
う
に

て
や
っ
た
感
じ
で
す
。
こ
の
頃m

ax

／m
sp

っ

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
で
音
楽
が
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
絵
が
か
け
て
、音
楽
、

映
像
が
作
れ
て
、
電
子
機
器
を
制
御
で
き
る
。
と

な
る
と
大
抵
の
事
は
で
き
る
。
だ
か
ら
僕
は
一
年

の
間
に
基
礎
を
作
っ
て
残
り
の
時
間
を
全
て
作
品

作
り
に
費
や
し
て
た
。
三
年
間
が
使
え
た
の
は
非

常
に
重
要
で
す
。
三
年
が
終
わ
っ
て
か
ら
モ
ノ
作

り
始
め
る
よ
り
時
間
が
あ
っ
た
ん
で
。
二
年
以
降

に
つ
い
て
は
雑
誌
作
っ
た
り
、
電
子
工
作
し
た
り

し
て
ま
し
た
。
三
年
生
に
な
っ
た
ら
未
踏
や
っ
た

り
と
か
四
年
に
な
っ
た
ら
論
文
書
い
た
り
と
か
と

に
か
く
モ
ノ
を
作
り
続
け
た
。
今
話
し
た
一
年
生

の
流
れ
は
僕
に
と
っ
て
需
要
で
し
た
。
受
験
が
終

わ
っ
た
三
月
が
一
番
暇
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う

い
う
時
に
は
一
見
関
係
な
さ
そ
う
な
こ
と
を
や
っ

て
み
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
四
月
で
も
い
い

で
す
が
。
僕
四
月
に
結
構
色
々
と
し
て
ま
し
た
か

ら
。
新
歓
サ
ボ
っ
て
途
中
で
帰
っ
ち
ゃ
っ
た
の
も

あ
る
ん
だ
け
ど（
笑
）四
月
、五
月
が
勝
負
で
し
た
。

い
ろ
ん
な
場
所
に
手
を
出
し
て
向
い
て
る
部
分
を

模
索
す
る
っ
て
の
が
。
勉
強
の
仕
方
っ
て
色
々
あ

り
ま
す
け
ど
、
僕
は
受
験
戦
士
だ
っ
た
の
で
受
験

の
勉
強
の
仕
方
は
で
き
た
。
で
も
そ
れ
だ
け
じ
ゃ

駄
目
な
の
で
、
四
月
ぐ
ら
い
に
勉
強
の
仕
方
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
受
験
期
に
、
学

習
指
導
要
領
を
読
ん
で
先
生
の
気
分
に
な
っ
て
勉

強
し
て
み
た
ら
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
。
そ

う
い
う
感
じ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
な
ん
で
も
覚
え

る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
本
は
同
時
に
四
冊
ぐ

な
っ
て
ま
し
た
。
で
九
月
で
す
ね
。
僕
そ
の
時
に

二
十
歳
に
な
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
大
抵
の
こ
と
は

や
っ
て
お
き
た
か
っ
た
。
白
神
山
地
に
籠
も
っ
て

み
た
り
と
か
。
で
九
月
に
二
学
期
が
始
ま
っ
て
季

理
さ
ん
っ
て
人
に
会
っ
て
、
最
初
僕
は
ク
リ
エ
ー

タ
ー
っ
て
ニ
ー
ト
だ
と
思
っ
て
た
ん
で
す
が
、
好

き
か
っ
て
な
こ
と
を
し
て
生
産
性
が
な
い
人
間
だ

と
思
っ
て
た
わ
け
で
、
で
も
授
業
の
方
針
で
懐
柔

さ
れ
で
す
ね
、
気
が
つ
い
た
ら
ク
リ
エ
ー
タ
ー
す

げ
え
！
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
だ
ぜ
！
っ
て
み
た
い
に

な
っ
て
ま
し
た
。
う
ま
く
罠
に
ハ
メ
ら
れ
た
か
な

と
。
一
月
頃
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
か
な
り
出
来
る

様
に
な
っ
て
た
。
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
で

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
志
向
を
学
ん
だ
ん
で
す
よ
。
オ
ブ

ジ
ェ
ク
ト
志
向
を
学
べ
ばJAVA

もC

＋
＋
も
と

り
あ
え
ず
か
け
る
よ
う
に
成
り
ま
す
か
ら
。
フ
ォ

ト
シ
ョ
ッ
プ
も
か
な
り
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
た

の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
出
来
な
い
の
は
面
白

く
な
か
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
絵
を
描

く
っ
て
の
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
く
人
に
は
勝
て
な
い

ん
で
す
よ
。
こ
ん
な
に
簡
単
に
も
の
が
作
れ
る
な

ら
ア
ド
ビ
し
か
勝
た
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。

で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
た
ん
で
す
。

―
―
ど
れ
く
ら
い
勉
強
し
た
ん
で
す
か
？

　
７
２
０
時
間
ぐ
ら
い
。
2
4
時
間
×
３
０
日

よ
り
は
長
い
か
な
。
大
抵
歩
き
な
が
ら
本
を
読
ん

で
る
。
本
を
読
む
の
が
早
い
ん
で
す
。
四
十
五
分

あ
れ
ば
読
め
る
ん
で
三
回
は
読
み
ま
す
。

―
―
三
回
読
む
ん
で
す
か
？

　
三
回
読
む
と
大
体
原
稿
用
紙
一
枚
分
ぐ
ら
い
に

要
訳
で
き
る
の
で
。
話
を
元
に
戻
し
て
、
二
月
に

は
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
っ
て
の
に
行
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を
知
り
ま
し
た
。
三
月
に

料
理
と
音
楽
と
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
を
混
ぜ
る
と

楽
し
い
と
言
う
事
に
気
が
つ
い
て
そ
こ
か
ら
も
う

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
で
す
ね
。
こ
の
こ
ろ
ゲ
イ
ナ
ー

を
覚
え
た
の
で
こ
れ
で
僕
の
ス
キ
ル
は
ほ
ぼ
完
成

と
言
う
感
じ
で
す
ね
。
電
子
工
作
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
デ
ザ
イ
ン
も
出
来

る
し
、
大
体
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
で
き
る
こ

と
は
大
抵
出
来
る
よ
う
に
成
り
ま
し
た
。
残
り
の

三
年
間
で
熟
練
度
を
上
げ
て
行
っ
た
よ
う
な
感
じ

で
す
。
一
年
生
の
う
ち
は
手
を
出
せ
る
も
の
は
全

8
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れ
て
居
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
…
…
そ
こ
で
数
学
か

ら
縁
が
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。」

―
―
逮
捕
っ
て
…
。

　
痴
漢
で
捕
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
学
は
あ

ま
り
や
っ
て
ま
せ
ん
。
七
月
に
入
っ
て
、
親
の
つ

て
関
係
で
と
あ
る
出
版
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
あ
イ
ン
タ
ー
ン
で
す
ね
。

一
年
生
の
う
ち
に
や
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
が
い

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
企
業
で
モ
ノ
を
作
る
っ

て
の
は
回
遊
魚
み
た
い
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
一

定
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
て
モ
ノ
を
作
っ
て
い

く
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
知
っ
た
の
で
『
あ
、
も
う

就
職
す
る
の
は
や
め
よ
う
』
と
。
一
週
間
週
刊
誌

を
作
っ
て
仕
事
を
終
え
て
も
ま
た
次
の
週
刊
誌
が

来
る
。
週
刊
誌
だ
っ
た
か
ら
早
め
に
気
が
つ
け
た

の
は
良
か
っ
た
で
す
。
企
業
で
モ
ノ
を
作
る
と
結

局
サ
イ
ク
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

言
う
事
を
思
っ
て
…
…
。
で
ゲ
ー
ム
作
っ
て
コ
ミ

ケ
で
売
っ
て
た
ん
で
す
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
っ

て
み
て
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
働
く
の
も
や
だ

な
ー
と
。
で
こ
の
こ
ろ
宇
宙
に
興
味
を
持
ち
始
め

た
ん
で
す
ね
。
で
、
こ
の
頃
読
ん
で
い
た
の
が
星

の
王
子
さ
ま
と
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
で
す
ね
。

―
―
大
人
に
な
り
た
く
な
い
感
じ
全
開
で
す
ね
。

　
こ
の
こ
ろ
会
社
で
色
々
と
働
き
な
が
ら
覚
え
た

の
で
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
は
か
な
り
使
え
る
よ
う
に

て
や
っ
た
感
じ
で
す
。
こ
の
頃m

ax

／m
sp

っ

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
で
音
楽
が
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
絵
が
か
け
て
、音
楽
、

映
像
が
作
れ
て
、
電
子
機
器
を
制
御
で
き
る
。
と

な
る
と
大
抵
の
事
は
で
き
る
。
だ
か
ら
僕
は
一
年

の
間
に
基
礎
を
作
っ
て
残
り
の
時
間
を
全
て
作
品

作
り
に
費
や
し
て
た
。
三
年
間
が
使
え
た
の
は
非

常
に
重
要
で
す
。
三
年
が
終
わ
っ
て
か
ら
モ
ノ
作

り
始
め
る
よ
り
時
間
が
あ
っ
た
ん
で
。
二
年
以
降

に
つ
い
て
は
雑
誌
作
っ
た
り
、
電
子
工
作
し
た
り

し
て
ま
し
た
。
三
年
生
に
な
っ
た
ら
未
踏
や
っ
た

り
と
か
四
年
に
な
っ
た
ら
論
文
書
い
た
り
と
か
と

に
か
く
モ
ノ
を
作
り
続
け
た
。
今
話
し
た
一
年
生

の
流
れ
は
僕
に
と
っ
て
需
要
で
し
た
。
受
験
が
終

わ
っ
た
三
月
が
一
番
暇
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う

い
う
時
に
は
一
見
関
係
な
さ
そ
う
な
こ
と
を
や
っ

て
み
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
四
月
で
も
い
い

で
す
が
。
僕
四
月
に
結
構
色
々
と
し
て
ま
し
た
か

ら
。
新
歓
サ
ボ
っ
て
途
中
で
帰
っ
ち
ゃ
っ
た
の
も

あ
る
ん
だ
け
ど（
笑
）四
月
、五
月
が
勝
負
で
し
た
。

い
ろ
ん
な
場
所
に
手
を
出
し
て
向
い
て
る
部
分
を

模
索
す
る
っ
て
の
が
。
勉
強
の
仕
方
っ
て
色
々
あ

り
ま
す
け
ど
、
僕
は
受
験
戦
士
だ
っ
た
の
で
受
験

の
勉
強
の
仕
方
は
で
き
た
。
で
も
そ
れ
だ
け
じ
ゃ

駄
目
な
の
で
、
四
月
ぐ
ら
い
に
勉
強
の
仕
方
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
受
験
期
に
、
学

習
指
導
要
領
を
読
ん
で
先
生
の
気
分
に
な
っ
て
勉

強
し
て
み
た
ら
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
。
そ

う
い
う
感
じ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
な
ん
で
も
覚
え

る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
本
は
同
時
に
四
冊
ぐ

な
っ
て
ま
し
た
。
で
九
月
で
す
ね
。
僕
そ
の
時
に

二
十
歳
に
な
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
大
抵
の
こ
と
は

や
っ
て
お
き
た
か
っ
た
。
白
神
山
地
に
籠
も
っ
て

み
た
り
と
か
。
で
九
月
に
二
学
期
が
始
ま
っ
て
季

理
さ
ん
っ
て
人
に
会
っ
て
、
最
初
僕
は
ク
リ
エ
ー

タ
ー
っ
て
ニ
ー
ト
だ
と
思
っ
て
た
ん
で
す
が
、
好

き
か
っ
て
な
こ
と
を
し
て
生
産
性
が
な
い
人
間
だ

と
思
っ
て
た
わ
け
で
、
で
も
授
業
の
方
針
で
懐
柔

さ
れ
で
す
ね
、
気
が
つ
い
た
ら
ク
リ
エ
ー
タ
ー
す

げ
え
！
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
だ
ぜ
！
っ
て
み
た
い
に

な
っ
て
ま
し
た
。
う
ま
く
罠
に
ハ
メ
ら
れ
た
か
な

と
。
一
月
頃
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
か
な
り
出
来
る

様
に
な
っ
て
た
。
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
で

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
志
向
を
学
ん
だ
ん
で
す
よ
。
オ
ブ

ジ
ェ
ク
ト
志
向
を
学
べ
ばJAVA

もC

＋
＋
も
と

り
あ
え
ず
か
け
る
よ
う
に
成
り
ま
す
か
ら
。
フ
ォ

ト
シ
ョ
ッ
プ
も
か
な
り
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
た

の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
出
来
な
い
の
は
面
白

く
な
か
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
絵
を
描

く
っ
て
の
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
く
人
に
は
勝
て
な
い

ん
で
す
よ
。
こ
ん
な
に
簡
単
に
も
の
が
作
れ
る
な

ら
ア
ド
ビ
し
か
勝
た
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。

で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
た
ん
で
す
。

―
―
ど
れ
く
ら
い
勉
強
し
た
ん
で
す
か
？

　
７
２
０
時
間
ぐ
ら
い
。
2
4
時
間
×
３
０
日

よ
り
は
長
い
か
な
。
大
抵
歩
き
な
が
ら
本
を
読
ん

で
る
。
本
を
読
む
の
が
早
い
ん
で
す
。
四
十
五
分

あ
れ
ば
読
め
る
ん
で
三
回
は
読
み
ま
す
。

―
―
三
回
読
む
ん
で
す
か
？

　
三
回
読
む
と
大
体
原
稿
用
紙
一
枚
分
ぐ
ら
い
に

要
訳
で
き
る
の
で
。
話
を
元
に
戻
し
て
、
二
月
に

は
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
っ
て
の
に
行
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を
知
り
ま
し
た
。
三
月
に

料
理
と
音
楽
と
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
を
混
ぜ
る
と

楽
し
い
と
言
う
事
に
気
が
つ
い
て
そ
こ
か
ら
も
う

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
で
す
ね
。
こ
の
こ
ろ
ゲ
イ
ナ
ー

を
覚
え
た
の
で
こ
れ
で
僕
の
ス
キ
ル
は
ほ
ぼ
完
成

と
言
う
感
じ
で
す
ね
。
電
子
工
作
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
デ
ザ
イ
ン
も
出
来

る
し
、
大
体
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
で
き
る
こ

と
は
大
抵
出
来
る
よ
う
に
成
り
ま
し
た
。
残
り
の

三
年
間
で
熟
練
度
を
上
げ
て
行
っ
た
よ
う
な
感
じ

で
す
。
一
年
生
の
う
ち
は
手
を
出
せ
る
も
の
は
全

99
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進路特集 !!!
創成の

田
中
先
生
に
、
創
成
の
卒
業

生
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

し
た
！

―
―
―
卒
業
生
の
進
路
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

　
院
に
よ
っ
て
は
院
試
の
結

果
が
ま
だ
出
て
い
な
か
っ
た

り
、
進
路
状
況
調
査
書
の
正

確
な
デ
ー
タ
は
ま
だ
言
え
な

い
の
で
す
が
、
大
体
六
割
近

く
が
院
に
進
学
す
る
よ
う
で

す
。
就
職
と
進
学
で
半
々
と

考
え
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
。
全
体
の
傾

向
に
関
し
て
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
学
生
の
就
職

先
の
情
報
に
つ
い
て
は
任
意
提
出
の
為
に
知
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
参
考
ま
で
に
お
話
し
ま

す
と
、
創
成
学
類
に
募
集
が
来
る
企
業
で
は
基
本

的
に
技
術
系
、
情
報
技
術
系
が
基
本
で
す
ね
。
そ

の
う
ち
七
、
鉢
割
ぐ
ら
い
が
推
薦
の
依
頼
で
す
。

創
成
へ
の
推
薦
は
か
な
り
大
企
業
と
呼
ば
れ
る
も

の
か
ら
も
来
て
い
る
ん
で
す
よ
。
ま
た
就
職
と

言
っ
て
も
一
般
企
業
で
は
な
く
、
公
務
員
を
選
ん

だ
学
生
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
公
務
員
試
験
を

受
け
る
と
い
う
選
択
肢
も
可
能
で
す
ね
。

―
―
―「
推
薦
の
依
頼
」と
い
う
の
が
来
て
る
ん
で

す
ね
。

　
は
い
、
実
は
去
年
よ
り
募
集
が
多
い
ん
で
す
。

去
年
は
三
十
社
ぐ
ら
い
か
ら
来
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
そ
れ
よ
り
多
い
で
す
ね
。
こ
こ
最
近
は
推

薦
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
依
頼
が
特
に
多
い
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
と
言
う
の
に

は
二
種
類
あ
っ
て
、
一
つ
が
、
推
薦
枠
一
名
な
ど

の
よ
う
に
き
っ
ち
り
指
定
し
て
く
る
も
の
と
、
良

い
学
生
が
い
た
ら
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
程

度
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
後
者
は
希
望
す
れ
ば
誰

で
も
推
薦
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
代
わ
り
絶

対
通
る
と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大
体
５

割
程
度
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。
一
時
面
接

が
省
略
さ
れ
る
ぐ
ら
い
だ
、
と
よ
く
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
普
通
に
成
績
を
と
っ
て
い
れ
ば
大
体
大
丈

夫
か
な
と
い
う
の
が
私
の
印
象
で
す
。

こ
う
い
っ
た
情
報
は
就
職
情
報
の
掲
示
板
に
掲
載

し
て
い
る
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
四
月
か
ら
面
接
な
ど
が
開

始
さ
れ
る
の
で
、
推
薦
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

（
三
年
生
の
）
三
月
に
は
書
類
を
出
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
も
三
月
二
十
日
ぐ
ら
い
に

念
押
し
の
メ
ー
ル
は
一
応
回
し
て
る
ん
で
す
が

…
…
。
五
月
ぐ
ら
い
ま
で
受
付
を
し
て
い
る
会
社

も
あ
る
ん
で
す
が
、
席
は
順
次
埋
ま
っ
て
い
く
の

で
、
早
め
に
提
出
す
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。
成

績
表
な
ど
の
書
類
を
揃
え
る
の
に
も
一
週
間
ぐ
ら

い
掛
か
る
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
ほ
う

が
い
い
で
す
ね
。
当
然
、
推
薦
だ
と
内
定
辞
退
が

出
来
な
い
の
で
、
学
生
さ
ん
は
そ
こ
を
マ
イ
ナ
ス

に
考
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
―
―
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
色
々
な
経
験
を
し
て
い
る
方
が
就
職
に
は
有
利

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
だ
何
だ
っ
て
い
い
ま
す
が
、
経
験
し

て
い
れ
ば
話
す
内
容
は
あ
る
わ
け
で
す
。
た
だ
情

報
系
は
ど
う
し
て
も
眼
に
見
え
る
経
験
っ
て
の
が

出
し
に
く
い
の
で
、
そ
こ
を
気
を
つ
け
た
ほ
う
が

良
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

▼
編
集
部
よ
り

就
職
難
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
の
ご
時
世
に
推

薦
の
依
頼
は
あ
り
が
た
い
話
で
す
。
し
か
し
意
外

と
先
輩
方
に
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
な
の
で

す
ね
。
依
頼
に
来
る
企
業
と
、
学
生
の
望
む
業
界

は
一
致
し
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
推
薦

の
依
頼
に
来
て
い
る
企
業
の
中
に
は
、BtoB
ビ

ジ
ネ
ス
が
メ
イ
ン
な
の
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い

な
い
け
れ
ど
、
実
際
は
か
な
り
の
優
良
企
業
も
あ

る
と
の
こ
と
。
就
活
を
す
る
際
は
、
推
薦
と
い
う

選
択
肢
も
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

取
材
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
先
輩
方
と
田
中

先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先

輩
方
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
を
乗
せ
て
も
よ

い
そ
う
な
の
で
、興
味
の
あ
る
方
は
フ
ォ
ロ
ー
を
。

M
A
S
T
で
は
読
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
感
想

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
メ
ー
ル
で
ど

う
ぞ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。要
望
、記
事
の
ア
イ
デ
ィ

ア
な
ど
も
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。

～田中和世先生～

Twitterアカウント

  小西さん：@koniyan

  落合さん：@ochyai
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環
境
は
あ
ま
り
利
用
し
な
い
で
自
分
で
作
っ
て

し
ま
う
性
質
な
の
で
、
あ
ま
り
重
要
視
は
し
な

か
っ
た
。
た
だ
先
生
は
重
要
で
す
ね
。
ま
よ
っ
た

ら
先
生
に
聞
き
に
行
く
の
が
い
い
。
大
学
は
設
備

じ
ゃ
な
く
人
で
す
か
ら
。
今
ど
う
し
た
ら
い
い
か

解
ら
な
い
か
ら
ど
う
に
か
し
て
く
れ
と
聞
き
に
い

く
と
と
り
あ
え
ず
本
を
数
冊
勧
め
ら
れ
る
わ
け
で

す
。
あ
と
は
本
を
ま
と
め
て
買
っ
て
読
む
と
い
う

こ
と
を
す
れ
ば
。
や
り
た
い
こ
と
が
な
い
の
に
、

ど
う
に
か
し
て
く
れ
っ
て
の
は
無
責
任
な
ん
で
す

よ
。
夢
を
書
い
て
こ
う
い
う
こ
と
を
し
た
い
ん

で
す
が
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
聞
き
に
行
く
と
、

や
っ
て
そ
う
な
先
生
に
メ
ー
ル
を
投
げ
る
と
、
無

理
っ
て
メ
ー
ル
は
絶
対
帰
っ
て
来
な
い
ん
で
。
難

し
い
ん
だ
け
ど
…
…
と
解
決
策
を
考
え
て
く
れ

る
。
〇
〇
の
知
識
が
必
要
だ
と
か
言
わ
れ
れ
ば
そ

の
知
識
を
持
っ
て
い
る
先
生
に
ま
た
聞
き
に
行
け

ば
い
い
。
メ
デ
ィ
ア
創
成
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

い
ん
で
す
け
ど
。

―
―
―
逆
に
や
ら
な
い
方
が
い
い
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

　
サ
ー
ク
ル
に
入
る
の
は
六
月
か
ら
が
い
い
と
思

い
ま
す
。
自
分
を
見
極
め
る
時
間
が
必
要
な
の
で

…
…
。
一
年
生
の
う
ち
に
イ
ン
タ
ー
ン
っ
て
の
は

か
な
り
特
殊
な
環
境
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
社
会
を

早
め
に
知
れ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ン
募
集
に
一
年
生
で
も
応
募
し
て
し
ま
う
っ

て
の
は
手
だ
と
思
い
ま
す
。
う
ま
く
い
け
ば
働
け

ら
い
買
う
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
よ
さ
げ
な
本
、

ダ
メ
そ
う
な
本
、
中
く
ら
い
の
本
、
ぐ
ら
い
で
買

う
と
、
意
外
と
ダ
メ
そ
う
な
本
が
一
番
良
い
と
解

る
時
も
あ
る
。
一
年
生
の
時
は
と
に
か
く
本
を
買

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
お
金
を
か
け
ま
し
た
。

―
―
買
わ
な
く
て
も
図
書
館
っ
て
手
も
あ
り
ま
す

ね
。

　
た
だ
、
け
っ
こ
う
僕
は
本
を
汚
し
ち
ゃ
う
の
で

（
笑
）
ふ
せ
ん
ベ
タ
ベ
タ
貼
り
ま
す
し
。
フ
ォ
ト

シ
ョ
ッ
プ
と
か
は
海
外
の
サ
イ
ト
を
見
た
ほ
う
が

参
考
に
な
る
か
な
。
日
本
の
本
は
海
外
の
サ
イ
ト

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
そ
の
ま
ま
訳
し
た
よ
う

な
内
容
の
が
結
構
あ
る
の
で
。

―
―
メ
デ
ィ
ア
創
成
の
下
の
学
年
の
人
達
に
一
言
。

　『
天
才
の
資
質
と
は
愚
か
な
人
達
に
二
十
年
後

の
考
え
を
教
え
る
こ
と
で
あ
る
』
っ
て
考
え
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
創
成
っ
て
和
製

メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
だ
と
思
う
ん
で
す
。
M
I
T
の
。

自
分
の
感
性
が
完
成
す
る
の
が
ち
ょ
う
ど
大
学
の

時
期
な
の
で
感
性
に
し
た
が
っ
て
や
る
の
が
い

い
。
一
年
生
の
時
に
や
る
こ
と
は
、
数
学
と
友
達

に
な
る
こ
と
と
、
本
を
読
む
習
慣
を
つ
け
る
こ
と

と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
出
来
る
こ
と
は
大
抵
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
く
こ
と
、
こ
れ
だ
け
や
っ
て

お
け
ば
二
年
以
降
楽
し
く
生
き
ら
れ
ま
す
。
初
期

投
資
だ
と
思
っ
て
ソ
フ
ト
買
っ
て
し
ま
う
と
は
か

ど
り
ま
す
ね
。
買
っ
て
し
ま
う
と
や
ら
な
い
と
行

け
な
い
か
ら
。
全
部
と
り
あ
え
ず
使
え
る
よ
う
に

な
れ
ば
違
っ
た
世
界
が
見
え
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
最
初
に
買
っ
て
お
く
と
四
年
間
使
え
ま
す
し
。

　
あ
と
、
デ
ザ
イ
ン
は
仕
事
で
や
っ
た
ほ
う
が
い

い
と
思
い
ま
す
。
趣
味
じ
ゃ
な
く
て
。
責
任
感
が

違
い
ま
す
か
ら
。
そ
の
点
学
類
誌
な
ん
か
は
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

―
―
宣
伝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア

創
成
と
い
う
場
所
を
活
か
し
て
し
た
ほ
う
が
い
い
こ

と
、
っ
て
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

る
か
も
し
れ
な
い
し
、
少
な
く
と
も
マ
イ
ナ
ス
ポ

イ
ン
ト
に
は
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
と
ま
た
別
の
話
で
す
が
『
学
生
』
に
な
っ

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
学
生
っ
て
世
界
一

周
と
か
し
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
ニ

オ
イ
が
プ
ン
プ
ン
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
リ
ー

ダ
シ
ッ
プ
と
か
発
揮
し
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

イ
ベ
ン
ト
と
か
立
ち
上
げ
て
キ
ャ
キ
ャ
ウ
フ
フ
な

生
活
し
ち
ゃ
い
そ
う
で
す
が
、
社
会
の
考
え
る
大

学
生
像
に
な
っ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
勉
強

は
し
て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
生

活
で
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
っ
て

一
杯
あ
り
ま
す
ね
。
例
え
ば
授
業
の
前
に
予
習
を

す
る
。
講
義
を
一
回
も
取
っ
て
な
い
う
ち
に
予
習

を
し
て
そ
の
授
業
を
取
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
っ

て
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
興
味
の
あ
る
分
野
が

解
る
。
あ
と
も
っ
と
積
極
的
に
金
を
使
っ
た
ほ
う

が
よ
か
っ
た
な
と
。
本
は
沢
山
買
っ
て
た
ん
で
す

が
、
も
っ
と
豪
快
に
や
り
た
か
っ
た
。
大
学
時
代

は
自
分
に
ひ
た
す
ら
お
金
を
費
や
し
た
ほ
う
が
い

い
。

―
―
―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
編
集
部
よ
り

　
メ
デ
ィ
ア
地
蔵
を
見
か
け
た
方
、
ぜ
ひ
ご
一
報

を
。
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進路特集 !!!
創成の

田
中
先
生
に
、
創
成
の
卒
業

生
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

し
た
！

―
―
―
卒
業
生
の
進
路
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

　
院
に
よ
っ
て
は
院
試
の
結

果
が
ま
だ
出
て
い
な
か
っ
た

り
、
進
路
状
況
調
査
書
の
正

確
な
デ
ー
タ
は
ま
だ
言
え
な

い
の
で
す
が
、
大
体
六
割
近

く
が
院
に
進
学
す
る
よ
う
で

す
。
就
職
と
進
学
で
半
々
と

考
え
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
。
全
体
の
傾

向
に
関
し
て
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
学
生
の
就
職

先
の
情
報
に
つ
い
て
は
任
意
提
出
の
為
に
知
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
参
考
ま
で
に
お
話
し
ま

す
と
、
創
成
学
類
に
募
集
が
来
る
企
業
で
は
基
本

的
に
技
術
系
、
情
報
技
術
系
が
基
本
で
す
ね
。
そ

の
う
ち
七
、
鉢
割
ぐ
ら
い
が
推
薦
の
依
頼
で
す
。

創
成
へ
の
推
薦
は
か
な
り
大
企
業
と
呼
ば
れ
る
も

の
か
ら
も
来
て
い
る
ん
で
す
よ
。
ま
た
就
職
と

言
っ
て
も
一
般
企
業
で
は
な
く
、
公
務
員
を
選
ん

だ
学
生
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
公
務
員
試
験
を

受
け
る
と
い
う
選
択
肢
も
可
能
で
す
ね
。

―
―
―「
推
薦
の
依
頼
」と
い
う
の
が
来
て
る
ん
で

す
ね
。

　
は
い
、
実
は
去
年
よ
り
募
集
が
多
い
ん
で
す
。

去
年
は
三
十
社
ぐ
ら
い
か
ら
来
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
そ
れ
よ
り
多
い
で
す
ね
。
こ
こ
最
近
は
推

薦
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
依
頼
が
特
に
多
い
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
と
言
う
の
に

は
二
種
類
あ
っ
て
、
一
つ
が
、
推
薦
枠
一
名
な
ど

の
よ
う
に
き
っ
ち
り
指
定
し
て
く
る
も
の
と
、
良

い
学
生
が
い
た
ら
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
程

度
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
後
者
は
希
望
す
れ
ば
誰

で
も
推
薦
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
代
わ
り
絶

対
通
る
と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大
体
５

割
程
度
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。
一
時
面
接

が
省
略
さ
れ
る
ぐ
ら
い
だ
、
と
よ
く
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
普
通
に
成
績
を
と
っ
て
い
れ
ば
大
体
大
丈

夫
か
な
と
い
う
の
が
私
の
印
象
で
す
。

こ
う
い
っ
た
情
報
は
就
職
情
報
の
掲
示
板
に
掲
載

し
て
い
る
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
四
月
か
ら
面
接
な
ど
が
開

始
さ
れ
る
の
で
、
推
薦
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

（
三
年
生
の
）
三
月
に
は
書
類
を
出
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
も
三
月
二
十
日
ぐ
ら
い
に

念
押
し
の
メ
ー
ル
は
一
応
回
し
て
る
ん
で
す
が

…
…
。
五
月
ぐ
ら
い
ま
で
受
付
を
し
て
い
る
会
社

も
あ
る
ん
で
す
が
、
席
は
順
次
埋
ま
っ
て
い
く
の

で
、
早
め
に
提
出
す
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。
成

績
表
な
ど
の
書
類
を
揃
え
る
の
に
も
一
週
間
ぐ
ら

い
掛
か
る
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
ほ
う

が
い
い
で
す
ね
。
当
然
、
推
薦
だ
と
内
定
辞
退
が

出
来
な
い
の
で
、
学
生
さ
ん
は
そ
こ
を
マ
イ
ナ
ス

に
考
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
―
―
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
色
々
な
経
験
を
し
て
い
る
方
が
就
職
に
は
有
利

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
だ
何
だ
っ
て
い
い
ま
す
が
、
経
験
し

て
い
れ
ば
話
す
内
容
は
あ
る
わ
け
で
す
。
た
だ
情

報
系
は
ど
う
し
て
も
眼
に
見
え
る
経
験
っ
て
の
が

出
し
に
く
い
の
で
、
そ
こ
を
気
を
つ
け
た
ほ
う
が

良
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

▼
編
集
部
よ
り

就
職
難
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
の
ご
時
世
に
推

薦
の
依
頼
は
あ
り
が
た
い
話
で
す
。
し
か
し
意
外

と
先
輩
方
に
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
な
の
で

す
ね
。
依
頼
に
来
る
企
業
と
、
学
生
の
望
む
業
界

は
一
致
し
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
推
薦

の
依
頼
に
来
て
い
る
企
業
の
中
に
は
、BtoB

ビ

ジ
ネ
ス
が
メ
イ
ン
な
の
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い

な
い
け
れ
ど
、
実
際
は
か
な
り
の
優
良
企
業
も
あ

る
と
の
こ
と
。
就
活
を
す
る
際
は
、
推
薦
と
い
う

選
択
肢
も
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

取
材
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
先
輩
方
と
田
中

先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先

輩
方
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
を
乗
せ
て
も
よ

い
そ
う
な
の
で
、興
味
の
あ
る
方
は
フ
ォ
ロ
ー
を
。

M
A
S
T
で
は
読
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
感
想

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
メ
ー
ル
で
ど

う
ぞ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。要
望
、記
事
の
ア
イ
デ
ィ

ア
な
ど
も
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。

～田中和世先生～

Twitterアカウント

  小西さん：@koniyan

  落合さん：@ochyai

　
環
境
は
あ
ま
り
利
用
し
な
い
で
自
分
で
作
っ
て

し
ま
う
性
質
な
の
で
、
あ
ま
り
重
要
視
は
し
な

か
っ
た
。
た
だ
先
生
は
重
要
で
す
ね
。
ま
よ
っ
た

ら
先
生
に
聞
き
に
行
く
の
が
い
い
。
大
学
は
設
備

じ
ゃ
な
く
人
で
す
か
ら
。
今
ど
う
し
た
ら
い
い
か

解
ら
な
い
か
ら
ど
う
に
か
し
て
く
れ
と
聞
き
に
い

く
と
と
り
あ
え
ず
本
を
数
冊
勧
め
ら
れ
る
わ
け
で

す
。
あ
と
は
本
を
ま
と
め
て
買
っ
て
読
む
と
い
う

こ
と
を
す
れ
ば
。
や
り
た
い
こ
と
が
な
い
の
に
、

ど
う
に
か
し
て
く
れ
っ
て
の
は
無
責
任
な
ん
で
す

よ
。
夢
を
書
い
て
こ
う
い
う
こ
と
を
し
た
い
ん

で
す
が
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
聞
き
に
行
く
と
、

や
っ
て
そ
う
な
先
生
に
メ
ー
ル
を
投
げ
る
と
、
無

理
っ
て
メ
ー
ル
は
絶
対
帰
っ
て
来
な
い
ん
で
。
難

し
い
ん
だ
け
ど
…
…
と
解
決
策
を
考
え
て
く
れ

る
。
〇
〇
の
知
識
が
必
要
だ
と
か
言
わ
れ
れ
ば
そ

の
知
識
を
持
っ
て
い
る
先
生
に
ま
た
聞
き
に
行
け

ば
い
い
。
メ
デ
ィ
ア
創
成
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

い
ん
で
す
け
ど
。

―
―
―
逆
に
や
ら
な
い
方
が
い
い
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

　
サ
ー
ク
ル
に
入
る
の
は
六
月
か
ら
が
い
い
と
思

い
ま
す
。
自
分
を
見
極
め
る
時
間
が
必
要
な
の
で

…
…
。
一
年
生
の
う
ち
に
イ
ン
タ
ー
ン
っ
て
の
は

か
な
り
特
殊
な
環
境
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
社
会
を

早
め
に
知
れ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ン
募
集
に
一
年
生
で
も
応
募
し
て
し
ま
う
っ

て
の
は
手
だ
と
思
い
ま
す
。
う
ま
く
い
け
ば
働
け

ら
い
買
う
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
よ
さ
げ
な
本
、

ダ
メ
そ
う
な
本
、
中
く
ら
い
の
本
、
ぐ
ら
い
で
買

う
と
、
意
外
と
ダ
メ
そ
う
な
本
が
一
番
良
い
と
解

る
時
も
あ
る
。
一
年
生
の
時
は
と
に
か
く
本
を
買

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
お
金
を
か
け
ま
し
た
。

―
―
買
わ
な
く
て
も
図
書
館
っ
て
手
も
あ
り
ま
す

ね
。

　
た
だ
、
け
っ
こ
う
僕
は
本
を
汚
し
ち
ゃ
う
の
で

（
笑
）
ふ
せ
ん
ベ
タ
ベ
タ
貼
り
ま
す
し
。
フ
ォ
ト

シ
ョ
ッ
プ
と
か
は
海
外
の
サ
イ
ト
を
見
た
ほ
う
が

参
考
に
な
る
か
な
。
日
本
の
本
は
海
外
の
サ
イ
ト

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
そ
の
ま
ま
訳
し
た
よ
う

な
内
容
の
が
結
構
あ
る
の
で
。

―
―
メ
デ
ィ
ア
創
成
の
下
の
学
年
の
人
達
に
一
言
。

　『
天
才
の
資
質
と
は
愚
か
な
人
達
に
二
十
年
後

の
考
え
を
教
え
る
こ
と
で
あ
る
』
っ
て
考
え
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
創
成
っ
て
和
製

メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
だ
と
思
う
ん
で
す
。
M
I
T
の
。

自
分
の
感
性
が
完
成
す
る
の
が
ち
ょ
う
ど
大
学
の

時
期
な
の
で
感
性
に
し
た
が
っ
て
や
る
の
が
い

い
。
一
年
生
の
時
に
や
る
こ
と
は
、
数
学
と
友
達

に
な
る
こ
と
と
、
本
を
読
む
習
慣
を
つ
け
る
こ
と

と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
出
来
る
こ
と
は
大
抵
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
く
こ
と
、
こ
れ
だ
け
や
っ
て

お
け
ば
二
年
以
降
楽
し
く
生
き
ら
れ
ま
す
。
初
期

投
資
だ
と
思
っ
て
ソ
フ
ト
買
っ
て
し
ま
う
と
は
か

ど
り
ま
す
ね
。
買
っ
て
し
ま
う
と
や
ら
な
い
と
行

け
な
い
か
ら
。
全
部
と
り
あ
え
ず
使
え
る
よ
う
に

な
れ
ば
違
っ
た
世
界
が
見
え
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
最
初
に
買
っ
て
お
く
と
四
年
間
使
え
ま
す
し
。

　
あ
と
、
デ
ザ
イ
ン
は
仕
事
で
や
っ
た
ほ
う
が
い

い
と
思
い
ま
す
。
趣
味
じ
ゃ
な
く
て
。
責
任
感
が

違
い
ま
す
か
ら
。
そ
の
点
学
類
誌
な
ん
か
は
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

―
―
宣
伝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア

創
成
と
い
う
場
所
を
活
か
し
て
し
た
ほ
う
が
い
い
こ

と
、
っ
て
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

る
か
も
し
れ
な
い
し
、
少
な
く
と
も
マ
イ
ナ
ス
ポ

イ
ン
ト
に
は
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
と
ま
た
別
の
話
で
す
が
『
学
生
』
に
な
っ

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
学
生
っ
て
世
界
一

周
と
か
し
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
ニ

オ
イ
が
プ
ン
プ
ン
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
リ
ー

ダ
シ
ッ
プ
と
か
発
揮
し
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

イ
ベ
ン
ト
と
か
立
ち
上
げ
て
キ
ャ
キ
ャ
ウ
フ
フ
な

生
活
し
ち
ゃ
い
そ
う
で
す
が
、
社
会
の
考
え
る
大

学
生
像
に
な
っ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
勉
強

は
し
て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
生

活
で
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
っ
て

一
杯
あ
り
ま
す
ね
。
例
え
ば
授
業
の
前
に
予
習
を

す
る
。
講
義
を
一
回
も
取
っ
て
な
い
う
ち
に
予
習

を
し
て
そ
の
授
業
を
取
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
っ

て
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
興
味
の
あ
る
分
野
が

解
る
。
あ
と
も
っ
と
積
極
的
に
金
を
使
っ
た
ほ
う

が
よ
か
っ
た
な
と
。
本
は
沢
山
買
っ
て
た
ん
で
す

が
、
も
っ
と
豪
快
に
や
り
た
か
っ
た
。
大
学
時
代

は
自
分
に
ひ
た
す
ら
お
金
を
費
や
し
た
ほ
う
が
い

い
。

―
―
―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
編
集
部
よ
り

　
メ
デ
ィ
ア
地
蔵
を
見
か
け
た
方
、
ぜ
ひ
ご
一
報

を
。

11
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情
報
メ
デ
ィ
ア
創
成四

年

田
中
貴
規

　皆さん、COJT なるものをご存知でしょうか？ COJT とは Campas On the Job Training の略で、

実際に現場で使われているツールを使い、組み込み技術を学ぶ授業です。今回は COJT を受講した二人

の方にインタビューを行ってきました。

特集

What’ s COJT

―
―
C
O
J
T
を
な
ぜ
と
ろ
う
と
思
っ
た
の

で
す
か
？

　
　

　こ
っ
ち
に
編
入
が
決
ま
っ
て
少
し
後
に
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
C
O
J
T
に
関
す
る
ツ
イ
ー
ト

が
流
れ
て
き
て
そ
れ
に
つ
い
て
調
べ
て
、、
あ

と
編
入
し
た
後
に
C
O
J
T
の
説
明
を
う
け

ま
し
て
、
そ
の
と
き
に
改
め
て
そ
う
い
え
ば

あ
っ
た
な
、
面
白
そ
う
だ
か
ら
や
る
か
っ
て

思
っ
た
の
が
理
由
で
す
ね
。

―
―
ど
こ
を
魅
力
に
感
じ
ま
し
た
か
？

　C
O
J
T
は
他
の
実
験
と
違
う
っ
て
思
っ

て
思
い
ま
し
た
。
私
人
と
違
う
の
好
き
な
ん

で
。実
験
っ
て
い
っ
て
も
一
年
し
か
な
い
ん
で
、

ど
う
せ
や
る
ん
だ
っ
た
ら
違
う
や
つ
を
や
り

た
い
な
っ
て
。
そ
こ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

ど
う
せ
や
る
ん
だ
っ
た
ら
、
や
り
た
い
や
つ

や
り
た
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
は
っ
き
り
何
々

が
し
た
い
っ
て
い
う
理
由
が
あ
っ
て
き
た
わ

け
じ
ゃ
な
く
、
た
だ
す
ご
い
興
味
が
あ
っ
た
っ

て
だ
け
で
す
ね
。

―
―
他
の
実
験
と
は
ど
こ
が
違
う
と
思
い
ま

す
か
？

　
　
　
　
　
　

　　他
の
実
験
よ
り
つ
ら
い
で
す
。
苦
痛
で
す
。

苦
行
で
す
。
で
も
、
つ
ら
い
っ
て
の
は
自
分

に
負
荷
を
か
け
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ

の
ぶ
ん
力
は
つ
き
ま
す
ね
。
自
分
を
い
ろ
ん

な
方
向
に
伸
ば
せ
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
意

味
で
良
く
も
悪
く
も
苦
し
い
し
っ
て
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
ね
。

―
―
具
体
的
に
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
苦
労
し

ま
し
た
か
？

　
　

　学
期
末
ご
と
に
課
題
を
出
す
ん
で
す
け
ど
、

そ
の
課
題
が
ど
れ
も
き
つ
か
っ
た
気
が
し
ま

す
ね
。
二
学
期
と
三
学
期
は
期
間
も
そ
れ
ほ

ど
な
い
上
に
、
さ
ら
に
そ
れ
を
発
表
す
る
ん

で
す
よ
。
発
表
す
る
っ
て
こ
と
は
そ
れ
な
り

の
も
の
を
作
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
、

そ
れ
が
精
神
的
な
負
荷
に
な
っ
て
、
そ
れ
が

一
番
つ
ら
か
っ
た
で
す
。
他
の
実
験
を
や
っ

て
な
い
の
で
な
ん
と
も
言
え
な
い
ん
で
す
が
、

こ
の
実
験
特
有
の
苦
し
さ
は
発
表
す
る
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
作
れ
な
い

と
発
表
で
き
な
い
の
で
、
多
分
そ
れ
に
絡
ん
だ

締
め
切
り
手
前
の
、
い
わ
ゆ
る
デ
ス
マ
ー
チ
は

き
つ
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
技
術
的
に
は
ど
う
で
し
た
か
？

　

　普
通
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る
と
き
は
P
C

上
で
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
こ
の
実
験
だ
と

P
C
上
じ
ゃ
な
く
て
、
i
P
o
d 

t
o
u
c
h

と
か
、
実
習
ボ
ー
ド
で
や
り
ま
す
。
そ
う
い
う

と
こ
ろ
で
動
か
そ
う
と
す
る
と
、
P
C
上
で
動

か
そ
う
と
す
る
の
と
は
勝
手
が
違
う
の
で
う
ま

く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
そ
う
い
う

の
を
い
ち
い
ち
人
に
聞
い
て
、そ
こ
は
そ
れ
じ
ゃ

だ
め
な
ん
だ
よ
っ
て
い
う
の
が
多
々
あ
り
ま
し

た
。
僕
は
そ
れ
ま
で
C
言
語
以
外
の
書
き
方
を

知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
外
の
文
法
で
か

け
っ
て
言
わ
れ
る
と
、
そ
れ
に
慣
れ
る
の
に
苦

労
し
ま
し
た
ね
。
二
学
期
は
C
言
語
だ
け
で
よ

か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
以
外
は
特
殊
な
言

語
で
か
か
な
き
ゃ
い
け
な
か
っ
た
ん
で
、
C
言

語
じ
ゃ
な
い
文
法
に
慣
れ
な
き
ゃ
い
け
な
か
っ

た
の
で
き
つ
か
っ
た
で
す
。
動
か
す
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
制
約
も
ち
ょ
っ
と
き
つ
か
っ
た
で

す
ね
。

―
―
必
須
に
な
る
知
識
っ
て
ど
ん
な
も
の
が
あ

文・レイアウト　原澤
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る
と
思
い
ま
す
か
？

　必
要
な
知
識
は
大
体
こ
こ
で
叩
き
込
ま
れ
ま

し
た
。
こ
こ
の
講
義
で
大
体
言
わ
れ
た
気
が
し

ま
す
ね
。

　そ
れ
以
外
で
必
要
な
知
識
は
な
い
か
な
。ま
ぁ

こ
こ
に
く
る
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
知
識
も
そ
ん
な
に
要
ら
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
や
っ
て
れ
ば
勝
手
に
つ
く
ん
で
。
こ
こ
に

来
る
上
で
必
須
の
何
か
を
上
げ
る
と
す
れ
ば
、
　

多
分
く
じ
け
な
い
心
で
す
。
途
中
で
折
れ
な
い

の
が
大
事
。

―
―
Ｃ
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
通
し
て
　
ど
ん
な
知
識
が
身

に
つ
き
ま
し
た
か
？

　先
生
か
ら
は
、
ア
ニ
メ
と
か
の
演
出
や
ゲ
ー

ム
の
企
画
、
い
わ
ゆ
る
表
に
出
る
面
に
つ
い
て

の
話
を
さ
れ
た
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
じ
ゃ
な
い
話
は
に
つ
い
て
は
学
習
す
る
も

の
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
演
出
と
か
一
年

間
の
な
か
で
特
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う

知
識
は
こ
こ
じ
ゃ
な
い
と
学
べ
な
か
っ
た
の
か

な
っ
て
気
が
し
ま
す
。

―
―
C
O
J
T
の
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。　メ

リ
ッ
ト
は
、
や
っ
ぱ
鍛
え
ら
れ
る
っ
て
と

こ
ろ
で
す
か
ね
。
あ
と
は
他
の
企
業
の
先
生
が

来
て
講
義
を
さ
れ
る
っ
て
の
は
他
の
実
験
で
は

な
か
な
か
な
で
き
な
い
と
思
う
の
で
、
そ
れ
も

C
O
J
T
で
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　
―
―
逆
に
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？

　デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
そ
の
逆
で
、
さ
っ
き

鍛
え
ら
れ
る
っ
て
言
い
ま
し
た
け
ど
、
そ
の

分
本
当
に
き
つ
い
で
す
。
期
限
前
日
と
か
は

C
O
J
T
ル
ー
ム
に
24
時
間
人
が
い
ま
す
ね
。

―
―
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ー
ス
に
し
か
な
い
特

色
っ
て
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　こ
っ
ち
は
向
こ
う
よ
り
も
、
派
手
で
す
ね
。

向
こ
う
は
レ
イ
ヤ
ー
が
低
い
層
の
話
な
の
で
、

例
え
ば
、
実
習
基
盤
か
ら
画
面
出
力
を
必
死
に

や
っ
て
る
さ
な
か
、
そ
れ
が
当
た
り
前
の
前
提

で
言
語
を
か
い
た
り
な
ん
な
り
し
て
る
の
で
。

向
こ
う
よ
り
こ
っ
ち
の
ほ
う
が
色
合
い
が
明
る

い
で
す
ね
。
あ
っ
ち
の
ほ
う
が
地
味
な
分
忍
耐

が
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
で
す
ね
文
字
通
り

ハ
ー
ド
な
気
が
し
ま
す
ね
。
締
め
切
り
前
と
か

も
あ
っ
ち
の
ほ
う
が
人
が
い
ま
す
ね
。
多
分
向

こ
う
の
ほ
う
が
も
っ
と
き
つ
い
で
す
。
論
理
記

述
言
語
は
普
通
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
と
は

勝
手
が
違
う
の
で
、
そ
れ
が
き
つ
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
こ
っ
ち
は
ま
だ
普
通
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
考
え
方
で
何
と
か
な
る
の
で
、
つ
ま
り

言
語
が
違
っ
て
も
考
え
方
は
一
緒
な
の
で
、
多

分
こ
っ
ち
の
ほ
う
が
向
こ
う
よ
り
楽
だ
し
、
色

合
い
は
カ
ラ
フ
ル
だ
し
で
や
っ
て
て
楽
し
い
で

す
。

―
―
C
O
J
T
を
と
る
な
ら
や
っ
て
お
い
た
ほ

う
が
い
い
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
か
？

　デ
ス
マ
ー
チ
に
対
す
る
耐
性
を
つ
け
て
お
い

た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
基
本

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
考
え
方
が
あ
る
と
い

い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
本
人
の
が
ん
ば
り
次

第
で
す
ね
。

今年改修予定の新 COJT ルームのイメージ。部屋のデザイ

ンだけでなく PC も一新するそうだ。　

　COJT は 3 年生を対象にした通年の授業です。単位は情報メディア実験のものとして認定されます。

　COJT にはソフトウェアコースとハードウェアコースがあります。やる内容はもちろん違いますが、この 2

つに共通していることは、どちらも組み込み機器を扱う技術を学ぶということです。組み込み機器という言葉

に聞きなれない人もいると思います。噛み砕いて言えば、　ある機能に特化した電子製品です。たとえば、冷

蔵庫、炊飯器、ゲーム機や携帯電話などが挙げられます。

　また、実際に企業の人を講師として呼び、現場使われている機械やソフトを使い講義を行うので、1 年間を

通して即戦力になれる知識や技術を身につけることができます。

　　　　　　　　詳しくは組み込み技術キャンパス OJT (http://inf.tsukuba.ac.jp/ET-COJT/index.html）まで

COJT ってどんな授業？
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森
田
純
平

み
た
い
な
も
の
で
す
か
ら
ね
。
自
分
の
ス
ペ
ー

ス
が
あ
っ
て
そ
こ
を
自
由
に
つ
か
っ
て
い
い
っ

て
い
う
の
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。
他
の
実

験
だ
と
こ
こ
ま
で
き
っ
ち
り
個
人
の
ス
ペ
ー

ス
っ
て
の
は
な
い
み
た
い
で
す
。

―
―
C
O
J
T
と
普
通
の
授
業
の
違
い
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　き
つ
さ
が
や
っ
ぱ
段
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
だ
け
き
つ
い
と
根
性
が
つ
き
ま
す
ね
。
普

通
の
授
業
の
レ
ポ
ー
ト
と
か
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
課
題
と
比 

べ
る
と
難
易
度
も
違
っ
て
、
そ
れ

に
か
け
る
時
間
っ
て
の
が
だ
い
ぶ
長
か
っ
た
で

す
。
絶
対
卒
研
も
気
持
ち
が
楽
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
一
回
こ
れ
だ
け
き
つ
い
こ
と
や
っ
て
る

と
違
う
と
思
い
ま
す
ね
。
卒
研
を
す
る
と
き
に
、

あ
な
ん
だ
こ
ん
な
も
ん
か
っ
て
、
去
年
も
こ
ん

な
ん
だ
っ
た
し
み
た
い
な
根
性
は
つ
き
ま
す
よ
。

―
―
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
苦
労
さ
れ

ま
し
た
か
？

　や
っ
ぱ
り
何
に
で
も
い
え
る
こ
と
だ
け
ど
、

ち
ょ
く
ち
ょ
く
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

よ
っ
て
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
学
期
ご
と
に
表

示
回
路
、
キ
ャ
プ
チ
ャ
回
路
、
描
画
回
路
っ
て

作
っ
て
い
く
ん
で
す
け
ど
、
僕
キ
ャ
プ
チ
ャ
回

路
は
人
よ
り
早
く
終
わ
っ
た
ん
で
す
よ
。
け
ど

そ
の
後
、
僕
さ
ぼ
っ
て
た
っ
て
い
う
か
だ
ら
だ

ら
し
て
た
ら
、
描
画
回
路
は
ぎ
り
ぎ
り
で
終
わ

る
っ
て
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
ぁ
、
や
っ
ぱ
積
み
重
ね
で
す
よ
ね
。
僕
の

隣
の
人
は
結
構
毎
日
部
屋
に
い
た
ら
し
く
て
、

そ
れ
で
A
R
的
な
結
構
す
ご
い
の
が
で
き
る
ら

し
い
で
す
。
最
後
に
や
る
自
由
課
題
で
自
分
が

や
り
た
い
こ
と
を
ば
っ
と
作
れ
る
と
す
ご
い
達

成
感
が
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

　
　
　
　
　
　

―
―
C
O
J
T
の
中
で
必
要
な
知
識
と
か
あ
り

ま
す
か
？

―
―
C
O
J
T
を
何
で
と
ろ
う
と
思
っ
た
ん

で
す
か
？ 

　最
初
に
徳
永
先
生
か
ら
説
明
が
あ
っ
て
、
面

白
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
て
。
最
初
は
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
希
望
し
て
た
ん
で
す
け
ど
、
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
の
方
は
い
じ
っ
た
こ
と
が
全
然
な
く

て
、
ま
ぁ
ど
う
せ
大
学
に
来
た
ん
だ
か
ら
や
っ

た
こ
と
な
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
い
ま
し
て
。

そ
れ
で
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
コ
ー
ス
に
来
ま
し
た
。

―
―
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
コ
ー
ス
に
ど
ん
な
魅
力
を

感
じ
た
ん
で
す
か
？

　こ
の
部
屋
っ
て
魅
力
的
で
す
よ
ね
。
24
時
間

入
れ
ま
す
し
、
冷
暖
房
完
備
で
す
し
、
研
究
室

　別
に
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
応
論
理
回
路
の

基
礎
く
ら
い
を
知
っ
て
る
と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
け
ど
、
そ
れ
で
も
O
R
と

A
N
D
が
わ
か
れ
ば
。
C
O
J
T
ル
ー
ム
に
講

師
の
先
生
が
書
い
た
本
が
あ
り
ま
す
し
、
別
に

必
要
な
知
識
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

分
か
ら
な
か
っ
た
ら
T
A
も
先
生
も
教
え
て
く

れ
ま
す
し
、
あ
と
は
隣
の
席
の
人
に
聞
け
ば
い

い
で
す
し
。

―
―
振
り
返
っ
て
み
て
、
ど
ん
な
こ
と
が
身
に

つ
い
た
と
思
い
ま
す
か
？

　コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
僕
ら
が
今
ま
で
い
じ
っ
て

き
た
の
っ
て
C
と
か
J
a
v
a
と
か
上
の
レ

イ
ヤ
ー
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
じ
ゃ
な
く

て
も
っ
と
低
い
レ
イ
ヤ
ー
層
、
ど
う
や
っ
て
物

が
動
い
て
る
こ
と
と
か
、
信
号
が
1
と
0
っ

て
こ
と
は
普
通
に
生
活
し
て
た
ら
ぜ
ん
ぜ
ん
実

感
わ
か
な
い
で
す
け
ど
そ
れ
を
、
あ
ぁ
、
こ
う

や
っ
て
物
が
動
い
て
る
ん
だ
、
モ
ニ
タ
に
表
示

す
る
に
し
て
も
こ
う
な
っ
て
る
の
か
っ
て
い
う

こ
と
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
僕
元
々
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
の
知
識
皆
無
で
し
た
か
ら
、
新
し
い

こ
と
ば
っ
か
り
わ
か
っ
た
気
が
し
ま
す
ね
。

―
―
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
で
得
た
知
識
っ
て
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
に
活
か
せ
そ
う
で
す
か
？

各コースとも、個人で使える PC をはじめオートロック、冷暖

房も完備してあり作業しやすい環境が整っている。
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　お
二
人
と
も
わ
ざ
わ
ざ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答

え
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ー
ス
は
前
年
度
に
は

i
P
h
o
n
e
ア
プ
リ
の
開
発
な
ど
を
し
て

い
る
よ
う
に
創
成
の
色
に
合
っ
て
い
る
コ
ー
ス

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
コ
ー

ス
が
創
成
と
全
く
関
係
が
な
い
わ
け
で
は
な
い

と
も
感
じ
ま
し
た
。
ハ
ー
ド
の
知
識
を
持
つ
こ

と
で
、
何
か
を
"
創
る
"
と
き
に
新
し
い
視

点
で
考
れ
ま
す
し
、
普
段
触
れ
る
こ
と
が
な
い

か
ら
こ
そ
や
っ
て
み
る
と
い
う
の
も
面
白
い
で

す
ね
。

　ま
た
、
ど
ち
ら
に
も
共
通
し
て
「
つ
ら
い
が

そ
の
分
鍛
え
ら
れ
る
」
と
い
う
話
が
出
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
だ
け
C
O
J
T
で
行
っ
て
い
る

内
容
の
質
が
高
く
、
実
践
的
で
あ
る
こ
と
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
良
い
環
境
も
整
っ
て
い

る
C
O
J
T
。
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
に
も
魅
力

は
十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
興
味
を
も
っ
た

人
は
履
修
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
記
事
が
そ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（原
澤
）

あ
と
が
き

　ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
と
は
別
な
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。
細
か
い
と
こ
ろ
で
応
用

は
利
く
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
結
局
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
っ
て
の
は
用
意
さ
れ
て
、
ソ
フ
ト
は
そ

の
上
で
動
か
す
も
の
で
す
し
ね
。
だ
け
ど
、
広

く
浅
く
で
す
よ
ね
。
自
分
の
引
き
出
し
を
増
や

す
と
い
う
か
、
ハ
ー
ド
が
ど
ん
な
も
の
か
知
ら

な
い
と
、
ハ
ー
ド
屋
さ
ん
に
無
茶
な
注
文
を
す

る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
全
く

知
ら
な
く
て
も
の
す
ご
い
性
能
の
描
画
回
路
を

作
っ
て
く
れ
っ
て
言
っ
て
も
、
い
や
そ
ん
な
性

能
だ
せ
る
わ
け
ね
ぇ
よ
と
か
っ
て
言
わ
れ
ち
ゃ

い
ま
す
よ
ね
。

　僕
は
そ
も
そ
も
大
学
っ
て
い
う
の
は
専
門
一

本
で
や
る
も
ん
じ
ゃ
な
く
て
ど
っ
ち
か
っ
て
い

う
と
自
分
の
知
識
を
広
げ
る
、
い
ろ
ん
な
所
に

手
を
出
す
と
こ
ろ
が
ま
だ
大
学
の
レ
ベ
ル
じ
ゃ

な
い
か
な
っ
て
思
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
今
の

内
に
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
得
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
僕
は
思
い
ま
す
ね
。

―
―
C
O
J
T
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　科
学
類
の
人
と
す
ご
い
親
し
く
な
っ
た
な
っ

て
思
い
ま
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
同
じ
苦
痛
を
あ
じ

わ
っ
て
る
か
ら
っ
て
い
う
か
、
な
ん
か
楽
し
い

で
す
し
ね
。
み
ん
な
夜
更
か
し
と
か
デ
ス
マ
っ

て
る
と
き
に
深
夜
テ
ン
シ
ョ
ン
で
わ
ー
わ
ー

や
っ
て
る
の
は
楽
し
い
で
す
ね
。
そ
う
い
う
の

は
普
通
の
実
験
は
ま
ず
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
ん

な
徹
夜
で
や
る
な
ん
て
な
い
で
す
し
。
こ
こ
ま

で
仲
間
意
識
み
た
い
な
の
は
生
ま
れ
な
い
じ
ゃ

な
い
か
な
。

　デ
メ
リ
ッ
ト
は
や
っ
ぱ
り
き
つ
い
と
こ
ろ
で

す
よ
ね
。
発
表
前
に
な
る
と
、
や
っ
て
る
途
中

に
い
つ
の
ま
に
か
寝
ち
ゃ
っ
た
り
し
て
る
人
が

い
ま
す
ね
。

　
―
―
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
っ
て
ど
ん
な
人
に
向
い
て

る
と
思
い
ま
す
か
。

　な
ん
だ
か
ん
だ
で
バ
グ
と
る
の
が
好
き
な
人

で
す
か
ね
。
僕
が
今
ま
で
や
っ
て
き
た
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
と
比
べ
て
、
思
い
通
り
に
な
っ
て
く

れ
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
一
ク
ロ
ッ
ク
立

ち
上
が
る
の
が
早
い
ば
っ
か
り
に
、
画
面
に
ゴ

ミ
が
で
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
多
い
世
界

な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
バ
グ
探
し
が
、
最

初
苦
痛
だ
っ
た
け
ど
だ
ん
だ
ん
や
っ
て
て
楽
し

く
な
っ
て
く
る
っ
て
い
う
人
は
や
っ
て
み
る
と

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
い
ま
す
ね
。

　で
も
徳
永
先
生
も
言
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、

合
う
合
わ
な
い
が
分
か
る
だ
け
で
も
い
い
で
す

よ
ね
。
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
て
自
分
は
こ
う

い
う
こ
と
が
で
き
る
で
き
な
い
、
も
し
で
き
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
自
分
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に

向
い
て
な
い
ん
だ
っ
て
こ
と
が
分
か
れ
ば
そ
れ

は
そ
れ
で
ひ
と
つ
の
収
穫
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

も
ち
ろ
ん
で
き
た
ほ
う
が
い
い
ん
で
す
け
ど
、

で
き
な
く
て
も
自
分
の
向
き
不
向
き
っ
て
い
う

か
好
き
嫌
い
が
わ
か
る
の
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
っ
て
思
い
ま
す
。

　ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
興
味
が
な
い
か
ら
行
か
な

い
っ
て
の
は
や
め
と
い
た
ほ
う
が
い
い
で
す

よ
。
新
し
い
世
界
知
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す

よ
。
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ん
な
い
ん
で
す
実

際
。
僕
も
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
で
す
し
。
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
向
い
て
る
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
し
、

と
り
あ
え
ず
触
っ
て
み
る
か
程
度
の
気
持
ち

だ
っ
た
け
ど
、
で
も
や
る
と
実
際
楽
し
く
っ
て
、

あ
と
一
年
や
り
た
い
な
っ
て
思
っ
た
り
し
ま
す

し
。
ま
ぁ
食
わ
ず
嫌
い
で
す
よ
ね
。
何
事
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
る
も
の
さ
っ
て
感
じ
で
す
よ
ね
。

―
―
今
の
一
年
、
二
年
に
や
っ
て
お
い
た
こ
と

が
い
い
こ
と
と
か
あ
り
ま
す
か
。

　な
る
べ
く
、
自
分
を
痛
め
つ
け
と
い
た
ほ
う

が
い
い
で
す
ね
。
無
理
で
き
る
の
も
若
い
内
だ

け
で
す
し
、
せ
っ
か
く
狭
い
と
こ
ろ
に
い
ろ
ん

な
学
類
が
あ
る
ん
だ
か
ら
、
他
の
学
類
の
授
業

を
受
け
た
り
と
か
、全
然
違
う
文
系
の
科
目
と
っ

て
み
た
り
と
か
が
で
き
る
の
が
筑
波
大
学
の
魅

力
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
知
識
を
広
げ
る
っ
て
の

で
も
、
き
つ
い
思
い
を
す
る
っ
て
言
う
意
味
で

も
、
そ
う
い
う
事
を
積
極
的
に
や
っ
て
い
っ
た

ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。
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カ
ラ
ー
と
言
う
の
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
集
ま
っ

て
く
る
人
た
ち
の
違
い
に
よ
り
ま
す
ね
。
日
本
だ

と
検
索
の
ベ
テ
ラ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
最
初
に
来
て

く
れ
た
の
で
自
然
と
検
索
分
野
が
得
意
に
な
り
ま

し
た
。

あ
と
国
に
よ
っ
た
得
意
分
野
っ
て
の
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
日
本
語
っ
て
類
義
語
と
か
同
義
語

と
か
が
非
常
に
多
い
ん
で
す
。
名
前
だ
け
で
も
い

ろ
ん
な
漢
字
が
あ
る
わ
け
で
。
で
す
か
ら
そ
れ
を

検
索
ク
エ
リ
の
ロ
グ
な
ど
か
ら
訂
正
す
る
技
術
が

必
要
な
ん
で
す
ね
。

日
本
オ
フ
ィ
ス
は
こ
の
技
術
に
力
を
入
れ
て
い

た
の
で
す
が
、
考
え
て
見
れ
ば
こ
の
問
題
は
日
本

語
だ
け
で
な
い
、
英
語
に
も
ス
ペ
リ
ン
グ
ミ
ス
テ

イ
ク
と
言
う
も
の
は
あ
り
ま
す
。
す
る
と
日
本
オ

フ
ィ
ス
の
技
術
を
他
の
国
で
も
使
う
こ
と
が
で
き

る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
得
意
な
分
野
は
オ
フ
ィ
ス

ご
と
に
あ
る
の
で
す
が
、
何
も
そ
の
国
だ
け
で
し

か
通
用
し
な
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
と
言
う
こ
と
で
す
ね
。

日
本
オ
フ
ィ
ス
で
言
う
と
他
に
は
サ
ジ
ェ
ス

ト
。
ロ
ー
マ
字
で
R
O
P
っ
て
入
力
す
る
と
漢

字
で
六
本
木
と
サ
ジ
ェ
ス
ト
さ
れ
る
と
言
う
技
術

も
彼
ら
が
開
発
し
ま
し
た
」

―
―
な
る
ほ
ど
、
世
界
中
に
会
社
が
分
散
し
て

存
在
す
る
よ
う
な
感
じ
な
ん
で
す
ね
。

「
そ
う
で
す
ね
、
翻
訳
と
か
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
カ

ラ
イ
ズ
っ
て
い
う
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
や
っ
て
い
ま

せ
ん
。

―
―Google

と
い
え
ば
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
を

手
広
く
や
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
す

が
、
日
本
法
人
は
そ
の
中
で
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

「
そ
う
で
す
ね
。
ま
ず
誤
解
を
解
く
と
言
う
か

前
提
と
し
て
説
明
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
は
、

Google

は
世
界
中
の
国
に
オ
フ
ィ
ス
が
あ
る
け

ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
専
門
の
仕
事
が
任
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
特
に
研
究
開
発

に
関
し
て
は
一
つ
の
大
き
な
有
機
体
と
考
え
て
く

だ
さ
っ
て
結
構
で
す
」

―
―
有
機
体
？

「
は
い
。
例
え
ば
、
日
本
だ
か
ら
と
言
っ
て
他

社
に
勝
て
と
か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
か
ら
大

都
市
問
題
を
解
け
と
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
あ

る
か
ら
ネ
ッ
ト
環
境
を
解
決
す
る
と
か
、
そ
う
い

う
使
命
は
な
い
で
す
」

「
も
と
も
と
世
界
に
オ
フ
ィ
ス
が
で
き
た
理
由

は
、
人
を
雇
う
た
め
な
ん
で
す
。
頭
の
良
い
人

が
世
界
中
に
い
て
、
み
ん
な
が
全
員
マ
ウ
ン
テ

ン
デ
ュ
ー
に
引
っ
越
せ
る
わ
け
な
い
だ
ろ
う
と
。

だ
っ
た
ら
ち
ゃ
ん
と
し
た
大
学
が
あ
っ
て
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
あ
る
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
こ
う
と
。

そ
れ
が
元
々
の
目
的
で
す
。

た
だ
各
国
の
オ
フ
ィ
ス
ご
と
に
得
意
な
こ
と
、

日
本
法
人
の
仕
事

語句
解説

ググる：グーグルで検索すると言う情報系の学生ならば息をすることよりも当然の行為。この額類でこの言葉を知らないなど言った日にはタイムトラベラーか生きた化石として天然記

念物的扱いを受けてしまうのでしっかり予習しておこう。

情報メディア特別インタビュー

株式会社

新
入
生
の
皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
！

学
類
誌
M
A
S
T
の
編
集
部
員
、

高
井
で
す
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
コ
ー

ナ
ー
で
は
毎
回
様
々
な
企
業
や
人
物
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
学
生
に
と
っ

て
有
益
な
情
報
を
得
よ
う
と
す
る
企
画

で
す
。

さ
て
今
回
の
取
材
先
は
世
界
最
大
の

検
索
会
社
グ
ー
グ
ル
。
大
学
生
な
ら
知

ら
な
い
人
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
超
有
名

企
業
で
す
。

レ
ポ
ー
ト
を
や
る
に
し
て
も
、
講
義

の
下
調
べ
を
す
る
に
し
て
も
、
昔
は
探

し
出
す
の
に
膨
大
な
時
間
が
必
要
だ
っ

た
情
報
が
今
や
ク
リ
ッ
ク
一
つ
で
手
に

入
る
。『
先
生
』
と
言
う
愛
称
で
知
ら

れ
る
こ
と
も
納
得
で
す
ね
。
さ
て
そ
ん

な
グ
ー
グ
ル
で
す
が
、
検
索
だ
け
を

や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

W
e
b
メ
ー
ル
か
ら
携
帯
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
ま
で
様
々
な
分
野
に
手
を
伸

ば
し
て
い
ま
す
。Google

社
の
狙
い

と
は
？
　
そ
も
そ
も
グ
ー
グ
ル
日
本
法

人
の
役
割
っ
て
？
　
以
外
と
足
り
な
い

人
材
の
話
か
ら
大
学
生
に
伝
え
た
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
ま
で
様
々
な
話
が
飛
び
出

し
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
早
速
見
て
い
き

ま
し
ょ
う
。（
文
章
・
編
集
　
高
井
）



17

逆
に
日
本
で
、
違
う
国
の
サ
ー
ビ
ス
製
品
を

作
っ
て
る
人
も
い
ま
す
。
日
本
で
ロ
シ
ア
の
地
図

を
作
っ
た
り
と
か
。ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
い
う
よ
り
は
、

ど
の
国
で
も
通
用
す
る
技
術
を
世
界
中
の
オ
フ
ィ

ス
で
開
発
し
て
い
る
と
言
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

た
と
え
ば
、Google
マ
ッ
プ
っ
て
、
日
本
か

ら
見
る
と
地
名
が
日
本
語
で
表
示
さ
れ
ま
す
よ

ね
。
あ
れ
は
ス
ペ
ル
か
ら
発
音
を
予
測
し
て
表
示

し
て
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
小
さ
い
町
に

ど
ん
ど
ん
ズ
ー
ム
し
て
い
く
と
、
通
り
の
名
前
全

部
カ
タ
カ
ナ
で
出
て
き
ま
す
。
お
そ
ら
く
日
本
人

が
誰
も
今
ま
で
発
音
し
た
こ
と
な
い
よ
う
な
も
の

も
カ
タ
カ
ナ
に
な
っ
て
ま
す
。
そ
れ
は
ロ
シ
ア
語

で
見
て
も
同
じ
、
韓
国
語
で
見
て
も
同
じ
。
こ
れ

は
う
ち
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
日
本
語
で
読
み
た
い
と

言
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
ん
で
す
が
、
ど
う
せ
な

ら
ど
の
言
語
で
も
使
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
を
考
え
て
行
っ
た
ん
で
す
ね
。
各
国
語

ご
と
に
微
妙
な
処
理
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で

す
が
、
作
っ
た
責
任
と
し
て
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
作

る
な
ど
の
作
業
は
や
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
も
日
本
で
行
っ
て
い
ま

す
」

「
日
本
オ
フ
ィ
ス
の
得
意
分
野
で
す
が
、
幾
つ

か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
さ
っ
き
言
っ
た
検
索
を
最
初

に
や
っ
て
い
た
。
そ
れ
以
外
で
い
う
と
マ
ッ
プ
も

強
い
で
す
ね
。
僕
が
グ
ー
グ
ル
で
働
き
始
め
た
の

は
丁
度
マ
ッ
プ
に
力
を
入
れ
始
め
た
と
き
で
し

た
。
検
索
は
既
に
出
来
て
い
た
の
で
そ
れ
以
外
で

日
本
で
需
要
が
あ
る
も
の
を
考
え
て
…
…
と
な
っ

て
、
マ
ッ
プ
関
係
と
モ
バ
イ
ル
に
目
を
向
け
ま
し

た
。最

初
は
少
人
数
で
マ
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
が
、作
り
こ
ん
で
い
く
う
ち
に
、興
味
を
持
っ

た
日
本
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
集
ま
っ
て
く
れ
て
、

チ
ー
ム
と
し
て
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
発
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
成
功
し
て
い
る
の
は
マ
ッ
プ
に
写
真
を
表
示
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

昔
はGoogle 

マ
ッ
プ
で
場
所
を
検
索
す
る
と
、

地
図
の
他
に
は
住
所
と
電
話
番
号
と
お
店
の
名
前

く
ら
い
し
か
出
て
こ
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
数
年

前
か
ら
は
写
真
も
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
よ

ね
。
あ
れ
は
日
本
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
担
当
し
た

ん
で
す
」

日
本
オ
フ
ィ
ス
の
強
み

「「
ラ
ー
メ
ン
、
渋
谷
」
と
検
索
す
る
と
、
検
索

結
果
に
お
い
し
そ
う
な
ラ
ー
メ
ン
が
並
ん
だ
り
、

そ
の
お
店
の
雰
囲
気
が
解
っ
た
り
す
る
よ
う
な
機

能
で
す
。
も
と
も
と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
僕

た
ち
の
チ
ー
ム
で
話
し
合
っ
て
い
た
時
に
、「
日

本
人
っ
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
重
視
だ
よ
ね
」
と
言
う

話
が
出
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
デ
ニ
ー
ズ
の
メ

ニ
ュ
ー
っ
て
全
部
テ
キ
ス
ト
だ
け
だ
け
ど
、
日
本

の
デ
ニ
ー
ズ
っ
て
写
真
だ
ら
け
で
し
ょ
？
ど
こ
に

行
っ
て
も
、
蝋
で
作
っ
た
モ
デ
ル
が
並
ん
で
い
る

し
」―

―
あ
、
確
か
に
。
そ
れ
は
気
が
付
か
な
か
っ

た
で
す
。

「
そ
れ
が
普
通
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
る
る
ぶ
見

た
っ
て
、
東
京
ウ
ォ
ー
カ
ー
見
た
っ
て
、
写
真
が

載
っ
て
な
い
本
な
ん
て
売
れ
な
い
で
す
よ
。
僕
た

ち
は
そ
れ
が
日
本
人
に
合
っ
た
も
の
だ
と
思
っ
た

ん
で
す
が
、日
本
人
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
。ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
ロ
ー
カ
ル
サ
ー
チ
を
や
っ
て
る
チ
ー
ム

に
見
せ
て
も
好
評
だ
っ
た
ん
で
す
。

も
と
も
と
こ
れ
を
作
っ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
世
界

中
で
動
く
よ
う
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
組
ん
で
た
ん

で
す
よ
。
だ
か
ら
フ
ラ
グ
を
立
て
て
、
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
す
る
だ
け
で
出
来
て
し
ま
っ
た
。
デ
モ
が
出

来
た
時
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
で
も
英
語
で
も
日
本
語

で
も
全
部
動
く
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

結
構
難
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
W
e
b
の
中

の
住
所
を
ま
ず
抽
出
し
て
、
照
ら
し
合
わ
せ
て
。

さ
ら
に
W
e
b
ペ
ー
ジ
に
は
ご
覧
に
な
る
と
分

日
本
人
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
重
視
。
で
も
試
し
て

み
た
ら
海
外
で
も
ウ
ケ
が
良
か
っ
た
。

検索はもとより多彩なウェブサービスで僕らの生活にしっか

りと組み込まれている Google。なおこの学類誌も Gmail と

Google グループを利用している。活動内容が多彩すぎてこ

の欄ではたりないので詳細はぜひ検索してほしい。

ちなみに東京オフィスは現在六本木ヒルズにある。

写真は今回我々の取材に応じてくれた google 株式会社製品

開発部長の徳生氏。

Google 株式会社
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か
る
通
り
、
バ
ナ
ー
や
背
景
画
像
、
ボ
タ
ン
な
ど
、

写
真
じ
ゃ
な
い
も
の
が
沢
山
あ
る
。
あ
れ
を
排
除

し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
こ
れ
に
は
「
よ
く
あ
る

言
葉
を
は
じ
く
」
と
言
う
、
検
索
で
使
っ
て
い
る

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
同
じ
も
の
を
使
い
ま
し
た
。
例

え
ば
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
ボ
タ
ン
画
像
が
あ
る
と

し
ま
す
。
こ
の
画
像
は
同
じ
W
e
b
サ
イ
ト
の

随
所
に
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
と
言
う
こ
と

は
、
特
徴
の
な
い
イ
メ
ー
ジ
と
判
断
で
き
る
わ
け

で
す
ね
。
他
に
も
画
像
自
体
の
情
報
を
見
て
色
使

い
な
ど
か
ら
判
断
す
る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。

試
さ
な
い
と
解
ら
な
い
わ
け
で
す
よ
。
考
え
る

だ
け
で
は
だ
め
。
や
っ
て
み
な
き
ゃ
。
こ
れ
を

作
っ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
２
週
間
で
デ
モ
を
作
っ
て

し
ま
っ
た
ん
で
す
が
、
動
か
し
て
み
た
ら
フ
ラ
ン

ス
語
で
打
ち
込
ん
で
も
、ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
っ
て
打
ち
込
ん
で
も
す
べ
て
の
結
果
に
写

真
が
出
て
き
た
ん
で
す
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
し
た
ら

身
の
毛
が
よ
だ
つ
瞬
間
な
ん
で
す
け
ど
も
、
そ

う
い
う
の
が
一
年
に
二
、三
回
あ
る
わ
け
で
す
よ
。

そ
れ
が
た
ま
ら
な
く
て
や
め
ら
れ
な
い
ん
で
す
け

ど
（
笑
）

あ
と
は
モ
バ
イ
ル
で
す
ね
。
僕
は
マ
ッ
プ
と

同
時
並
行
で
モ
バ
イ
ル
も
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
は
も
と
も
とi-m

ode

が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
モ
バ
イ
ル
産
業
が
発
達
し
て
い
た
ん
で
す
が
、

二
〇
〇
三
、四
年
の
頃
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
人
に

日
本
の
モ
バ
イ
ル
検
索
を
説
明
が
伝
わ
り
づ
ら

か
っ
た
。
せ
い
ぜ
い
ス
ク
リ
ー
ン
セ
ー
バ
ー
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
と
か
、
画
像
サ
イ
ト
見
る
く
ら
い

で
し
ょ
、
な
ん
て
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も

i-m
ode

の
頃
か
ら
日
本
の
モ
バ
イ
ル
ペ
ー
ジ
っ

て
沢
山
あ
っ
て
、
ク
ロ
ー
ラ
ー
で
収
集
で
き
て
い

た
ん
で
す
。
リ
ン
ク
の
構
造
や
マ
ー
ク
ア
ッ
プ

も
違
う
た
め
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
W
e
b
で
培
っ
て
い
た
技
術
っ
て

い
う
の
は
か
な
り
応
用
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

ん
で
、
そ
の
ま
ま
モ
バ
イ
ル
検
索
の
開
発
を
し
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
い
わ
ゆ
るiPhone

、

Android 
っ
て
い
う
も
の
が
出
て
き
て
、
モ
バ
イ

ル
に
お
け
る
検
索
が
世
界
中
で
理
解
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。

で
も
そ
の
時
に
は
も
う
僕
た
ち
は
日
本
で
の
経

験
が
あ
っ
た
ん
で
、携
帯
で
の
検
索
、U
I
（
ユ
ー

ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
）
で
の
工
夫
が
か
な
り

身
に
着
い
て
た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
そ
れ
は
（
日

本
オ
フ
ィ
ス
の
）
強
み
で
す
」

「「
あ
と
は
動
画
関
係
も
強
み
で
す
。YouTube 

を
買
収
す
る
前
か
ら
日
本
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画

が
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
し
。YouTube

チ
ー

ム
は
モ
バ
イ
ル
版
のH

TM
L 

フ
ァ
イ
ル
の
U
I

や
画
像
、
動
画
検
索
全
体
の
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
の
開

発
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
てGoogle 

日
本
語
入

力
とGoogle 

翻
訳
も
、
日
本
で
開
発
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
５
つ
が
強
い
で
す
ね
」」

―
―
徳
生
さ
ん
は
製
品
開
発
本
部
長
と
言
う
こ

と
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
る
の
で
す
か
？

「
僕
は
職
業
と
し
て
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
（
P
M
）
と
言
う
職
業
な
ん
で
す
。

こ
れ
は
製
品
が
で
き
る
ま
で
の
全
体
の
流
れ
を

全
て
統
括
す
る
と
言
う
仕
事
で
す
ね
。
製
品
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
、
ど
う
利
用
さ
れ
る
の
が

多
い
か
な
ど
を
考
え
て
全
体
の
流
れ
を
決
め
る
。

例
え
ば
メ
モ
リ
を
非
常
に
食
う
け
れ
ど
も
早
い
プ

ロ
セ
ス
と
、
ス
ピ
ー
ド
は
大
し
た
こ
と
な
い
が
メ

モ
リ
を
食
わ
な
い
プ
ロ
セ
ス
の
２
つ
が
あ
る
と
し

ま
す
よ
ね
。
パ
ソ
コ
ン
で
の
作
業
な
ら
前
者
で
も

問
題
な
い
で
す
が
、
ペ
ン
型
の
小
さ
な
デ
バ
イ
ス

に
組
み
込
む
と
す
る
な
ら
ば
後
者
の
ほ
う
が
い

い
。
そ
ん
な
、
製
品
開
発
に
お
け
る
意
思
決
定
に

関
わ
る
の
が
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
す
。

社
内
の
関
係
部
署
と
の
や
り
と
り
だ
け
で
な
く
、

デ
ー
タ
が
必
要
な
マ
ッ
プ
な
ど
の
製
品
の
デ
ー
タ

の
提
供
元
と
も
交
渉
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
製

品
を
発
表
す
る
際
の
メ
デ
ィ
ア
対
応
や
、
そ
の
後

の
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
ケ
ア
に
も
関
わ
り
ま
す
。
製
品

の
全
て
に
関
わ
る
仕
事
で
す
。

た
だ
こ
う
行
っ
た
指
示
に
は
技
術
の
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
基
本
的
な
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎
が
な
い
と
担

当
で
き
な
い
。
僕
も
十
年
間
プ
ロ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
てJAVA 

とC++ 

で
開
発
し
て
い
た
ん
で
す

け
ど
、
そ
ん
な
技
術
者
上
が
り
の
人
が
プ
ロ
ダ
ク

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
は
多
い
で
す
。

こ
の
仕
事
を
よ
く
僕
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮

者
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
ほ
ら
、
指
揮
者
っ
て
大

体
楽
器
弾
け
る
ひ
と
が
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
し
て

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
言
う
大
き
な
チ
ー
ム
で
力
を
発

揮
し
ま
す
。
様
々
な
楽
器
に
、
タ
ク
ト
ひ
と
つ
で

指
示
を
与
え
る
。
た
だ
自
分
も
楽
器
が
で
き
る
か

ら
、
チ
ー
ム
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。
そ
う
い
う
存

在
が
な
い
と
大
き
な
音
楽
っ
て
の
は
作
れ
な
い
で

す
よ
ね
。
同
じ
よ
う
に
、技
術
を
理
解
し
た
上
で
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
仕
事
を
す
る
の
が
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
す
。

技
術
者
上
が
り
と
い
い
ま
し
た
が
、
実
は
新
卒

専
用
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
れ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー(

A
P
M) 

と
い
っ

て
、
２
年
間
メ
ン
タ
ー
を
つ
け
て
修
行
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
１
年
づ
つ
違
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

担
当
さ
せ
る
ん
で
す
が
、
そ
の
代
わ
り
や
る
こ

と
は
P
M
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
。
実
はGm

ail 

も

A
P
M
が
担
当
し
ま
し
た
。

あ
と
はGoogle 

ニ
ュ
ー
ス
も
A
P
M
が
出
し

た
ま
し
た
ね
。
だ
か
ら
す
る
仕
事
が
変
わ
る
わ
け

で
は
な
い
で
す
。
た
だ
、
初
め
て
だ
か
ら
た
ま
に

こ
け
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
な
の
で
、
10
年

プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
言
う
仕
事

プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
例
え
る
と
指
揮
者
で
す

語句
解説

ドロイド君：左ページの写真映っているキャラクター。google 社が開発している携帯端末用プラットフォーム Android のマスコットキャラクターである。正式な名前はアナウンスされ

てないが、ここでは日本でよく呼ばれているドロイド君と言う呼称を使わせてもらった。フィギュアが発売されるほど人気が高い。
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目
の
ベ
テ
ラ
ン
P
M
と
は
違
う
シ
ス
テ
ム
で
評

価
し
ま
す
。
こ
れ
は
A
P
M
に
与
え
ら
れ
る
特

権
で
す
が
、
代
わ
り
に
２
年
た
っ
た
ら
独
り
立
ち

し
て
も
ら
い
ま
す
。
東
京
で
も
新
卒
で
雇
っ
て
、

最
近
３
人
ち
ゃ
ん
と
卒
業
し
ま
し
た
ね
。
そ
れ
が

プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
す
」

「
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
P
M
に
な
る
ひ
と
も
い
れ

ば
、
逆
の
こ
と
も
あ
る
。
積
極
的
に
途
中
で
い
れ

か
え
る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
」

す
。
未
踏
の
方
々
も
お
呼
び
し
て
ま
す
し
、
他
に

も
積
極
的
に
声
を
掛
け
て
ま
す
。
た
だ
、
全
員
が

全
員
ベ
テ
ラ
ン
で
な
く
て
も
い
い
わ
け
で
、
下
の

人
も
育
て
て
良
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
作
る
必
要
が
あ

る
。
毎
年
新
卒
は
数
十
人
雇
っ
て
い
ま
す
。
P
M

も
雇
い
た
い
ん
で
す
が
、
な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
と
思
わ
れ
て
い
る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の

ス
キ
ル
と
英
語
力
、
そ
し
て
人
と
交
渉
す
る
た
め

に
必
要
な
行
動
力
や
決
断
力
、
基
本
的
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
と
言
う
の
が
非
常
に
問
わ
れ
る

の
で
英
語
力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
キ
ル
の
ど
ち

ら
か
に
自
信
が
な
い
と
言
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
多

い
か
も
し
れ
な
い
。
文
系
の
学
生
の
方
だ
と
、
今

度
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
話
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。す
べ
て
を
併
せ
持
っ
た
う
え
で
、興
味
を
持
っ

て
く
れ
る
ひ
と
を
探
し
て
い
ま
す
。

改
め
て
言
い
ま
す
が
、
新
卒
は
雇
っ
て
ま
す
。

随
時
雇
っ
て
ま
す
し
、今
も
少
な
い
く
ら
い
で
す
。

た
だ
一
般
の
会
社
の
よ
う
に
、「
新
卒
は
何
月

ま
で
採
用
し
た
ら
今
年
の
分
は
終
わ
り
」
と
言
う

よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
日apply 
し

て
く
れ
て
卒
業
後
す
ぐ
に
入
社
し
て
く
れ
る
と
言

う
ひ
と
が
い
れ
ば
、
全
然
歓
迎
で
す
。
あ
と
、
内

定
先
に
突
然
や
っ
ぱ
り
不
採
用
と
言
わ
れ
し
ま
っ

た
ケ
ー
ス
、
皆
さ
ん
に
限
っ
て
は
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
ま
れ
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
当
然Google 

で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
と
言
う
の
も
、
一
般
的
な
会
社
で
見

ら
れ
る
よ
う
な
、
た
と
え
ば
年
間
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
っ
て
い

て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
予
算
が
が
っ
ち
り
組
ま

れ
い
て
、
限
ら
れ
た
期
間
で
し
か
学
生
を
を
採

用
し
な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
は
全
く
な
い
か
ら

で
す
。
新
卒
だ
ろ
う
が
中
退
だ
ろ
う
が
、
随
時
歓

迎
し
て
い
ま
す
。
常
に
人
が
枯
渇
し
て
る
状
態
で

す
。」―

―
そ
ん
な
に
枯
渇
し
て
い
る
と
は
…
…
や
は

り
事
業
を
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ

う
か
？

「
事
業
と
の
拡
大
と
既
存
事
業
そ
の
も
の
の
拡

大
、
そ
れ
か
ら
日
本
と
言
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
し

新
卒
採
用

―
―
新
卒
採
用
と
言
う
の
は
ち
ょ
っ
と
や
っ
ぱ

り
意
外
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、Google

さ
ん
と

い
え
ば
、
や
っ
ぱ
り
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
み
た

い
に
優
秀
な
人
を
つ
れ
き
て
っ
て
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね

「
あ
ー
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
ぜ
ひ
変
え
た
い
で
す

ね
。
今
日
は
良
い
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

ど
う
し
て
で
す
か
？
」

―
―
や
っ
ぱ
り
メ
デ
ィ
ア
で
触
れ
る
情
報
が
、

ほ
ん
と
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
す
ご
い
人
だ
け
を
い
っ

ぱ
い
集
め
て
、
て
い
う
報
道
を
よ
く
さ
れ
て
る
の

で
そ
れ
を
み
る
と
勘
違
い
し
て
し
ま
う
。
未
踏
の

人
が
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て
い
る
と
言
う
話
も
聞
き
ま

す
し
。

「
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
は
説
明
し
ま
す
と
、
経
験

者
に
お
声
掛
け
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま

て
の
ヘ
ッ
ド
コ
ー
タ
ー
か
ら
の
期
待
が
高
い
と
言

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
検
索
を
ど
ん
な
に
改
善
し

て
も
、
検
索
対
象
の
サ
イ
ト
は
毎
日
増
え
て
い
く

し
、広
告
分
野
も
ま
だ
ま
だ
成
長
の
余
地
が
あ
る
。

技
術
的
に
も
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
も
の
が
日
本
で

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
我
々
も
エ
ン
ジ
ニ
ア

も
、
追
い
つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
と
言
う
の
が

現
状
な
ん
で
す
。
こ
ん
な
に
オ
ポ
チ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
あ
る
の
に
全
然
手
つ
け
ら
れ
な
い
と
か
、
少
し

し
か
進
ま
な
い
よ
う
な
状
況
は
非
常
に
つ
ら
い
で

す
ね
。
だ
か
ら
今
一
番
僕
が
つ
ら
い
の
は
人
材
が

足
り
な
い
こ
と
で
す
」

↓会社の壁にはドロイド君が！時々変わり種が混じってます。

語句
解説

未踏：情報処理推進機構（ＩＰＡ）が実施する「未踏ＩＴ人材発掘・育成事業」のこと。プロジェクトを公募し、採択されると研究費をもらって研究することができる。メディア創成

の先輩にも採択された人がいる。ちなみに採択されて認められるとスーパークリエーターと言う称号を（本当にこういうネーミング。嘘じゃないったら）国から認定される。
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―
―
大
学
で
学
ぶ
学
問
と
社
会
で
必
要
な
学
問

の
違
い
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？
大
学
で
や
る
べ

き
研
究
、
企
業
で
や
る
べ
き
研
究
と
言
う
の
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

「
こ
の
質
問
は
色
々
と
考
え
た
ん
で
す
が
、
研

究
の
ト
ピ
ッ
ク
を
こ
ち
ら
か
ら
指
定
す
る
の
は
お

門
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
が
不
便
だ
と

感
じ
た
り
必
要
と
し
た
こ
と
を
、
解
決
し
て
い
く

こ
と
が
多
い
の
で
、Google 

で
の
研
究
も
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
で
出
て
く
る
モ
ノ
ば
か
り
な
ん
で
す

ね
。
な
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
こ
れ
を
や
っ
て
く
だ

さ
い
と
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

「（
２
つ
に
）
そ
ん
な
に
違
い
は
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
か
な
ぁ
。
大
学
は
ペ
ー
パ
ー
出
さ
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
言
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
る
ん
だ
と

思
い
ま
す
が
、
う
ち
の
会
社
は
形
に
し
な
い
と
い

け
な
い
。
出
版
と
言
う
形
で
出
す
の
か
、
実
際
の

形
に
す
る
の
か
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
。
大
学
と
共
同

研
究
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
大
学
の
方
に
一

人
２
、３
分
ぐ
ら
い
で
研
究
の
デ
モ
を
見
せ
て
も

ら
っ
て
、
こ
ち
ら
か
ら
も
デ
モ
を
お
見
せ
し
て
、

興
味
の
あ
る
分
野
が
同
じ
だ
っ
た
ら
一
緒
に
取
り

組
む
な
ど
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
理
論
は
あ
る
け
ど
検
索
の
デ
ー
タ
が

な
い
と
実
証
で
き
な
い
研
究
に
対
し
て
我
々
が

デ
ー
タ
を
提
供
す
る
な
ど
と
い
っ
た
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
多
く
行
っ
て
ま
す
。
ま
た
、
夏
前
に
ま

た
正
式
に
募
集
要
項
を
発
表
し
ま
す
が
、
学
生
を

対
象
と
し
た
三
ヶ
月
限
定
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
に
は
か
な
り

の
コ
ー
ド
ア
ク
セ
ス
権
が
与
え
ら
れ
る
の
で
、
大

掛
か
り
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
関
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
目
的
が
一
緒
で
あ
れ
ば
、
い
く
ら
で
も

一
緒
に
や
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
」

―
―
大
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。「

僕
達
が
皆
さ
ん
に
一
番
お
伝
え
し
た
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
学
問
、
研
究
に
関
わ
ら
ず
、
世
界
を

相
手
に
し
て
ほ
し
い
と
言
う
こ
と
。
最
終
的
な
目

的
は
製
品
や
技
術
を
世
界
の
ユ
ー
ザ
ー
に
使
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
そ
の
た
め
に
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
広
さ
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
で

す
か
ら
、
英
語
で
発
表
し
た
り
、
英
語
で
U
I

を
動
か
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
今
は
も

う
紙
で
研
究
を
提
出
す
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
電
子
で
出
し
た
らGoogle Scholar 

で
検

索
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
P
D
F
も
世
界

中
に
一
瞬
で
届
く
。
研
究
と
言
う
の
は
読
ん
で
も

ら
わ
な
い
と
価
値
が
解
ら
な
い
の
で
、
ま
ず
は
読

ん
で
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
れ
に
共
感
し

て
、
協
力
し
て
く
れ
る
人
が
も
し
か
し
た
ら
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
真
似
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
真
似
さ
れ
る
っ
て
あ
る
意
味
す

ご
い
こ
と
で
す
よ
。

最
近
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
発
表
さ

れ
る
新
し
い
製
品
を
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
て
、

盛
り
上
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
も
の

を
せ
っ
か
く
作
っ
て
も
、
狭
い
日
本
の
中
だ
け
で

使
わ
れ
て
終
わ
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
す
ご
く
勿

体
無
い
と
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら

活
動
し
て
い
く
上
で
、
皆
さ
ん
に
は
「
コ
レ
っ
て

世
界
で
通
用
す
る
の
か
な
？
」
と
考
え
て
み
て
ほ

し
い
。ま
た
通
用
す
る
か
ど
う
か
解
ら
な
い
け
ど
、

伝
え
た
い
と
言
う
気
持
ち
を
持
っ
て
、
論
文
を
英

語
で
書
い
て
み
る
と
か
、
英
語
で
ツ
イ
ー
ト
し
て

み
た
り
、facebook 

で
交
流
し
た
り
し
て
み
て

ほ
し
い
。
そ
ん
な
ふ
う
に
自
分
を
発
信
し
て
い
く

体
制
を
整
え
て
、研
究
の
ト
ピ
ッ
ク
に
集
中
し
て
、

ま
あ
最
終
的
に
は
と
り
あ
え
ず
た
く
さ
ん
勉
強
し

て
く
だ
さ
い
（
笑
）

Google 

で
は
採
用
の
と
き
に
G
P
A
を
見
ま

す
。
僕
が
入
っ
た
時
に
は
大
学
院
を
卒
業
し
て
10

年
経
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
G
P
A
は
聞
か
れ

ま
し
た
。
成
績
表
も
持
っ
て
こ
い
と
言
わ
れ
ま

す
。日
本
の
大
学
の
学
生
は
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
て
、

G
P
A
の
よ
う
な
数
字
上
の
成
績
を
重
視
し
な

い
と
最
近
ア
メ
リ
カ
の
担
当
者
も
理
解
し
て
き
ま

し
た
。

た
だ
、
そ
れ
で
も
出
来
る
人
は
み
ん
な
Ａ
を

取
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
力
は
本
当
に
仕
事
で
も

現
れ
ま
す
。
宿
題
と
か
学
問
を
ど
う
や
っ
て
効
率

良
く
こ
な
す
の
か
、
い
う
こ
と
は
仕
事
術
な
ん
で

す
よ
。
仕
事
は
い
く
ら
で
も
無
限
に
あ
り
ま
す
か

ら
、
そ
れ
を
「
早
く
楽
し
く
終
わ
ら
せ
て
別
の
こ

と
や
ろ
う
！
」
と
思
え
る
能
率
が
良
い
ひ
と
は
世

の
中
で
通
用
し
ま
す
。

話
を
元
に
戻
す
と
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
世
界

を
相
手
に
勉
強
な
り
研
究
な
り
を
し
て
、
自
分
の

成
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
心
持
ち
を
持
っ
て
い

く
と
言
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

最
近
の
起
業
家
を
見
て
い
て
も
思
う
ん
で
す

が
、YouTube 

で
英
語
の
ビ
デ
オ
を
作
っ
て
、

ま
ど
ろ
っ
こ
し
い
英
語
で
も
欧
米
の
人
た
ち
に
見

て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
人
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
や
っ
ぱ
り
彼
ら

は
最
初
か
ら
世
界
を
見
据
え
て
い
る
な
、
と
言
う

の
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
皆
さ
ん
の
学
部
に

い
る
人
に
も
体
感
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
非
常
に

情
熱
的
な
ト
ピ
ッ
ク
な
の
で
」

語句
解説

GPA：大学での成績を評価するために使う基準。ＡＢＣＤの成績評価に３、２、１、０などの点数を振り、全単位数で割ることで求められる。（大学によって求め方

に多少の違いはあるが）つまり授業を多く受けても落とす単位が多ければＧＰＡは伸びないことになる。研究室配属などにも重要になってくる値。

大
学
生
へ
一
言
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―
―Google
全
体
の
活
動
に
つ
い
て
で
す
が
、

最
近Google Buzz
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
よ
ね
。
こ
れ
は
こ
の

分
野
に
力
を
入
れ
る
と
言
う
考
え
が
あ
る
か
ら
な

の
で
し
ょ
う
か
。

「
そ
れ
は
非
常
に
簡
単
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。Google 

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。【
世
界
中
の
情
報
を
整
理
し
、
世
界
中
の

人
々
が
ア
ク
セ
ス
で
き
て
使
え
る
よ
う
に
す
る
】

と
。
で
も
、
そ
れ
で
は
言
い
切
れ
な
い
部
分
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を

オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ユ
ー
ズ
フ

ル
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

ユ
ー
ズ
フ
ル
と
は
つ
ま
り
万
人
が
そ
の
価
値
を

見
い
だ
し
て
そ
れ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

言
う
こ
と
で
、
も
う
ち
ょ
っ
と
言
う
と
、
み
ん
な

が
同
じ
土
俵
で
勝
負
で
き
る
よ
う
な
世
界
が
作
り

た
い
と
。

ど
ん
な
ユ
ー
ザ
ー
で
も
検
索
す
る
と
情
報
が
手

に
入
る
。
ど
ん
な
無
名
な
ブ
ロ
ガ
ー
で
も
そ
の
人

が
発
信
し
た
情
報
を
探
し
て
い
る
人
が
い
た
ら
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
昔
の
ペ
ー
パ
ー
メ
デ
ィ
ア

の
世
界
だ
と
高
額
な
広
告
を
出
さ
な
け
れ
ば
伝
わ

ら
な
か
っ
た
情
報
が
、
サ
イ
ト
さ
え
立
ち
上
げ
れ

ば
、探
し
て
い
る
人
に
う
ま
く
繋
げ
ら
れ
る
技
術
、

そ
れ
が
検
索
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に

し
た
の
がGoogle 

の
広
告
シ
ス
テ
ム
。

ど
ん
な
小
さ
な
企
業
で
も
数
百
円
か
ら
ア
ド

ワ
ー
ズ
と
言
う
広
告
を
始
め
ら
れ
て
、
世
の
中
に

百
人
欲
し
い
っ
て
言
う
人
が
い
れ
ば
百
人
全
員
が

見
つ
け
る
事
が
で
き
る
。
そ
れ
が
検
索
型
連
動
広

告
。そ
れ
を
も
っ
と
広
げ
る
と
き
に
使
え
る
の
が
、

Google App Engine

。
サ
ー
ビ
ス
を
作
り
た
く

て
も
、
百
万
人
の
ユ
ー
ザ
ー
が
使
う
に
は
相
当
多

く
の
サ
ー
バ
ー
が
必
要
で
す
よ
ね
。

で
も
そ
こ
で
お
金
を
使
っ
て
い
た
ら
何
も
で
き

な
い
。
そ
ん
な
サ
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ

て
い
る
余
裕
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
上
で
走
る
サ
ー

ビ
ス
を
パ
ッ
と
作
り
た
い
。
そ
ん
な
人
の
た
め

に
提
供
し
て
い
る
の
がGoogle App Engine

で

す
。
だ
か
ら
、
ど
ん
な
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
で
も
何

千
万
人
と
言
う
ユ
ー
ザ
ー
に
耐
え
る
サ
ー
ビ
ス
を

一
夜
に
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

Android

に
し
て
も
同
じ
く
、
携
帯
が
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
っ
て
多
く
の
A
P
I
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
公
式
の
許
可
を

取
ら
な
く
て
も
、ア
プ
リ
を
書
け
ば
す
ぐ
出
せ
る
。

M
ap API 

と
言
う
の
は
、
例
え
ば
「
ユ
ー
ザ
ー

か
ら
集
め
た
交
通
情
報
をTw

eet 

情
報
と
合
わ

せ
て
書
き
た
い
け
れ
ど
、
マ
ッ
プ
デ
ー
タ
が
な
い

か
ら
出
来
な
い
」と
言
う
問
題
を
解
決
す
る
も
の
。

Google 

の
A
P
I
を
使
え
ば
、JavaScript 

を

数
行
書
い
て
、
あ
と
は
マ
ッ
プ
を
読
み
込
ん
で
そ

の
上
に
作
れ
ば
い
い
。
そ
う
い
う
こ
と
が
出
来
る

ん
で
す
。
同
じ
考
え
方
で
、Chrom

eO
S 

と
か

Chrom
e 

も
、
す
べ
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
話
を
す
る
と
、

Google Buzz

は
も
ち
ろ
ん
ま
だ
改
良
の
余
地
は

随
分
あ
り
ま
す
が
、
利
点
は
多
く
あ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
き
は
人
に
勧

め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
す
よ
ね
。
そ
の
デ
ー
タ
を

集
め
れ
ば
も
っ
と
い
い
検
索
が
で
き
る
し
、
重
要

な
ペ
ー
ジ
が
解
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
。」

―
―
多
く
の
人
に
使
っ
て
も
ら
う
事
で
、
会
社

と
し
て
、
社
会
の
た
め
に
役
に
立
っ
て
い
く
と
言

う
意
味
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

語句
解説

Google Buzz: グーグルが発表したつぶやきを投稿できると言う twitter に良く似たサービス。Ｇ mail の一機能として提供されている。twitter と言えば、メディア創成の学生の twiter 利

用率は一般平均を大幅に上回っているので（高井調べ）アカウント取っておくといろいろと捗るとの噂。

「
そ
う
で
す
。Google 

の
創
設
者
た
ち
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
云
々
以
前
に
本
当
に
そ
う
い
う
事
を
考
え

て
い
ま
す
。
で
も
、「
そ
れ
が
ど
う
し
て
ビ
ジ
ネ

ス
に
な
る
の
？
」
と
聞
か
れ
た
と
き
、
僕
は
、
世

の
中
の
色
々
な
障
壁
が
取
れ
て
い
く
と
本
当
に
良

い
も
の
を
作
っ
て
い
る
人
が
成
功
す
る
よ
う
に
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、と
言
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Google 

と
し
て
も
「
ユ
ー
ザ
ー
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
て
こ
そ
う
ち
だ
よ
ね
」
と
言
う
自
負
が
あ
り

ま
す
の
で
。
誰
か
と
の
勝
負
で
や
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
例
え
ば
「
携
帯
の
ア
プ
リ
を
作
り
た
い

け
ど
、
１
か
ら
作
る
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
が
な
い
」

と
か
「
W
e
b
サ
ー
ビ
ス
を
作
り
た
い
け
ど
、

サ
ー
バ
ー
が
な
い
か
ら
作
れ
な
い
」
な
ど
の
障
壁

を
取
り
除
く
こ
と
も
重
要
視
し
て
い
る
。
作
り
た

い
も
の
を
と
に
か
く
ま
ず
作
っ
て
、
う
ま
く
い
く

か
試
し
て
み
る
と
言
う
、
良
い
も
の
を
開
発
す
る

ま
で
の
時
間
を
ど
れ
だ
け
短
縮
で
き
る
か
、
簡
略

化
で
き
る
か
っ
て
い
う
と
こ
ろ
に
僕
自
身
も
魅
力

を
感
じ
る
し
、
会
社
と
し
て
も
魅
力
を
感
じ
て
い

る
。
そ
れ
を
追
求
し
て
い
く
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
も
う
ま
く
行
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
の
成
功
は
す
べ
て
は
結
果
的
な
物
で
す
け
れ

ど
」

グ
ー
グ
ル
が
目
指
す
も
のgoogle 社員食堂、社員の間で会話が起こりやすいようにシングル席がない

構造になってる。六本木ヒルズだけあって眺めがいい。

同
じ
土
俵
で
勝
負
で
き
る

世
界
を
作
り
た
い
。
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―
―
最
近Google

の
C
M
を
目
に
す
る
機

会
が
す
ご
く
多
い
で
す
。
普
通
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
い
れ
ばGoogle

に
は
絶
対
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
な
ぜ

C
M
を
沢
山
打
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。「

そ
う
で
す
ね
、
や
っ
ぱ
り
、「
製
品
の
良
さ

が
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
」
っ
て
言
う
の

は
結
構
あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
大
学
生
だ

とGoogle 

を
知
ら
な
い
方
は
い
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
数
年
前
に
ク
ラ
ス
会
に
行
っ
て

Google 

の
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
見
せ
た
ら
、
半

分
以
上
の
人
は
何
が
な
ん
だ
か
解
ら
な
い
よ
う
で

し
た
」

―
―
そ
う
な
ん
で
す
か
…

「
そ
う
で
す
よ
、
例
え
ば
、
皆
さ
ん
の
親
戚
と

か
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
に
聞
い
た
ら
、Yahoo! 

さ
ん
な
ど
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
使
っ
て
い
る
け

れ
ど
もGoogle 

は
使
っ
て
い
な
い
と
言
う
ひ
と

は
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

「
製
品
と
し
て
の
向
上
す
べ
き
部
分
は
も
ち
ろ

ん
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
だ
け
良
い
も
の
を
作
っ
て

い
る
の
に
、
便
利
に
使
っ
て
も
ら
え
て
い
な
い
こ

と
が
課
題
な
ん
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
を
通
じ
て
「Google 

は
道
具
だ
」
と
か

「
天
才
し
か
使
え
な
い
」
と
い
っ
た
誤
解
に
近
い

イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
部
分
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
た
ん
で
す
。
な
の
で
今
回
は
、「Google 

―
―
す
ご
く
聞
き
に
く
い
の
で
す
が
、
最
後
の

質
問
な
ん
で
聞
い
ち
ゃ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
検
索

サ
ー
ビ
ス
と
言
う
も
の
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
既
に

「
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
」
で
あ
る
と
言
う
言
い
方
が

良
く
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
、
こ

れ
を
や
る
の
にGoogle

と
言
う
一
社
に
任
せ
て

し
ま
っ
て
い
い
の
か
と
言
う
批
判
が
多
く
の
場
所

で
聞
か
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
お
考
え
を
お

聞
き
し
た
い
で
す
。

「
情
報
の
入
り
口
っ
て
検
索
だ
け
じ
ゃ
な
い
と

思
い
ま
す
よ
。
そ
れ
こ
そ
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
本
当
に
口
伝
え
だ
っ
た

り
、
人
に
よ
っ
て
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
僕
な
ん
か
こ
の
前
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
買

う
と
き
に
、
直
接Am

azon 

の
サ
イ
ト
に
行
き

ま
し
た
。
妻
も
、
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
が
壊
れ
た
の

でkakaku.com
 

に
行
っ
て
新
し
い
も
の
を
探
し

て
い
ま
し
た
ね
。
だ
か
ら
、
W
e
b
検
索
だ
け

を
と
る
と
「
一
社
に
任
さ
れ
て
い
る
」
と
言
う
ふ

う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
情
報
に
た

ど
り
着
く
に
は
い
ろ
ん
な
入
り
口
が
存
在
し
て
い

る
訳
で
す
よ
ね
。
ユ
ー
ザ
ー
の
趣
向
も
常
に
大
き

く
変
化
す
る
し
、僕
た
ち
の
課
題
も
尽
き
ま
せ
ん
。

ま
ぁ
人
間
の
検
索
ニ
ー
ズ
の
大
き
さ
に
比
べ
た

ら
、
僕
た
ち
が
対
応
で
き
て
い
る
の
は
本
当
に
小

さ
い
範
囲
な
の
で
こ
れ
ば
っ
か
り
考
え
て
し
ま
う

と
問
題
提
起
と
言
う
も
の
は
狭
義
の
も
の
に
な
っ

で
は
検
索
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
こ
ん
な
事
も
で
き
る

ん
だ
よ
」
と
、
わ
ざ
と
突
拍
子
も
無
い
事
を
表
現

し
て
い
ま
す
。

で
も
よ
く
見
る
と
す
ご
い
技
術
が
無
い
と
で
き

な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

の
C
M
で
使
わ
れ
て
い
る
類
似
検
索
は
、カ
ラ
ー

マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
な
い
と
で
き
な
い
し
、
音
声
検

索
だ
っ
て
、
あ
の
精
度
で
や
る
の
は
相
当
大
変
な

こ
と
で
す
。
そ
う
や
っ
て
さ
り
げ
な
い
と
こ
ろ
で

技
術
を
見
せ
な
が
ら
、
う
ま
く
使
え
ば
面
白
い
ん

だ
！
と
言
う
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
い
な
い
人
、
あ
る

い
は
使
っ
て
い
て
も
接
す
る
事
が
少
な
い
人
に
向

け
て
、あ
え
て
流
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
す
ね
。

今
C
M
を
展
開
し
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
で
、

ア
メ
リ
カ
で
は
や
っ
て
い
な
い
で
す
。
ア
メ
リ
カ

で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
扱
わ
れ

方
を
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
日
本
の
よ
う
な

C
M
展
開
は
し
て
い
ま
せ
ん
」

社
会
的
イ
ン
フ
ラ
と
責
任
論

語句
解説

Google 八分：グーグルの検索結果から外されてしまうこと。ネットの世界においてグーグルで検索できないと言うことは存在しないも当然であり、一社にインフラを任せることは危険

ではないのかと言う批判で取り上げられることが多い。様々な意見があるが、今回の記事の内容で取り上げた「信用商売」と言う内容が一つの答えになっていると筆者は思う。

ラウンジにあるバーのような場所。社員用のこうした施設が
充実しているのも特徴の一つ。
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ち
ゃ
う
と
思
い
ま
す
」

―
―
会
社
の
趣
向
で
「
こ
こ
は
検
索
対
象
に
い

れ
な
い
」
と
、
い
わ
ゆ
る
「Google

八
分
」
に

さ
れ
る
、
そ
う
い
う
状
況
が
生
ま
れ
う
る
と
言
う

事
に
対
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

「
そ
う
で
す
ね
、
で
も
そ
れ
を
や
り
だ
す
と
、

ユ
ー
ザ
ー
は
非
常
に
敏
感
に
反
応
す
る
と
思
う
ん

で
す
よ
。

だ
か
ら「
明
ら
か
に
こ
れ
は
お
か
し
い
」と
思
っ

た
ら
や
っ
ぱ
り
反
論
す
る
し
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
と

い
っ
て
も
別
にGoogle 

だ
け
で
は
な
く
他
に
も

い
く
つ
も
あ
る
の
で
ユ
ー
ザ
ー
が
検
索
エ
ン
ジ
ン

を
替
え
る
と
言
う
の
は
、
本
当
は
非
常
に
簡
単
な

事
で
す
よ
ね
。
な
の
で
責
任
重
大
だ
と
思
っ
て
いラウンジにあったサッカーゲーム。他にビリヤードの台もある。

Google

社
の
徳
生
さ
ん
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
　
と
言
う

こ
と
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
以
上
な
の
で
す
が
、
み

な
さ
ん
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

も
と
も
と
こ
の
企
画
は
冒
頭
で
も
触
れ
ま
し
た

が
「
情
報
メ
デ
ィ
ア
」
っ
て
言
っ
て
も
何
が
何
だ

か
わ
か
ら
な
い
し
、
第
一
将
来
ど
こ
へ
行
け
ば
い

い
の
？
　
と
言
う
人
た
ち
の
た
め
に
、
情
報
メ

デ
ィ
ア
と
言
う
分
野
に
か
か
わ
る
企
業
や
人
な
ど

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
有
益
な
情
報
を
持
ち
帰

ろ
う
と
言
う
企
画
で
す
。
こ
の
記
事
を
通
し
て
少

し
で
も
企
業
の
雰
囲
気
や
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
な
ど
を
感
じ
て
も
ら
え

れ
ば
幸
い
で
す
。

帰
り
の
電
車
の
中
で
取
材
に
い
っ
た
メ
ン
バ
ー

と
話
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
人
材
が
足
り
な
い

と
言
う
話
は
や
は
り
意
外
で
し
た
。
し
か
し
、
考

え
て
み
れ
ば
英
語
が
で
き
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
と
れ
る
技
術
者
と
言
う
も
の
が
そ
も
そ
も
少
な

い
だ
け
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
こ
の
三
つ
だ
け
な
の
で
す
が
、
日
本
の
大

学
生
に
備
わ
っ
て
い
る
か
と
言
う
と
、
ち
ょ
っ
と

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
英
語
と
情
報
技

術
に
関
し
て
は
大
学
で
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
の
で

在
学
中
に
意
識
し
て
学
ん
で
み
る
と
良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
特
に
新
入
生
の
み
な
さ
ん

に
は
時
間
が
あ
と
四
年
間
あ
り
ま
す
。
長
い
よ
う

で
短
い
四
年
間
（
こ
れ
本
当
で
す
よ
！
）
少
し
で

も
ス
キ
ル
を
身
に
着
け
て
い
れ
ば
、今
後
の
人
生
、

少
し
は
有
利
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Google

の
求
め
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
な
ど
の
職
種
は
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
創
成
が

目
指
そ
う
と
し
て
い
る
人
物
像
に
近
い
も
の
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
、
あ
と
全
く
関
係
な
い
の
で
す
が
、
新
入
生

の
皆
さ
ん
は
こ
の
機
会
にGoogle

ア
カ
ウ
ン
ト

を
と
っ
て
お
く
と
、
大
学
生
活
に
非
常
に
便
利
な

の
で
お
勧
め
し
ま
す
。

こ
の
企
画
で
は
今
回
の
グ
ー
グ
ル
社
以
外
に
も

様
々
な
所
に
行
っ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
い

ま
す
。
過
去
の
様
々
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
学
内
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
で
ど
う
ぞ
。
ま
た
こ
の
記
事
を
読

ん
で
M
A
S
T
編
集
部
に
興
味
が
沸
い
た
ら
ぜ

ひ
一
緒
に
記
事
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
お
元
気
で
！
（
高
井
）

ま
す
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
期
待
に
応
え
る
た
め
の

ハ
ー
ド
ル
は
か
え
っ
て
上
が
っ
て
い
ま
す
。
非
常

に
健
康
的
な
サ
イ
ク
ル
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
よ
ね
」

―
―
ユ
ー
ザ
ー
の
目
が
あ
る
か
ら
、
下
手
な
事

も
で
き
な
い
し
…

「
で
き
な
い
し
、
お
か
し
い
と
思
わ
れ
た
ら
使

わ
れ
な
く
な
り
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
反
応
も
い
た
だ

く
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
こ
そ
、
検
索
そ
の
も
の
を

使
っ
て
く
れ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。人
に「
あ

れ
、
こ
れ
な
ん
だ
っ
け
」
と
聞
い
て
答
え
が
返
っ

て
く
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
結
局
「Google 

使
わ

な
い
で
も
友
達
に
聞
け
ば
良
い
じ
ゃ
ん
」
と
言
う

結
論
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
る
と
僕
た

ち
と
し
て
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た
せ
な
い
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
も
も
ち
ろ
ん
成
り
立
た
な
く
な

る
」―

―
銀
行
の
よ
う
な
信
用
商
売
に
な
っ
て
く
る

わ
け
で
す
ね
。

「
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

し
て
も
、
検
索
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に
し
て
も
、
製
品

の
安
定
性
に
し
て
も
、
全
て
「
信
用
商
売
」
に
置

き
換
え
ら
れ
る
。
無
料
で
提
供
し
て
契
約
も
何
も

発
生
し
て
い
な
い
以
上
、
囲
い
込
み
も
全
く
で
き

な
い
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
、
そ
れ
は
常
に
緊
張
感
満

載
で
す
」(

終)

編
集
部
か
ら

あり
がと
うご
ざい
まし
た！
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グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
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ザ
イ
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究
室
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ム  

尚サ
ン
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金
研
究
室
の
研
究

―
―
今
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
研
究
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「『
見
え
な
い
モ
ノ
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
』
と
い
う
の
が
こ

の
研
究
室
の
基
本
テ
ー
マ
で
す
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
、『
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
と
新
技
術
を
結
び
つ
け
て
も
っ
と
情

報
を
わ
か
り
易
く
す
る
』
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

私
個
人
と
し
て
は
3
D
C
G
を
も
っ
と
世
の
中
に
普
及
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
て
、
そ
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

リ
ア
ル
タ
イ
ム
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
。
3
D
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
は

レ
ン
ダ
リ
ン
グ
に
非
常
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
で
も
そ
れ

は
嫌
な
の
で
マ
ウ
ス
の
ボ
タ
ン
か
ら
手
を
離
し
た
瞬
間
に
レ

ン
ダ
リ
ン
グ
す
る
方
法
を
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
方
か
ら
開
発

し
て
い
ま
す
」

―
―
リ
ア
ル
タ
イ
ム
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
で
す
か
…
…
既
に
世
の

中
に
あ
る
も
の
と
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
？

「
市
販
の
も
の
だ
と
オ
ー
ト
デ
ス
ク
社
が
出
し
て
い
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
専
用
の
や
つ
も
あ
り
ま
す
ね
。
で
も
表
現

系
で
使
っ
て
い
る
ソ
フ
ト
っ
て
の
は
結
構
少
な
い
。
見
え
な

い
も
の
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
表
現
に
置
い
て
リ
ア

ル
タ
イ
ム
は
重
要
に
な
る
と
私
は
考
え
て
い
る
」

「
例
え
ば
、
ゲ
ー
ム
機
で
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
レ
ン
ダ
リ
ン
グ

は
一
般
的
。
で
も
ゲ
ー
ム
機
は
相
当
立
派
な
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

が
つ
い
て
る
。
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
一
般
に
普
及
し
て
い
る
機

械
で
も
動
か
そ
う
と
。
i
p
a
d
で
も
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
も

動
く
よ
う
に
。
つ
ま
り
現
在
の
環
境
を
最
大
限
使
お
う
と
し

て
い
る
わ
け
で
す
」

「
例
え
ば
私
の
研
究
の
一
つ
で
、
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
で

１. 三次元空間には存在しないイメージを…２. リアルタイムレンダリングによって、別角度から表示。

3
D
C
G
を
動
か
せ
る
と
い
う
モ
ノ
を
や
っ
て
た
。
今
は

キ
ネ
ク
ト
が
出
て
き
て
、
ま
あ
ま
あ
安
い
値
段
で
、
奥
行
き

も
測
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
で
も
問
題
は
そ
れ
を
み
ん
な

持
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
持
っ
て
い
な
い
。
い
ま
だ
に
キ
ネ

ク
ト
と
い
う
専
用
の
機
械
が
必
要
な
ん
だ
。
私
の
研
究
で

使
っ
て
い
る
の
は
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
は

ほ
と
ん
ど
付
い
て
い
る
し
、
ほ
と
ん
ど
の
人
た
ち
が
持
っ
て

る
。
だ
か
ら
一
般
化
を
目
指
す
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
事
。

皆
い
ま
普
通
に
持
っ
て
い
る
汎
用
機
で
最
大
限
の
資
源
を

引
っ
張
り
だ
し
て
応
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と
」

リ
ア
ル
タ
イ
ム
レ
ン
ダ
リ
ン
グ

「
た
と
え
ば
こ
れ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
っ
て
だ
ま
し
絵

な
ん
だ
よ
ね
、
ペ
ン
ロ
ー
ズ
の
三
角
形
（
１
）。（
と
い
っ
て

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
せ
る
）
こ
れ
っ
て
三
次
元
空
間
で
存
在

で
き
な
い
わ
け
、
で
も
ド
ラ
ッ
グ
す
る
と
実
際
ど
う
な
っ
て

る
か
が
解
る
（
２
）。
3
D
C
G
で
芸
術
作
品
を
見
破
れ
る

し
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
説
明
し
や
す
く
な
る
。
今
ま
で
は

イ
メ
ー
ジ
一
枚
で
し
か
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
。
で
も
ユ
ー

ザ
ー
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
が
見
た
い
。
見
た
い
と
こ
ろ
は
こ

う
や
っ
て
動
か
し
て
み
る
。す
る
と
新
し
い
発
見
が
で
き
る
」

―
―
確
か
に
今
の
ど
の
3
D
ソ
フ
ト
で
す
と
、
簡
易
的
な

も
の
は
ま
だ
し
も
、
最
終
的
な
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
に
は
時
間
が

か
か
る
も
の
が
多
い
で
す
ね
。
簡
易
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
は
ど
こ

で
も
使
っ
て
ま
す
け
ど
。、
光
の
計
算
ま
で
リ
ア
ル
に
や
ろ

う
と
す
る
と
、
相
当
ス
ペ
ッ
ク
が
必
要
だ
と
…
…

「
そ
う
。
今
の
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
実
現
し
た
ん
だ
け
ど
、

こ
れ
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
な
ん
だ
（
と
い
っ
て
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を
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ま
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は
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世
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中
に
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あ
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光
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特
許
い
く
ら
と
っ
て
も
論
文
い
く
つ
書
い
て
も
、

コ
レ
飾
っ
て
お
く
だ
け
じ
ゃ
つ
ま
ん
な
い
じ
ゃ
ん
。

画
像
を
見
せ
る
）」

―
―
綺
麗
で
す
ね
。
こ
れ
（
３
）
は
金
先
生
の
研
究
室
で
？

「
そ
う
。
特
許
い
く
ら
と
っ
て
も
論
文
い
く
つ
書
い
て
も
、

コ
レ
飾
っ
て
お
く
だ
け
じ
ゃ
つ
ま
ん
な
い
じ
ゃ
ん
。
世
の
中

に
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
か
な
い
と
。
そ
れ
で
ベ

ン
チ
ャ
ー
を
つ
く
っ
て
や
っ
て
る
わ
け
。
昔
だ
っ
た
ら
レ
ン

ダ
リ
ン
グ
一
枚
す
る
の
に
5
分
10
分
か
か
る
。
そ
ん
な
の

ユ
ー
ザ
ー
は
待
っ
て
ら
れ
な
い
。
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
が
早
く
な

れ
ば
、
3
D
C
G
で
作
ら
れ
た
も
の
も
本
物
と
変
わ
ら
な

い
わ
け
よ
。
世
の
中
の
商
品
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
し
て
保
存

し
て
お
け
ば
、
将
来
的
に
博
物
館
な
ん
か
で
も
見
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
資
料
と
し
て
の
価
値
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
ね
」

―
―
確
か
に
商
品
説
明
と
か
に
は
便
利
で
す
よ
ね
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
。
例
え
ば
車
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
車

を
売
る
と
き
に
i
p
a
d
と
か
で
使
え
ば
…
…

「
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
今
そ
れ
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。
あ

と
説
明
書
ね
。
車
の
カ
ー
ナ
ビ
と
か
で
車
の
故
障
し
た
場
所

が
解
っ
て
、
グ
ル
グ
ル
回
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
分
厚
い
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
そ
の
ま
ま
車
に
搭
載
で
き
る
。
技
術
が
進
歩
す

れ
ば
3
D
の
計
算
も
早
く
な
る
と
言
う
人
居
る
ん
だ
け
ど
、

技
術
の
進
歩
を
待
っ
て
ち
ゃ
ダ
メ
。
今
の
へ
ぼ
い
カ
ー
ナ
ビ

で
も
動
く
よ
う
な
も
の
を
作
ら
な
い
と
行
け
な
い
。
今
の
Ｉ

Ｔ
技
術
を
フ
ル
活
用
す
れ
ば
何
で
も
で
き
る
の
に
そ
れ
を
や

ろ
う
と
し
な
い
。
逃
げ
よ
う
と
し
て
る
。
来
年
、
再
来
年
あ

た
り
に
な
る
と
パ
ソ
コ
ン
が
早
く
な
っ
て
解
決
で
き
ま
す

よ
っ
て
い
う
の
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
私
は
そ
う
言
う
の
が
嫌

な
の
。
誰
で
も
言
え
る
じ
ゃ
ん
。
今
現
在
何
が
で
き
る
か
が

３. ハードウェアにより実現されたリアルタイムレンダリングの３DCG。

重
要
で
す
。
現
在
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
進
歩
っ

て
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
イ
ン
テ
ル
が
握
っ
て
る
よ
う
な
も

の
。
だ
か
ら
企
業
任
せ
の
現
実
の
中
で
、
も
っ
と
早
い
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
出
し
て
っ
て
ず
っ
と
待
っ
て
い
る
わ
け
に
は
行
か

な
い
し
さ
」

見
え
な
い
も
の
を
見
え
る
よ
う
に

―
―
見
え
な
い
モ
ノ
を
見
え
る
も
の
に
と
い
う
こ
と
は
、
情

報
可
視
化
と
は
違
う
ん
で
す
か
？

「
似
て
る
ん
だ
け
ど
、
私
の
考
え
て
い
る
情
報
と
は
ち
ょ
っ

と
違
う
か
な
。私
の
言
う
情
報
っ
て
の
は
実
際
に
見
て
解
る
、

体
験
で
き
る
そ
う
い
う
も
の
。
先
生
に
よ
っ
て
は
デ
ー
タ
を

提
示
す
る
こ
と
を
情
報
と
言
う
人
も
い
る
。
私
は
こ
の
二
つ

（
デ
ー
タ
と
情
報
）
は
は
っ
き
り
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
デ
ジ
タ
ル
の
時
計
っ
て
時
間
は
読

め
る
け
ど
、
あ
と
ど
れ
く
ら
い
の
量
が
残
っ
て
る
か
っ
て
分

か
り
に
く
い
。
ア
ナ
ロ
グ
は
円
周
で
解
る
じ
ゃ
な
い
。
だ
か

ら
想
像
で
き
る
も
の
そ
の
周
辺
の
も
の
、
提
示
さ
れ
た
情
報

の
周
り
の
も
の
ま
で
想
像
で
き
る
っ
て
の
が
情
報
デ
ザ
イ
ン

の
究
極
的
な
も
の
だ
と
思
う
」

研
究
に
つ
い
て

―
―
大
学
で
の
研
究
と
い
う
と
人
に
よ
っ
て
は
そ
れ
こ
そ
一

般
人
で
は
手
の
出
な
い
よ
う
な
高
性
能
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

使
っ
た
も
の
と
か
、
30
年
後
に
一
般
的
に
な
る
モ
ノ
を
今
大

学
で
研
究
し
て
30
年
後
を
作
る
ん
だ
と
い
う
考
え
方
も
あ
り

ま
す
よ
ね
。で
も
そ
の
方
向
と
は
金
先
生
の
研
究
は
違
う
と
。

「
私
は
実
践
で
な
い
と
行
け
な
い
と
思
う
。
デ
ザ
イ
ン
っ
て

の
は
ね
、
実
践
な
の
。
芸
術
は
自
己
満
足
で
あ
り
、
工
学
な

ん
か
は
未
来
を
予
測
す
る
仕
事
。
で
も
デ
ザ
イ
ン
は
実
際
に

使
え
る
、
実
用
学
問
だ
か
ら
。
研
究
室
と
社
会
は
繋
が
ら
な

い
と
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
。
じ
ゃ
な
い
と
意
味
が
無
い
な
と
」

―
―
今
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
か
。

「
ま
あ
、
あ
る
程
度
予
測
は
必
要
だ
け
ど
。
ど
の
技
術
が
必

要
と
さ
れ
る
か
を
考
え
て
、
研
究
し
な
い
と
行
け
な
い
。
技

術
を
フ
ル
活
用
す
る
た
め
に
は
、
ヘ
ボ
イ
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
で

も
動
く
よ
う
に
し
な
い
と
」

―
―
研
究
と
言
う
と
考
え
方
に
よ
っ
て
は
客
観
的
な
デ
ー
タ

で
で
な
い
と
意
味
が
無
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
ね
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
最
終
手
段
で
、
そ
れ
よ
り
か
は
、
計
測
し
て
測
れ

る
も
の
で
は
ダ
メ
と
か
。

「
工
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
そ
う
だ
ね
、
で
も
う
ち
は
そ
う

じ
ゃ
な
く
て
い
い
。
新
し
い
発
想
の
モ
ノ
が
で
き
れ
ば
、
検

証
は
あ
ま
り
重
要
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。
但
し
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
が
な
き
ゃ
ダ
メ
、
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
が
な
く
て
、

新
し
い
着
眼
点
が
あ
っ
て
、
し
か
も
結
果
物
が
誰
が
見
て
も

良
い
と
言
え
る
物
で
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
検
証
は
必
要
な
い

か
な
と
。
私
の
研
究
分
野
は
数
字
で
出
す
の
が
そ
も
そ
も
難

し
い
か
ら
。
仕
方
な
い
面
も
あ
る
。
感
性
的
な
部
分
は
哲
学

に
近
い
か
ら
。
感
性
脳
工
学
と
い
う
芸
術
か
ら
派
生
し
た
分

野
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
そ
こ
で
は
美
し
さ
な
ん
か
を
計
算
で

だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
で
も
中
々
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
」

―
―
失
敗
し
て
も
成
功
し
て
も
。
後
か
ら
来
る
人
の
た
め
の

指
針
に
な
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
か

「
そ
う
で
す
ね
」

―
―
検
証
が
居
る
か
ど
う
か
っ
て
の
は
研
究
分
野
に
よ
っ
て

大
き
く
違
う
話
で
す
ね
。

「
デ
ザ
イ
ン
と
か
コ
ン
テ
ン
ツ
と
か
の
分
野
で
は
そ
れ
ほ
ど

必
要
じ
ゃ
な
い
。
何
か
を
作
っ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
簡
単
な

検
証
を
す
る
だ
け
で
良
い
と
思
う
。
工
学
的
に
な
れ
ば
、
定

量
的
な
も
の
が
必
要
だ
け
ど
、
そ
も
そ
も
そ
れ
が
不
可
能
な

分
野
だ
か
ら
。工
学
っ
て
物
理
を
や
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

工
学
は
物
理
を
研
究
し
て
い
て
、
物
理
の
人
は
数
学
を
研
究

し
て
い
る
。
数
学
の
人
は
本
当
に
コ
ア
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
ち
ゃ
ん
と
数
字
と
し
て
結
果
だ
さ
な
い
と
、

ど
れ
く
ら
い
有
意
差
が
で
た
か
、
そ
の
有
意
差
は
何
を
意
味

し
て
い
る
の
か
が
重
要
。
で
も
こ
っ
ち
の
ほ
う
は
人
間
の
感

性
と
か
感
覚
に
訴
え
る
も
の
な
ん
で
、
数
字
的
に
出
て
く
る

は
ず
が
な
い
。
数
字
を
無
視
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
ん

だ
け
ど
、
割
合
と
し
て
ね
。
新
し
い
、
素
晴
ら
し
い
コ
ン
テ

ン
ツ
が
出
来
れ
ば
、
ま
あ
素
晴
ら
し
い
と
い
う
言
葉
も
曖
昧

な
ん
だ
け
ど
、
世
の
中
に
出
て
こ
な
い
モ
ノ
が
で
て
く
れ
ば

い
い
と
い
う
考
え
方
か
な
。
シ
ー
グ
ラ
フ
な
ん
か
、
そ
こ
で

の
論
文
の
半
分
ぐ
ら
い
は
評
価
実
験
な
ん
て
や
っ
て
な
い
。

新
し
い
表
現
だ
も
の
。
こ
れ
が
何
の
役
に
立
つ
か
っ
て
使
う

人
に
よ
っ
て
違
う
だ
ろ
う
し
、
評
価
で
き
な
い
。
大
し
た
問

題
じ
ゃ
な
い
。
こ
う
い
う
手
法
を
と
れ
ば
こ
う
な
り
ま
し
た

よ
と
い
う
報
告
だ
け
で
い
い
。
そ
れ
で
も
立
派
な
論
文
だ
か

ら
。
世
界
的
に
3
D
C
G
と
か
表
現
系
は
み
ん
な
そ
う
だ

ね
」

―
―
考
え
方
が
研
究
室
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り
ま
す
ね
。

「
変
わ
る
と
思
う
よ
。
私
こ
こ
に
来
て
び
っ
く
り
し
た
も
ん
、

情
報
デ
ザ
イ
ン
っ
て
み
ん
な
使
っ
て
る
か
ら
、
み
ん
な
私
み

た
い
な
情
報
デ
ザ
イ
ン
や
っ
て
る
か
っ
て
い
う
と
、
そ
う
で

は
な
く
て
デ
ー
タ
の
並
び
方
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
り
方
を

デ
ザ
イ
ン
と
言
っ
て
る
し
。
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
概
念
も
、
私

は
テ
レ
ビ
か
新
聞
か
ラ
ジ
オ
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
そ
う
考

え
る
じ
ゃ
な
い
。
で
も
こ
こ
で
は
例
え
ば
Ｃ
Ｄ
な
ん
か
も
メ

デ
ィ
ア
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
C
D
R
O
M
自
体
の
層
と

か
、
素
材
開
発
と
か
も
メ
デ
ィ
ア
と
言
う
ん
だ
ね
。
確
か
に

メ
デ
ィ
ア
な
ん
だ
け
ど
さ
。
指
す
範
囲
が
教
授
と
か
研
究
室

に
よ
っ
て
全
然
違
う
。
だ
か
ら
、
ド
コ
を
指
す
か
と
い
う
こ

と
を
明
確
に
し
て
お
か
な
い
と
話
が
ド
コ
に
行
く
か
解
ら
な

い
。
ア
ブ
ナ
イ
言
葉
で
も
あ
る
。
私
か
ら
す
る
と
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
今
ま
で
考
え
た
こ
と
な
か
っ

た
。
用
語
の
概
念
、
自
分
の
考
え
る
メ
デ
ィ
ア
の
範
囲
は
こ

こ
か
ら
こ
こ
ま
で
だ
よ
と
い
う
こ
と
を
最
初
に
言
わ
な
い
と

い
け
な
い
。
そ
れ
や
ら
な
い
と
話
が
噛
み
合
わ
な
い
場
合
が

あ
る
ね
」

学
生
の
研
究
に
つ
い
て

―
―
こ
の
研
究
室
の
学
生
の
研
究
っ
て
ど
ん
な
感
じ
に
な
る

ん
で
し
ょ
う
か
？

「
ま
だ
出
来
た
ば
か
り
な
ん
だ
け
ど
、
割
と
自
由
。
情
報
デ

ザ
イ
ン
に
関
係
し
て
い
て
、
新
し
い
こ
と
で
あ
れ
ば
O
K
。

例
え
ば
A
R
を
利
用
し
た
絵
本
。
モ
デ
リ
ン
グ
の
デ
ー
タ

量
を
軽
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
ん
な
パ
ソ
コ
ン
で
も
動
く

よ
う
に
し
て
、マ
ー
カ
ー
を
見
せ
た
り
、重
ね
て
文
字
を
作
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
出
て
く
る
と
か

か
ざ
し
た
り
と
か
。
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特
許
い
く
ら
と
っ
て
も
論
文
い
く
つ
書
い
て
も
、

コ
レ
飾
っ
て
お
く
だ
け
じ
ゃ
つ
ま
ん
な
い
じ
ゃ
ん
。

画
像
を
見
せ
る
）」

―
―
綺
麗
で
す
ね
。
こ
れ
（
３
）
は
金
先
生
の
研
究
室
で
？

「
そ
う
。
特
許
い
く
ら
と
っ
て
も
論
文
い
く
つ
書
い
て
も
、

コ
レ
飾
っ
て
お
く
だ
け
じ
ゃ
つ
ま
ん
な
い
じ
ゃ
ん
。
世
の
中

に
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
か
な
い
と
。
そ
れ
で
ベ

ン
チ
ャ
ー
を
つ
く
っ
て
や
っ
て
る
わ
け
。
昔
だ
っ
た
ら
レ
ン

ダ
リ
ン
グ
一
枚
す
る
の
に
5
分
10
分
か
か
る
。
そ
ん
な
の

ユ
ー
ザ
ー
は
待
っ
て
ら
れ
な
い
。
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
が
早
く
な

れ
ば
、
3
D
C
G
で
作
ら
れ
た
も
の
も
本
物
と
変
わ
ら
な

い
わ
け
よ
。
世
の
中
の
商
品
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
し
て
保
存

し
て
お
け
ば
、
将
来
的
に
博
物
館
な
ん
か
で
も
見
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
資
料
と
し
て
の
価
値
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
ね
」

―
―
確
か
に
商
品
説
明
と
か
に
は
便
利
で
す
よ
ね
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
。
例
え
ば
車
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
車

を
売
る
と
き
に
i
p
a
d
と
か
で
使
え
ば
…
…

「
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
今
そ
れ
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。
あ

と
説
明
書
ね
。
車
の
カ
ー
ナ
ビ
と
か
で
車
の
故
障
し
た
場
所

が
解
っ
て
、
グ
ル
グ
ル
回
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
分
厚
い
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
そ
の
ま
ま
車
に
搭
載
で
き
る
。
技
術
が
進
歩
す

れ
ば
3
D
の
計
算
も
早
く
な
る
と
言
う
人
居
る
ん
だ
け
ど
、

技
術
の
進
歩
を
待
っ
て
ち
ゃ
ダ
メ
。
今
の
へ
ぼ
い
カ
ー
ナ
ビ

で
も
動
く
よ
う
な
も
の
を
作
ら
な
い
と
行
け
な
い
。
今
の
Ｉ

Ｔ
技
術
を
フ
ル
活
用
す
れ
ば
何
で
も
で
き
る
の
に
そ
れ
を
や

ろ
う
と
し
な
い
。
逃
げ
よ
う
と
し
て
る
。
来
年
、
再
来
年
あ

た
り
に
な
る
と
パ
ソ
コ
ン
が
早
く
な
っ
て
解
決
で
き
ま
す

よ
っ
て
い
う
の
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
私
は
そ
う
言
う
の
が
嫌

な
の
。
誰
で
も
言
え
る
じ
ゃ
ん
。
今
現
在
何
が
で
き
る
か
が

３. ハードウェアにより実現されたリアルタイムレンダリングの３DCG。

重
要
で
す
。
現
在
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
進
歩
っ

て
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
イ
ン
テ
ル
が
握
っ
て
る
よ
う
な
も

の
。
だ
か
ら
企
業
任
せ
の
現
実
の
中
で
、
も
っ
と
早
い
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
出
し
て
っ
て
ず
っ
と
待
っ
て
い
る
わ
け
に
は
行
か

な
い
し
さ
」

見
え
な
い
も
の
を
見
え
る
よ
う
に

―
―
見
え
な
い
モ
ノ
を
見
え
る
も
の
に
と
い
う
こ
と
は
、
情

報
可
視
化
と
は
違
う
ん
で
す
か
？

「
似
て
る
ん
だ
け
ど
、
私
の
考
え
て
い
る
情
報
と
は
ち
ょ
っ

と
違
う
か
な
。私
の
言
う
情
報
っ
て
の
は
実
際
に
見
て
解
る
、

体
験
で
き
る
そ
う
い
う
も
の
。
先
生
に
よ
っ
て
は
デ
ー
タ
を

提
示
す
る
こ
と
を
情
報
と
言
う
人
も
い
る
。
私
は
こ
の
二
つ

（
デ
ー
タ
と
情
報
）
は
は
っ
き
り
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
デ
ジ
タ
ル
の
時
計
っ
て
時
間
は
読

め
る
け
ど
、
あ
と
ど
れ
く
ら
い
の
量
が
残
っ
て
る
か
っ
て
分

か
り
に
く
い
。
ア
ナ
ロ
グ
は
円
周
で
解
る
じ
ゃ
な
い
。
だ
か

ら
想
像
で
き
る
も
の
そ
の
周
辺
の
も
の
、
提
示
さ
れ
た
情
報

の
周
り
の
も
の
ま
で
想
像
で
き
る
っ
て
の
が
情
報
デ
ザ
イ
ン

の
究
極
的
な
も
の
だ
と
思
う
」

研
究
に
つ
い
て

―
―
大
学
で
の
研
究
と
い
う
と
人
に
よ
っ
て
は
そ
れ
こ
そ
一

般
人
で
は
手
の
出
な
い
よ
う
な
高
性
能
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

使
っ
た
も
の
と
か
、
30
年
後
に
一
般
的
に
な
る
モ
ノ
を
今
大

学
で
研
究
し
て
30
年
後
を
作
る
ん
だ
と
い
う
考
え
方
も
あ
り

ま
す
よ
ね
。で
も
そ
の
方
向
と
は
金
先
生
の
研
究
は
違
う
と
。

「
私
は
実
践
で
な
い
と
行
け
な
い
と
思
う
。
デ
ザ
イ
ン
っ
て

の
は
ね
、
実
践
な
の
。
芸
術
は
自
己
満
足
で
あ
り
、
工
学
な

ん
か
は
未
来
を
予
測
す
る
仕
事
。
で
も
デ
ザ
イ
ン
は
実
際
に

使
え
る
、
実
用
学
問
だ
か
ら
。
研
究
室
と
社
会
は
繋
が
ら
な

い
と
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
。
じ
ゃ
な
い
と
意
味
が
無
い
な
と
」

―
―
今
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
か
。

「
ま
あ
、
あ
る
程
度
予
測
は
必
要
だ
け
ど
。
ど
の
技
術
が
必

要
と
さ
れ
る
か
を
考
え
て
、
研
究
し
な
い
と
行
け
な
い
。
技

術
を
フ
ル
活
用
す
る
た
め
に
は
、
ヘ
ボ
イ
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
で

も
動
く
よ
う
に
し
な
い
と
」

―
―
研
究
と
言
う
と
考
え
方
に
よ
っ
て
は
客
観
的
な
デ
ー
タ

で
で
な
い
と
意
味
が
無
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
ね
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
最
終
手
段
で
、
そ
れ
よ
り
か
は
、
計
測
し
て
測
れ

る
も
の
で
は
ダ
メ
と
か
。

「
工
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
そ
う
だ
ね
、
で
も
う
ち
は
そ
う

じ
ゃ
な
く
て
い
い
。
新
し
い
発
想
の
モ
ノ
が
で
き
れ
ば
、
検

証
は
あ
ま
り
重
要
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。
但
し
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
が
な
き
ゃ
ダ
メ
、
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
が
な
く
て
、

新
し
い
着
眼
点
が
あ
っ
て
、
し
か
も
結
果
物
が
誰
が
見
て
も

良
い
と
言
え
る
物
で
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
検
証
は
必
要
な
い

か
な
と
。
私
の
研
究
分
野
は
数
字
で
出
す
の
が
そ
も
そ
も
難

し
い
か
ら
。
仕
方
な
い
面
も
あ
る
。
感
性
的
な
部
分
は
哲
学

に
近
い
か
ら
。
感
性
脳
工
学
と
い
う
芸
術
か
ら
派
生
し
た
分

野
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
そ
こ
で
は
美
し
さ
な
ん
か
を
計
算
で

だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
で
も
中
々
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
」

―
―
失
敗
し
て
も
成
功
し
て
も
。
後
か
ら
来
る
人
の
た
め
の

指
針
に
な
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
か

「
そ
う
で
す
ね
」

―
―
検
証
が
居
る
か
ど
う
か
っ
て
の
は
研
究
分
野
に
よ
っ
て

大
き
く
違
う
話
で
す
ね
。

「
デ
ザ
イ
ン
と
か
コ
ン
テ
ン
ツ
と
か
の
分
野
で
は
そ
れ
ほ
ど

必
要
じ
ゃ
な
い
。
何
か
を
作
っ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
簡
単
な

検
証
を
す
る
だ
け
で
良
い
と
思
う
。
工
学
的
に
な
れ
ば
、
定

量
的
な
も
の
が
必
要
だ
け
ど
、
そ
も
そ
も
そ
れ
が
不
可
能
な

分
野
だ
か
ら
。工
学
っ
て
物
理
を
や
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

工
学
は
物
理
を
研
究
し
て
い
て
、
物
理
の
人
は
数
学
を
研
究

し
て
い
る
。
数
学
の
人
は
本
当
に
コ
ア
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
ち
ゃ
ん
と
数
字
と
し
て
結
果
だ
さ
な
い
と
、

ど
れ
く
ら
い
有
意
差
が
で
た
か
、
そ
の
有
意
差
は
何
を
意
味

し
て
い
る
の
か
が
重
要
。
で
も
こ
っ
ち
の
ほ
う
は
人
間
の
感

性
と
か
感
覚
に
訴
え
る
も
の
な
ん
で
、
数
字
的
に
出
て
く
る

は
ず
が
な
い
。
数
字
を
無
視
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
ん

だ
け
ど
、
割
合
と
し
て
ね
。
新
し
い
、
素
晴
ら
し
い
コ
ン
テ

ン
ツ
が
出
来
れ
ば
、
ま
あ
素
晴
ら
し
い
と
い
う
言
葉
も
曖
昧

な
ん
だ
け
ど
、
世
の
中
に
出
て
こ
な
い
モ
ノ
が
で
て
く
れ
ば

い
い
と
い
う
考
え
方
か
な
。
シ
ー
グ
ラ
フ
な
ん
か
、
そ
こ
で

の
論
文
の
半
分
ぐ
ら
い
は
評
価
実
験
な
ん
て
や
っ
て
な
い
。

新
し
い
表
現
だ
も
の
。
こ
れ
が
何
の
役
に
立
つ
か
っ
て
使
う

人
に
よ
っ
て
違
う
だ
ろ
う
し
、
評
価
で
き
な
い
。
大
し
た
問

題
じ
ゃ
な
い
。
こ
う
い
う
手
法
を
と
れ
ば
こ
う
な
り
ま
し
た

よ
と
い
う
報
告
だ
け
で
い
い
。
そ
れ
で
も
立
派
な
論
文
だ
か

ら
。
世
界
的
に
3
D
C
G
と
か
表
現
系
は
み
ん
な
そ
う
だ

ね
」

―
―
考
え
方
が
研
究
室
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り
ま
す
ね
。

「
変
わ
る
と
思
う
よ
。
私
こ
こ
に
来
て
び
っ
く
り
し
た
も
ん
、

情
報
デ
ザ
イ
ン
っ
て
み
ん
な
使
っ
て
る
か
ら
、
み
ん
な
私
み

た
い
な
情
報
デ
ザ
イ
ン
や
っ
て
る
か
っ
て
い
う
と
、
そ
う
で

は
な
く
て
デ
ー
タ
の
並
び
方
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
り
方
を

デ
ザ
イ
ン
と
言
っ
て
る
し
。
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
概
念
も
、
私

は
テ
レ
ビ
か
新
聞
か
ラ
ジ
オ
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
そ
う
考

え
る
じ
ゃ
な
い
。
で
も
こ
こ
で
は
例
え
ば
Ｃ
Ｄ
な
ん
か
も
メ

デ
ィ
ア
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
C
D
R
O
M
自
体
の
層
と

か
、
素
材
開
発
と
か
も
メ
デ
ィ
ア
と
言
う
ん
だ
ね
。
確
か
に

メ
デ
ィ
ア
な
ん
だ
け
ど
さ
。
指
す
範
囲
が
教
授
と
か
研
究
室

に
よ
っ
て
全
然
違
う
。
だ
か
ら
、
ド
コ
を
指
す
か
と
い
う
こ

と
を
明
確
に
し
て
お
か
な
い
と
話
が
ド
コ
に
行
く
か
解
ら
な

い
。
ア
ブ
ナ
イ
言
葉
で
も
あ
る
。
私
か
ら
す
る
と
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
今
ま
で
考
え
た
こ
と
な
か
っ

た
。
用
語
の
概
念
、
自
分
の
考
え
る
メ
デ
ィ
ア
の
範
囲
は
こ

こ
か
ら
こ
こ
ま
で
だ
よ
と
い
う
こ
と
を
最
初
に
言
わ
な
い
と

い
け
な
い
。
そ
れ
や
ら
な
い
と
話
が
噛
み
合
わ
な
い
場
合
が

あ
る
ね
」

学
生
の
研
究
に
つ
い
て

―
―
こ
の
研
究
室
の
学
生
の
研
究
っ
て
ど
ん
な
感
じ
に
な
る

ん
で
し
ょ
う
か
？

「
ま
だ
出
来
た
ば
か
り
な
ん
だ
け
ど
、
割
と
自
由
。
情
報
デ

ザ
イ
ン
に
関
係
し
て
い
て
、
新
し
い
こ
と
で
あ
れ
ば
O
K
。

例
え
ば
A
R
を
利
用
し
た
絵
本
。
モ
デ
リ
ン
グ
の
デ
ー
タ

量
を
軽
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
ん
な
パ
ソ
コ
ン
で
も
動
く

よ
う
に
し
て
、マ
ー
カ
ー
を
見
せ
た
り
、重
ね
て
文
字
を
作
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
出
て
く
る
と
か

か
ざ
し
た
り
と
か
。
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ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
な
る
た
め
に
は
、
い
ろ
ん
な
星
の
味
を
見
な
い
と
。

子
供
た
ち
に
実
験
し
た
ん
だ
け
ど
、
結
構
子
供
た
ち
ハ
マ
っ

て
さ
。

他
に
も
ア
マ
ゾ
ン
の
U
I
の
ク
リ
ッ
ク
数
を
減
ら
し
て

も
っ
と
買
い
や
す
く
す
る
た
め
の
研
究
。
こ
れ
も
さ
っ
き
と

同
じ
よ
う
に
既
存
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を
使
っ
て
今
ま
で
の
も
の
を

も
っ
と
使
い
や
す
く
す
る
も
の
。
デ
ー
タ
は
ア
マ
ゾ
ン
か
ら

引
っ
張
っ
て
き
て
買
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

こ
れ
を
作
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
と
、
時
間
も
ク
リ
ッ
ク

数
も
減
る
と
い
う
結
果
が
ち
ゃ
ん
と
で
る
。

そ
れ
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
を
年
表
に
す
る
と
い
う
研
究
も
あ
っ

た
。
そ
う
い
う
の
は
今
ま
で
な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
こ
の

研
究
で
は
大
捜
査
線
の
ム
ー
ビ
ー
の
内
容
を
年
表
に
し
て
、

3
D
に
し
て
分
か
り
や
す
く
し
た
も
の
を
製
作
し
て
る
。

だ
か
ら
一
枚
見
る
だ
け
で
踊
る
大
捜
査
線
の
伏
線
が
と
か
が

す
ぐ
解
る
。
こ
う
す
る
と
コ
ン
テ
ン
ツ
の
広
告
に
も
役
に
立

つ
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
伏
線
中
心
に
見
た
い
と
か
そ
う
い
う

楽
し
み
方
が
で
き
る
。
だ
か
ら
一
話
を
も
う
一
回
み
る
と
そ

の
内
容
が
は
っ
き
り
す
る
と
か
さ
。
そ
う
い
う
研
究
」

（
研
究
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
筑
波
大
学
春
日
キ
ャ
ン
パ

ス
　
研
究
棟
　
５
１
０
　
筑
波
大
学
春
日
キ
ャ
ン
パ
ス
　

研
究
棟
　
５
１
０
ま
で
！
事
前
に
メ
ー
ルpacm

an@
slis.

tsukuba.ac.jp

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
）

―
―
研
究
室
に
は
ど
ん
な
学
生
に
来
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す

か
？

「
実
は
ど
ん
な
学
生
で
も
い
い
の
。
や
り
遂
げ
る
ひ
と
っ
て

話
し
て
み
る
と
解
る
か
ら
。
世
の
中
の
人
達
っ
て
95
％
は
頑

張
っ
て
る
。
や
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
こ
と
95
％
は
や
っ
て

る
。
で
も
残
り
５
％
で
生
き
残
る
か
、
死
ぬ
か
が
そ
こ
で
決

ま
る
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
も
皆
一
緒
。
私
も
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

広
告
代
理
店
で
二
年
ぐ
ら
い
働
い
て
た
ん
だ
け
ど
、
み
ー
ん

な
頑
張
っ
て
る
。
で
も
な
ん
で
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
る
か
と
い
う

と
、そ
の
５
％
。
最
後
の
追
い
込
み
で
手
を
抜
い
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
、
ど
う
い
う
人
に
来
て
欲
し
い
か
と
い
う
質
問
に
関

し
て
は
懲
り
な
い
奴
が
欲
し
い
ね
。
本
当
に
こ
れ
で
最
善
な

の
か
、
考
え
続
け
て
も
う
１
ス
テ
ッ
プ
上
が
る
人
と
、
そ
こ

で
満
足
し
て
諦
め
る
人
が
い
る
。
世
の
中
に
出
て
く
る
と
、

後
者
は
リ
ス
ト
ラ
対
象
に
な
る
よ
。
だ
か
ら
し
つ
こ
く
取
り

組
む
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
い
ね
」

創
成
の
学
生
全
体
に
つ
い
て

―
―
創
成
の
学
生
全
体
に
つ
い
て
伝
え
た
い
こ
と
あ
り
ま
す

か
？

「
3
D
C
G
っ
て
難
し
い
と
か
俺
に
は
向
い
て
い
な
い
っ
て

皆
言
っ
て
る
ら
し
い
ね
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
レ
イ
ト
レ
ー

シ
ン
グ
と
か
や
っ
て
難
し
か
っ
た
か
ら
っ
て
。
レ
イ
ト
レ
ー

シ
ン
グ
は
難
し
い
け
ど
、
世
の
中
の
3
D
C
G
で
は
あ
ま

り
そ
こ
は
や
ら
な
い
。
も
っ
と
も
ど
う
い
う
仕
組
み
に
な
っ

て
る
か
は
知
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
け
ど
さ
。
そ
こ
で

挫
折
し
て
い
る
人
が
多
い
イ
メ
ー
ジ
。
そ
れ
な
ん
と
か
し
た

い
。
と
い
う
こ
と
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
表
現
演
習
。
今
年
か
ら

そ
れ
私
な
の
ね
。
3
D
C
G
は
こ
ん
な
に
楽
し
い
物
な
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
今
年
の
１
年
生
か
ら
や
っ
て
し
ま
お
う
と

思
っ
て
い
る
。
み
ん
な
3
D
C
G
を
怖
が
っ
て
る
よ
ね
。

苦
手
に
な
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
う
。」

「
も
う
一
つ
言
い
た
い
の
は
「
メ
デ
ィ
ア
創
成
っ
て
ど
ん
な

学
科
か
解
ら
な
い
」「
わ
け
わ
か
ら
な
い
」
っ
て
皆
言
う
じ
ゃ

ん
。
そ
れ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
創
成
だ
け
の
話
で
は
な
い
ん
だ
。

ど
ん
な
学
科
で
も
同
じ
。
大
学
っ
て
の
は
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

じ
ゃ
ん
。
ユ
ニ
バ
ー
ス
な
ん
で
す
よ
。
宇
宙
な
ん
で
す
よ
。

宇
宙
の
星
を
目
指
し
て
走
ろ
う
っ
て
言
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
、

星
が
一
杯
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
こ
れ
と
こ
れ
を
見
て
、
今
ま

で
見
た
物
で
こ
う
い
う
モ
ノ
が
出
来
な
い
か
な
っ
て
そ
れ
が

大
学
な
の
ね
。
だ
か
ら
ど
ん
な
学
科
か
解
ら
な
い
と
い
う
の

は
正
解
だ
と
思
う
。
専
門
学
校
だ
と
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
わ

け
。
C
G
専
門
学
校
で
は
C
G
ば
っ
か
り
や
っ
て
る
か
ら

さ
。
は
っ
き
り
し
て
る
じ
ゃ
ん
。
だ
か
ら
専
門
学
校
と
四
年

生
大
学
の
違
い
は
ソ
コ
な
ん
だ
よ
。
こ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
創
成

だ
け
で
な
く
て
、
韓
国
で
も
一
緒
。
私
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン
と
か
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
ず
っ
と
を
や
っ
て
き

た
ん
だ
け
ど
、
本
当
に
何
を
教
え
て
も
ら
っ
た
か
覚
え
て
な

い
し
さ
。
で
も
い
ろ
ん
な
授
業
、
数
学
と
か
線
形
代
数
と
か

い
つ
役
に
立
つ
か
解
ら
な
い
ん
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
も
の
を

聞
い
た
人
と
そ
う
で
な
い
人
で
は
ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
わ
け
。
そ

れ
を
聞
か
な
い
と
応
用
力
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
そ
れ
は
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
っ
て
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
じ
ゃ
な
い
。
ク
リ

エ
ー
タ
ー
に
な
る
た
め
に
は
い
ろ
ん
な
星
の
味
を
見
な
い

と
。
だ
か
ら
メ
デ
ィ
ア
創
成
の
分
け
が
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ

何
学
科
？
っ
て
言
っ
て
る
の
は
、
私
は
大
学
と
し
て
は
正
解

だ
と
思
う
。
逆
に
や
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
る
ん
だ
っ
た

ら
そ
れ
は
専
門
学
校
に
行
っ
た
方
が
い
い
ね
」

記
事
担
当

　高
井

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
こ
の
記
事
の
担
当
高
井
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
「
研
究
室
っ
て
三
年
生
に
な
る
ま
で
何
や
っ

て
る
か
解
ら
な
い
。
大
体
研
究
っ
て
何
？
情
報
が
欲
し
い
ん

だ
け
ど
…
…
」
と
い
う
声
に
答
え
こ
の
研
究
室
紹
介
企
画
が

誕
生
し
ま
し
た
。

研
究
室
に
よ
っ
て
研
究
に
関
し
て
の
考
え
方
は
大
き
く
違
い

ま
す
。
理
系
よ
り
の
研
究
と
文
系
よ
り
の
研
究
で
は
ア
プ

ロ
ー
チ
の
仕
方
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

研
究
業
績
に
つ
い
て
は
調
べ
れ
ば
出
て
く
る
。
な
ら
ば
教
授

が
何
を
考
え
て
い
る
の
に
焦
点
を
あ
て
よ
う
と
し
て
で
き
た

今
回
の
企
画
。
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
号
は
新
入
生
も
読
む
と
思
い
ま
す
が
、
早
め
に
研
究
に

つ
い
て
考
え
る
の
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

デ
ザ
イ
ン
担
当

　岡
本

岡
本
で
す
。
入
学
し
た
て
は
先
生
が
た
と
も
初
対
面
で
さ
っ

ぱ
り
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
記
事
で
、
金
先
生
の
魅
力
（
な

ど
な
ど
…
）
が
少
し
で
も
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
れ
ば
幸

い
で
す
。 編

集
後
記

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ソ
ウ
ル
で
誕
生

韓
国
の
ソ
ウ
ル
で
生
ま
れ
る
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
絵
で
賞
を

貰
う
な
ど
絵
か
き
に
は
興
味
が
あ
っ
た
。

学
生
時
代

工
業
系
の
高
校
で
電
子
学
科
を
卒
業
、
ハ
ン
ダ
つ
け
が
上

手
く
な
る
。
大
学
は
工
業
デ
ザ
イ
ン
。「
当
時
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
モ
ノ
を
作
る
と
い
う
発
想
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
電

子
と
デ
ザ
イ
ン
を
結
び
つ
け
る
も
の
と
い
う
と
3
D
C
G

し
か
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
3
D
C
G
と
は
長
い
付
き
合
い

で
す
」

特
殊
部
隊
（
！
？
）
配
属

大
学
在
学
中
に
徴
兵
制
に
よ
り
、
軍
隊
に
、
韓
国
で
16
人

し
か
い
な
い
特
殊
部
隊
に
配
属
。「
健
康
だ
っ
た
し
身
長
も

ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
か
ら
ね
。
運
が
悪
か
っ
た
。
有
事
の
際
に

は
平
壌
に
行
か
な
き
ゃ
行
け
な
い
か
ら
、
森
の
中
で
の
生

存
訓
練
は
か
な
り
厳
し
く
受
け
ま
し
た
。
今
で
も
ナ
イ
フ

一
本
あ
れ
ば
三
ヶ
月
は
生
き
ら
れ
る
。
訓
練
は
厳
し
く
て
死

ん
で
し
ま
お
う
か
と
も
思
っ
た
。
一
秒
遅
れ
で
死
ん
で
た
っ

て
時
も
あ
っ
た
し
。
何
回
か
死
に
そ
う
な
経
験
を
す
る
と
、

知
ら
な
い
人
間
の
た
め
に
命
を
使
う
な
ん
て
く
だ
ら
な
く

思
っ
ち
ゃ
う
。
私
は
命
を
自
分
の
為
に
使
お
う
と
思
っ
た
。

で
復
学
し
た
後
は
普
通
の
人
生
で
す
。
訓
練
の
お
か
げ
で
徹

夜
が
う
ま
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
い
ま
で
も
手
が
届
く
場

所
に
は
ど
こ
で
も
ひ
ょ
い
と
上
が
れ
る
。
あ
と
普
通
の
人
間

な
ら
三
秒
で
倒
せ
る
ん
だ
」

復
学

イ
ン
タ
ー
ン
で
広
告
代
理
店
に
勤
め
な
が
ら
大
学
を
卒
業
、

引
き
続
き
大
学
院
に
働
き
な
が
ら
進
学
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン
を
学
ぶ
。「
当
時
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
概

念
が
な
く
会
社
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
3
D
C
G
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
使
え
る
と
い
う
の
が

嬉
し
く
て
、
会
社
に
ず
っ
と
い
て
起
き
て
い
る
間
は
全
部
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
い
じ
っ
て
た
。
ベ
ッ
ド
も
あ
る
し
。
そ
れ
を
五

年
ぐ
ら
い
や
っ
た
」筑

波
へ
留
学

97
年
留
学
を
決
意
、
デ
ザ
イ
ン
学
の
博
士
を
取
れ
る
と
こ
ろ

を
探
し
て
筑
波
大
学
に
留
学
。「
29
歳
の
時
に
ラ
ス
ト
チ
ャ

ン
ス
だ
と
思
っ
た
。
30
に
な
る
と
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ

ち
ゃ
う
か
ら
。
す
ご
く
勇
気
の
い
る
こ
と
だ
っ
た
し
、
給
料

も
下
が
っ
た
け
ど
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
る
と

と
い
う
こ
と
で
、
当
時
の
同
僚
か
ら
は
羨
ま
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
ま
あ
彼
ら
は
独
立
し
て
自
分
で
会
社
作
っ
た
り
し
て
ベ

ン
ツ
と
か
乗
っ
て
る
か
ら
私
か
ら
し
て
み
れ
ば
彼
ら
が
羨
ま

し
い
ん
だ
け
ど
」

「
大
学
で
は
修
士
を
や
り
な
お
し
ま
し
た
。
結
局
全
部
終
わ

る
の
に
七
年
か
か
っ
た
の
か
な
。で
今
に
い
た
る
わ
け
で
す
」
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記
事
担
当

　高
井

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
こ
の
記
事
の
担
当
高
井
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
「
研
究
室
っ
て
三
年
生
に
な
る
ま
で
何
や
っ

て
る
か
解
ら
な
い
。
大
体
研
究
っ
て
何
？
情
報
が
欲
し
い
ん

だ
け
ど
…
…
」
と
い
う
声
に
答
え
こ
の
研
究
室
紹
介
企
画
が

誕
生
し
ま
し
た
。

研
究
室
に
よ
っ
て
研
究
に
関
し
て
の
考
え
方
は
大
き
く
違
い

ま
す
。
理
系
よ
り
の
研
究
と
文
系
よ
り
の
研
究
で
は
ア
プ

ロ
ー
チ
の
仕
方
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

研
究
業
績
に
つ
い
て
は
調
べ
れ
ば
出
て
く
る
。
な
ら
ば
教
授

が
何
を
考
え
て
い
る
の
に
焦
点
を
あ
て
よ
う
と
し
て
で
き
た

今
回
の
企
画
。
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
号
は
新
入
生
も
読
む
と
思
い
ま
す
が
、
早
め
に
研
究
に

つ
い
て
考
え
る
の
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

デ
ザ
イ
ン
担
当
　岡
本

岡
本
で
す
。
入
学
し
た
て
は
先
生
が
た
と
も
初
対
面
で
さ
っ

ぱ
り
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
記
事
で
、
金
先
生
の
魅
力
（
な

ど
な
ど
…
）
が
少
し
で
も
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
れ
ば
幸

い
で
す
。 編

集
後
記

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ソ
ウ
ル
で
誕
生

韓
国
の
ソ
ウ
ル
で
生
ま
れ
る
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
絵
で
賞
を

貰
う
な
ど
絵
か
き
に
は
興
味
が
あ
っ
た
。

学
生
時
代

工
業
系
の
高
校
で
電
子
学
科
を
卒
業
、
ハ
ン
ダ
つ
け
が
上

手
く
な
る
。
大
学
は
工
業
デ
ザ
イ
ン
。「
当
時
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
モ
ノ
を
作
る
と
い
う
発
想
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
電

子
と
デ
ザ
イ
ン
を
結
び
つ
け
る
も
の
と
い
う
と
3
D
C
G

し
か
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
3
D
C
G
と
は
長
い
付
き
合
い

で
す
」

特
殊
部
隊
（
！
？
）
配
属

大
学
在
学
中
に
徴
兵
制
に
よ
り
、
軍
隊
に
、
韓
国
で
16
人

し
か
い
な
い
特
殊
部
隊
に
配
属
。「
健
康
だ
っ
た
し
身
長
も

ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
か
ら
ね
。
運
が
悪
か
っ
た
。
有
事
の
際
に

は
平
壌
に
行
か
な
き
ゃ
行
け
な
い
か
ら
、
森
の
中
で
の
生

存
訓
練
は
か
な
り
厳
し
く
受
け
ま
し
た
。
今
で
も
ナ
イ
フ

一
本
あ
れ
ば
三
ヶ
月
は
生
き
ら
れ
る
。
訓
練
は
厳
し
く
て
死

ん
で
し
ま
お
う
か
と
も
思
っ
た
。
一
秒
遅
れ
で
死
ん
で
た
っ

て
時
も
あ
っ
た
し
。
何
回
か
死
に
そ
う
な
経
験
を
す
る
と
、

知
ら
な
い
人
間
の
た
め
に
命
を
使
う
な
ん
て
く
だ
ら
な
く

思
っ
ち
ゃ
う
。
私
は
命
を
自
分
の
為
に
使
お
う
と
思
っ
た
。

で
復
学
し
た
後
は
普
通
の
人
生
で
す
。
訓
練
の
お
か
げ
で
徹

夜
が
う
ま
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
い
ま
で
も
手
が
届
く
場

所
に
は
ど
こ
で
も
ひ
ょ
い
と
上
が
れ
る
。
あ
と
普
通
の
人
間

な
ら
三
秒
で
倒
せ
る
ん
だ
」

復
学

イ
ン
タ
ー
ン
で
広
告
代
理
店
に
勤
め
な
が
ら
大
学
を
卒
業
、

引
き
続
き
大
学
院
に
働
き
な
が
ら
進
学
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン
を
学
ぶ
。「
当
時
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
概

念
が
な
く
会
社
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
3
D
C
G
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
使
え
る
と
い
う
の
が

嬉
し
く
て
、
会
社
に
ず
っ
と
い
て
起
き
て
い
る
間
は
全
部
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
い
じ
っ
て
た
。
ベ
ッ
ド
も
あ
る
し
。
そ
れ
を
五

年
ぐ
ら
い
や
っ
た
」筑

波
へ
留
学

97
年
留
学
を
決
意
、
デ
ザ
イ
ン
学
の
博
士
を
取
れ
る
と
こ
ろ

を
探
し
て
筑
波
大
学
に
留
学
。「
29
歳
の
時
に
ラ
ス
ト
チ
ャ

ン
ス
だ
と
思
っ
た
。
30
に
な
る
と
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ

ち
ゃ
う
か
ら
。
す
ご
く
勇
気
の
い
る
こ
と
だ
っ
た
し
、
給
料

も
下
が
っ
た
け
ど
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
る
と

と
い
う
こ
と
で
、
当
時
の
同
僚
か
ら
は
羨
ま
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
ま
あ
彼
ら
は
独
立
し
て
自
分
で
会
社
作
っ
た
り
し
て
ベ

ン
ツ
と
か
乗
っ
て
る
か
ら
私
か
ら
し
て
み
れ
ば
彼
ら
が
羨
ま

し
い
ん
だ
け
ど
」

「
大
学
で
は
修
士
を
や
り
な
お
し
ま
し
た
。
結
局
全
部
終
わ

る
の
に
七
年
か
か
っ
た
の
か
な
。で
今
に
い
た
る
わ
け
で
す
」
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思
い
っ
き
り
歌
い
た
い
け
ど
カ
ラ
オ
ケ
Ｂ
Ｏ
Ｘ

ま
で
行
く
の
は
面
倒
。
も
っ
と
手
軽
に
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
め
た
ら
︙
。
そ
ん
な
要
望
に
応
え
る

の
が
、
今
回
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
が
参
考
出
展
し
た
新

し
い
形
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
カ
ラ
オ
ケ
Ｂ
Ｏ

Ｘ
「
チ
ョ
イ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
で
あ
る
。
受
付
、
時
間

枠
、
ド
リ
ン
ク
等
の
制
約
は
一
切
な
し
。
歌
い
た

い
分
だ
け
手
軽
に
歌
え
る
。
定
員
二
名
と
コ
ン
パ

ク
ト
な
作
り
な
の
で
、
小
規
模
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ

れ
ば
新
し
い
遊
び
の
提
供
、
顧
客
の
開
拓
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
一
曲
単
位
で
歌
え
る
と
い
う
な

ら
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
暇
つ
ぶ
し
に
歌
っ
て
い
く

の
も
良
さ
そ
う
だ
。

︱
︱
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？

　
少
人
数
カ
ラ
オ
ケ
の
利
用
率
は
非
常
に
高
く
、

利
用
客
の
約
七
割
が
一
人
カ
ラ
オ
ケ
又
は
、
二
人

利
用
者
で
す
。
一
人
カ
ラ
オ
ケ
は
定
着
し
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
一
人
で
受
付
は
恥
ず
か
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、 

既
存
の
方
法
で
は
料
金

の
支
払
が
面
倒
だ
っ
た
り
、
利
用
時
間
が
決
め
ら

れ
て
い
た
り
と
手
軽
で
な
い
部
分
が
あ
る
た
め
、

そ
こ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
政
策
し
ま
し
た
。

︱
︱
値
段
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　
カ
ラ
オ
ケ
マ
シ
ン
は
別
途
お
好
み
の
機
器
を
準

備
し
て
い
た
だ
き
、
Ｂ
Ｏ
Ｘ
部
分
の
提
供
に
な
り

ま
す
。
値
段
は
様
々
な
施
設
で
出
来
る
だ
け
設
置

し
て
頂
き
や
す
い
価
格
を
考
え
て
い
ま
す
。
料
金

は
設
置
店
舗
で
任
意
に
決
め
て
も
ら
え
ま
す
が
、

一
曲
百
円
位
で
考
え
て
い
ま
す
。外
出
先
で「
ち
ょ

い
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
を
見
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
、
歌
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
ね
。

 

手
軽
さ
か
ら

      

新
た
な
顧
客
を

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・
エ
キ
ス
ポ
の
「
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
」は
、ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
ゲ
ー

ム
等
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
全
日
本

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
営
業
者
協
会
連
合
会
が

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
文

化
の
発
展
を
目
指
し
て
新
作
を
中
心
に
展
示
が
行

わ
れ
て
い
る
。
格
闘
ゲ
ー
ム
等
の
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム

か
ら
メ
ダ
ル
洗
浄
機
等
の
周
辺
設
備
ま
で
、
展
示

物
は
様
々
で
、
今
年
は
三
〇
社
以
上
の
企
業
が
出

展
。
新
作
が
遊
べ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
会
場
は

賑
わ
っ
て
い
た
。
沢
山
の
展
示
物
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
中
で
も
新
し
い
工
夫
を
し
て
い
る
と
思
っ
た

二
つ
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
出
展
者
の
方
に
お
話

を
伺
っ
て
き
た
。 

ちょいＫＡＲＡの外観。試着室と同じくらいの大きさでとても

コンパクト

                                                              
せっかくつくばにいるんだから、ちょっと
出かけていろんなものを見てみようよ！
をコンセプトにやっていく本企画。 今回
は 2 月に幕張メッセで行われた「AOU2011 
アミューズメント・エキスポ」 に行って
きました。
（取材・編集　櫻井　高井）

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・

エ
キ
ス
ポ
っ
て
な
に
？当日の会場の様子。 多くの企業が様々な展示を行っている。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

変
化
か
ら
の
変
化

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
（
以
下
ゲ
ー
セ
ン
）
の

店
舗
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
一
定
の
市
場

規
模
を
維
持
し
続
け
て
い
る
。
店
舗
が
減
少

し
て
い
る
の
に
な
ぜ
？
と
思
う
だ
ろ
う
が
、

そ
の
理
由
の
一
つ
に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
以
下
Ｓ
Ｃ
）
に
内
設
さ
れ
た
ゲ
ー

セ
ン
が
挙
げ
ら
れ
る
。

近
年
、
小
規
模
な
ゲ
ー
セ
ン
が
減
少
し

て
い
く
一
方
で
、
Ｓ
Ｃ
に
内
設
さ
れ
る
よ
う

な
大
規
模
な
ゲ
ー
セ
ン
が
増
え
て
い
る
。
単

独
立
地
の
店
舗
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
Ｓ

Ｃ
内
の
店
舗
の
売
り
上
げ
は
増
加
を
続
け
、

業
界
を
支
え
て
い
る
。ま
た
、Ｓ
Ｃ
内
の
ゲ
ー

セ
ン
の
増
加
に
よ
り
様
々
な
変
化
が
生
じ
て

い
る
。
Ｓ
Ｃ
内
に
ゲ
ー
セ
ン
が
あ
る
こ
と
に

よ
り
、
ゲ
ー
セ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
家
族
で

行
く
場
所
」
と
な
り
、
顧
客
の
年
齢
層
も
親

世
代
の
四
十
代
が
増
加
し
て
き
て
い
る
と
い

う
。
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
機
種
別
の
売
り
上

げ
も
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
カ
ッ
プ
ル
ま
で
様
々

な
年
齢
層
が
遊
べ
る
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
が
ビ
デ

オ
ゲ
ー
ム
を
抜
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
設
置
場
所
が
変
わ
る
だ

け
で
も
顧
客
や
ニ
ー
ズ
は
大
き
く
変
わ
っ
て

い
く
。
将
来
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
て
い
く
私

た
ち
は
、
あ
る
変
化
か
ら
起
こ
る
次
の
変
化

を
起
こ
っ
て
い
く
の
か
先
を
読
ん
で
い
く
力

が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

   

繋
い
で
広
が
る

                   

遊
び
の
場

総
評

　
今
回
紹
介
し
た
も
の
の
他
に
３
Ｄ
を
取
り
入
れ

た
も
の
、
携
帯
端
末
と
連
携
し
た
も
の
な
ど
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
の
ゲ
ー
ム
と
し
て
は
新
し
い
試
み
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
新
し
い
要
素
を
取
り

入
れ
つ
つ
も
、
常
に
変
わ
ら
な
い
面
白
さ
を
提
供

し
て
く
れ
る
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
。
様
々
な
技
術

が
発
展
し
て
い
く
中
で
、
次
は
ど
の
よ
う
な
要
素

が
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
の
か
、
と
て
も

楽
し
み
で
す
。

　（
櫻
井
）

　
家
で
出
来
な
い
こ
と
を
提
供
す
る
と
い
う
の
が

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
キ
モ
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
大
画
面
で
の
立
体
視
だ
っ
た
り
、
そ
こ
で
し
か

手
に
入
ら
な
い
プ
ラ
イ
ズ
商
品
だ
っ
た
り
と
い
っ

た
具
合
に
。

　「
体
験
」
と
言
う
も
の
を
売
る
と
い
う
点
で
は

ラ
ブ
プ
ラ
ス
は
非
常
に
面
白
い
試
み
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
ユ
ビ
キ
タ
ス

の
融
合
み
た
い
な
考
え
方
で
す
。
Ａ
Ｒ
と
も
違
い

ま
す
し
、
Ｖ
Ｒ
と
も
違
い
ま
す
。
何
か
新
し
い
言

葉
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
高
井
）

　
最
後
に
、
突
然
の
取
材
に
快
く
応
じ
て
く
だ

さ
っ
た
各
企
業
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
恋
愛
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
「
ラ
ブ
プ

ラ
ス
」
の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
が
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ

か
ら
出
展
さ
れ
た
。
今
回
出
展
さ
れ
た
の
は
「
ラ

ブ
プ
ラ
ス
ア
ー
ケ
ー
ド 

カ
ラ
フ
ルClip

」
と
「
ラ

ブ
プ
ラ
スM

EDAL H
appy D

aily Life

」
の
二
つ

で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
ブ
ー
ス
は
終
始
賑
わ

っ
て
お
り
、
注
目
を
集
め
て
い
た
。

「
ラ
ブ
プ
ラ
ス
ア
ー
ケ
ー
ド 

カ
ラ
フ
ルClip

」
で

は
高
解
像
度
ワ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー
で
“
カ
ノ
ジ

ョ
”
と
の
デ
ー
ト
を
楽
し
め
る
。
ま
た
、
デ
ー

ト
中
の
“
カ
ノ
ジ
ョ
”
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

撮
影
し
、
プ
レ
イ
後
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る

こ
と
も
で
き
る
。「
ラ
ブ
プ
ラ
スM

EDAL H
appy 

D
aily Life

」
は
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
で
本

物
の
大
型
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
を
“
カ
ノ
ジ
ョ
”
と

一
緒
に
遊
ん
で
い
る
体
験
が
で
き
る
リ
ア
ル
デ
ー

ト
な
ど
、
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ら
で
は
の
様
々

な
取
り
組
み
を
行
う
と
い
う
。
こ
の
二
つ
は
、

e-AM
U

SEM
EN

T PASS

（
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
商
品
専
用
の
共
通
パ
ス
）
を
使
用

す
る
こ
と
で
プ
レ
イ
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
可
能
な
だ

け
で
な
く
、
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
他
の
ゲ
ー
ム
と
連

動
し
て
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。
今
後
、
他
ゲ
ー
ム

と
の
連
動
を
ど
の
よ
う
に
広
げ
て
い
く
か
が
楽
し

み
だ
。

―
な
ぜ
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に
し
た
の
で
し
ょ
う

か
？

　「
ラ
ブ
プ
ラ
ス
ア
ー
ケ
ー
ド 

カ
ラ
フ
ルClip

」

の
よ
う
に
、
大
き
な
画
面
で
“
カ
ノ
ジ
ョ
”
を

見
た
り
、
デ
ー
ト
の
写
真
を
そ
の
場
で
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
た
り
す
る
と
い
う

体
験
は
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ら
で
は
で
す
。

ま
た
、「
ラ
ブ
プ
ラ
ス M

EDAL H
appy D

aily 

Life

」
で
は
、
ゲ
ー
ム
中
に
他
の
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム

で
使
用
で
き
る
ア
イ
テ
ム
を
“
カ
ノ
ジ
ョ
”
か

ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ア
イ
テ
ム
デ
ー

タ
を
保
存
し
たe-AM

U
SEM

EN
T PASS

を
使
用

し
て
対
象
の
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
と
、
“
カ

ノ
ジ
ョ
”
が
一
緒
に
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
る
と

い
っ
た
演
出
が
楽
し
め
ま
す
。

―
―e-AM

U
SEM

EN
T PASS

で
情
報
を
紐
付
け
て

ー
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
を
一
つ
の
巨
大
な
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
か
。

　
そ
う
で
す
ね
。
他
の
ゲ
ー
ム
機
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
こ
れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。
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変
化
か
ら
の
変
化

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
（
以
下
ゲ
ー
セ
ン
）
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店
舗
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
一
定
の
市
場

規
模
を
維
持
し
続
け
て
い
る
。
店
舗
が
減
少

し
て
い
る
の
に
な
ぜ
？
と
思
う
だ
ろ
う
が
、

そ
の
理
由
の
一
つ
に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
以
下
Ｓ
Ｃ
）
に
内
設
さ
れ
た
ゲ
ー

セ
ン
が
挙
げ
ら
れ
る
。

近
年
、
小
規
模
な
ゲ
ー
セ
ン
が
減
少
し

て
い
く
一
方
で
、
Ｓ
Ｃ
に
内
設
さ
れ
る
よ
う

な
大
規
模
な
ゲ
ー
セ
ン
が
増
え
て
い
る
。
単

独
立
地
の
店
舗
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
Ｓ

Ｃ
内
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店
舗
の
売
り
上
げ
は
増
加
を
続
け
、

業
界
を
支
え
て
い
る
。ま
た
、Ｓ
Ｃ
内
の
ゲ
ー

セ
ン
の
増
加
に
よ
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様
々
な
変
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が
生
じ
て

い
る
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Ｓ
Ｃ
内
に
ゲ
ー
セ
ン
が
あ
る
こ
と
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ゲ
ー
セ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
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「
家
族
で

行
く
場
所
」
と
な
り
、
顧
客
の
年
齢
層
も
親

世
代
の
四
十
代
が
増
加
し
て
き
て
い
る
と
い

う
。
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
機
種
別
の
売
り
上

げ
も
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
カ
ッ
プ
ル
ま
で
様
々

な
年
齢
層
が
遊
べ
る
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
が
ビ
デ

オ
ゲ
ー
ム
を
抜
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
設
置
場
所
が
変
わ
る
だ

け
で
も
顧
客
や
ニ
ー
ズ
は
大
き
く
変
わ
っ
て

い
く
。
将
来
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
て
い
く
私

た
ち
は
、
あ
る
変
化
か
ら
起
こ
る
次
の
変
化

を
起
こ
っ
て
い
く
の
か
先
を
読
ん
で
い
く
力

が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

   

繋
い
で
広
が
る

                   

遊
び
の
場

総
評
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介
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３
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取
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入
れ
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携
帯
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連
携
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た
も
の
な
ど
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
の
ゲ
ー
ム
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し
て
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新
し
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試
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多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
新
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を
取
り
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つ
つ
も
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面
白
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を
提
供

し
て
く
れ
る
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
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様
々
な
技
術

が
発
展
し
て
い
く
中
で
、
次
は
ど
の
よ
う
な
要
素

が
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
の
か
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と
て
も

楽
し
み
で
す
。

　（
櫻
井
）
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ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
キ
モ
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ま
す
。
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イ
ズ
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っ
た
り
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っ
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。
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テ
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。
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vol.1　はじめてのでんしこうさく

イントロダクション
　近年、コンピュータ・メカトロニクス・芸術といろんな分野を対象

に様々な物が作られている電子工作。自分の手で素敵な物を作ってい
く姿勢が実に創成っぽい！ということで、今回から数回電子工作を紹
介していきたいと思います。電子工作というとがっつり物理が分から
ないと駄目かとおもえば、最近はそうでもありません。皆さんの得意
なプログラミングでプラットフォームを使ってさらっと難しい事がで

きちゃったりします。わんだふるですね！実際、物理が苦手で電子工
作もやったことのなかった筆者ですが、電子工作の世界は想像以上に
取っ付きやすいものでした。一歩手前でとどまっているあなた、わく
わくする世界に足を踏み入れてみませんか？ ( 笑 )

必要な材料や用具
電子工作の世界に踏み込むには、ちょっとした用具や材料が必要とな
ります。

材料編
　材料は何を作るかによって、もちろん揃えるものが変わってきます。
秋葉原に直接買いにいってもいいですし、秋月電子や共立エレショッ
プなど有名店の通販を利用しても手に入れる事ができます。また同じ
部品でも、海外製の物だとおしゃれな外見の物もあるので海外ショッ
プの日本代理店なども利用すると面白い部品が手に入れられるかもし
れません。スイッチサイエンスやストロベリリナックスなどのwebペー
ジはみているだけでもわくわくしますよ！
　また、簡単に作りたいものを作る手として、キットがあります。先
ほどまであげてきたお店や web ショップには、様々な面白いキットが
売っています。作りたいと思う物があり、かつその部品が全然ない場
合はキットで作ってみるのもありかもしれません。
色々書きましたが、何をするにしても揃えておいた方がいい部品を載
せておきます。

電池
　電子工作では電池は必需品です。ほとんどの場合、電源がないと動
きません。単三単四電池は日常的に使うので用意しておいて損はない
はずです。導線のついた電池ボックスを使うと、配線しやすいですよ！
その他にボタン電池があるとすごく便利です。普通の電池は電池ボッ
クスを用意して固定したりすることが多いですが、ボタン電池は小さ
くて薄いので、ビニールテープやフェルトなどで固定しやすいですし、
スペースも取りません。一石二鳥ですね！これらは手芸と電子工作の
融合的な物を作る時に役に立ちます。

LED（発光ダイオード )
電子部品といえば LED! おなじみは写真のよう
な形のもの。他には 7 セグメントなど。色々
な色の物があります。赤・青・黄色・白・フル
カラーなど。赤色だと 100 個入りで安く売っ
ているので、ぜひ一袋。白色は電球の代わりに
最近よく使われてますね。

抵抗
 電流電圧の調整に欠かせない部品です。
100 本単位などで売っています。下手に
袋をあけて落としたりすると周りが抵抗
だらけになるので注意。いろんな大きさ
の抵抗が入っている " 抵抗セット " を買
うと便利です。導線で代用できますが、
0 Ω抵抗なんてものもあったりします。

スイッチ
様々な種類のスイッチがあります。
押しボタンスイッチ、切り替えス
イッチ、転倒スイッチなど。スイッ
チがあると作品の幅が広がります。
押したら光るとか、転んだら光る
とか。また必要なときだけ電流を
ながせるので節電になります。
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用具編
マルチメーター

ないと絶対不便です。電池に起電力があるか
や落ちてわからなくなった抵抗の値を調べた
り、電力がきているかどうが確認したりとい
ろいろなところで役に立ちます。色々な形の
ものがありますが、初心者だとオートレンジ
の機種を避けることをすすめられます。

ラジオペンチ・ニッパー
ニッパーは部品の足 ( 金属の線の部分 ) を切
るのに使います。ラジオペンチは、部品の足
を曲げるのに使います。足を丸めたいときは、
丸ペンチを使うときれいに丸める事ができま
すがラジオペンチだけでもどうにかなります。

ワイヤストリッパ
リード線の皮膜をひっぺがすのに使います。こ
つがいりますが、慣れるとたのしいです。これ
があると、長いリード線を買ってきて短い線を
量産することができます。経済的ですね！ちな
みに一本で色々な太さのワイヤーの皮膜をひっ
ぺがすことができます。

他にも沢山の部品・用具がありますが、電子工作をはじめるのには最低
限これだけあれば大丈夫です。

あると便利な物
みの虫テストリード線

配線を本格的にする前に、本当に回路
がちゃんと動くかをテストするのに非
常に便利です。特にハンダ付けする場
合や導電性の糸をつかって配線する場
合は非常に役に立ちますよ！この娘は
電子工作の我が相棒でございます。持っ
てて損はなし！

ブレッドボード
半田ごて不要で回路が作
れます。ぶすぶすと部品
を穴に差し込んでいくだ
けで、気楽に作品をつく
ることができます。小さ
いものから大きいもの、色

も様々です。ブレッドボード用のリード線もありますが、単線で代用も
できます。オスオスのブレッドボード用リード線があるととても配線が
しやすいです。

LED をひからせてみよう
ことはじめということで LEDを光らせてみましょう。

用意するもの
好きな色の LED
電池 ( 単三電池 1本 )
電池ボックス
(みの虫クリップ )

LEDは電気の流れる方向さえあっていれば光ります。
LEDの足をみてください、長い方に短い方よりプラスの電圧をかけれ
ば光ります。長さに違いがわからないときは、実際につないでみるか、
図のように光る部分(発光素子)が乗っている方がカソード(負極)です。
どれくらい電流をながせばいいかなどは部品のデータシートをみます。

ついてこなかったら、型番を検索するとすぐにでてきますよ！今回はこ
のように光らせるだけなのと電圧が低いので抵抗を用いませんが、LED
が壊れる恐れがあるため普通は抵抗を挟みます。だいたい 200 Ωくら
いを適当に入れておけば大丈夫でしょう。
えいやーそれっとつなぎます。こんなかんじですね。

これでぴかっと光ったはずです！（わぁああああひかったぁあああ（古
（光り方が小さいので、よく見ないと光っているようにみえないかもし
れません。部屋の電気を消してみるとわかりやすいです。）
ね？簡単でしょ？
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ということで上の LEDをひからせるだけでできる作品？をつくってみ
ましょう！今回は手芸と電子工作を組み合わせた '' テクノ手芸 '' とし
て、フェルトのブローチをつくってみます。
<押したら光るフェルトのブローチ >

用意するもの
<材料 >

・フェルト　・導電性の糸　
・刺繍糸　・ボタン電池 (3V)
・抵抗 (220 Ω前後 )
・好きな色の LED　・ブローチ用金具

<用具 >
・ラジオペンチ　・ニッパー
・マルチメーター　・針　・ハサミ
・みの虫テストリード線

Step1

フェルトを形に切り(*1)、もう一回り大きくもう一枚(*2)切ります。(*1)
はピンク (*2) は白にしました。このように二枚にして重ねると縫い付
けた糸が表から見えません。LEDの配置を決め、フェルトに穴をあけ、
開けた穴に LEDの足を差し込みます。このとき (*1)(*2) 両方に穴をあ
けて、(*2) まで貫きます。でてきた LEDの足をペンチで三角形にして
おきます。後々縫い付けるときにこのほうが縫い付けやすいからです。
どちらが＋−であるか、メモしておくといいです・ω・　

簡単な作品作り

Step2

ボタン電池は 3V で、2.5V,20mA の電流が流れてほしいので、220
Ωくらいの抵抗をいれて、LEDを並列つなぎにします。抵抗をつけます。
今度は (*2) の表 <(*1) との接点 >ほうに抵抗の本体があるようにさし
こみます。LEDと同様にラジオペンチで三角形にしておきます。導電
性の糸でつないだところは電気が通るので、導電性糸でつなぐ部分を
みの虫クリップつきテストリードでつないで光るか試しておきます。

Step3

チェックしたら導電性の糸で縫い付けていきます。まずは LED並列の
部分。次は抵抗と LEDをつなぎます。一工程終わるごとにテストリー
ドでチェックすると、完成した後光らないと泣く事がなくなります。
次はボタン電池と抵抗をつなぐ線をつくります。図の←のところに大
きめの玉結びが出るように針を入れ、抵抗のとつなぎます。この玉結
びが電池のプラスとの接点になります。

Step4

ここから、スイッチ兼電池格納の部分をつくります。フェルトを正方
形に二つきります (*3)(*4)。大きさはボタン電池より少し大きいくらい
です。フェルトブローチ本体から出ないように調節してつくってくだ
さい。一方は真ん中をきりとります (*4)。切り取っていない方 (*3) を
電池のマイナスとの接点にするので、その準備をします。真ん中に大
きめの玉結びが配置されるように対角線上に端まで縫っていきます。

Step5

そのまま玉止めせずその糸で (*3)(*4) をくっつけます。これで LED並
列から電池のマイナスにつなぐ接点ができました。
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Step6

(*3)(*4) のをくっつけるために今度は刺繍糸で周囲を縫っておきます。
(*3) の玉止めの面が (*4) の穴から見えるようにぬってください。これ
で電池カバー兼スイッチの完成です☆ (*3) のほうから押すと導電性糸
の玉止めの部分がボタン電池のマイナスにあたる仕掛けです。おしてな
いときは電池につかないので電気は通りません。スイッチオフです。(*3)
(*4) の合わさったものをスイッチと呼びます。

Step7

スイッチの端にさきほどつくった接点と LED のカソード同士をつない
だ糸をつなぎます。ちゃんとスイッチや回路が機能するかどうか電池を
はさんで確認してください。その後、スイッチを (*2) に電池が落ちな
いように刺繍糸で縫い付けてください。これで回路関係は完成です！

Step8
ブローチにする場合は、ブローチの金具を裏に縫い付けます。あとは、
(*1)(*2) を刺繍糸でぬいつけて、リボンを縫いつけます。（この辺のア
レンジはご自由にしてください…！）

完成☆

目からびーーーーーーーーーーーーーーーむ☆

まとめと編集後記
こんにちは、どうもはじめまして？
　今回から新しく「創ってあそぼ」をはじめさせていただきましたが、
いかがだったでしょうか？この連載ではこれから、創成らしい物づくり
をちょっとのんびりやってみるといった感じで進めていこうとおもって
います。創成の方々は手を動かして自分で物を創る事が大好きな人が
多いと思うので、ちょっとこれやった事ないけどはじめてみようかなと
思っていただけるきっかけになればいいです。実際に私もこの企画を考
えて初めて電子工作をしてみたのですが、奥が深くておもしろいです
よ！最近、Make:Tokyo Meeting やエレキジャックフォーラム等電子
工作系イベントも多く行われているので、興味のある方は足を運んでみ
てもきっとおもしろいですよ！ web ページにレポート等沢山あがって
いますが、いろんな人が様々な電子工作をしていて新しい発見がありま
す。
　今回取り上げた ’’ テクノ手芸 " は、書籍が発行されていたりします。
ルータのぬいぐるみとか、なんか機械好き心をくすぐられるような作品
が沢山のっていて見ているだけでわくわくします。はてさて、電子工作
をはじめるということで、比較的簡単な記事になってしまいました。次

回以降ちょこちょこレベルアップしていこうと思っています。ちなみに
次は、Arduino シリーズをつかって遊んでみたいと思っています！
乞うご期待（しろめ
それではあでゅー…orz
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welcome...

ようこそ！創成かふぇへ☆
この記事では創成の声からばとんたっち
しまして、MAST 読者の皆様からの投
稿コーナーや、編集部員による記事紹介
をふくめた編集後記（今回はほとんど中
記）などを載せていきたいと思います！

produced by KATAYAMA Shihomi

新
入
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

目標を持った方が大学生活が
充実するよ！
教職はマジで厳しいよ！
何か自分の力で作ってみよう！
                                        by かみくず

ま
ず
大
学
に
来
る
と
「
こ
の
大
学
に
は
何
が
あ
る
か
」
を
探

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
ま
ず
そ
れ
よ
り
も
「
こ
の
学
類

に
は
何
が
あ
る
の
か
」
に
目
を
向
け
る
と
、
色
々
面
白
い
ス

タ
ー
ト
が
切
れ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

b
y 

A
r
v
a
n
i
s
t
a

「専門科目は期待はずれ」
                                by @koniyan

「少年よ、大志を抱くな。やりたいことは結構みつかる。」
by @imasaka3 

「いっしょにあそびましょう。」
by ひゅま

筑波大学にはたくさんの人

がいます。

それは同時にたくさんの機

会があるとも言えます。い

ろんな人と接することで、

新しい知識を得たり、１人

では気づかないことに気

づけると思います。友達

１００人でっきるーかなー、

できます。

by nono_switch

M
A
S
T
は
授
業
が
ゆ
る
い
よ
う
な

気
が
し
て
、
自
分
か
ら
や
り
た
い
よ

う
に
や
ら
な
い
と
1
年
後
何
も
で

き
て
な
い
よ
。    
b
y 

く
ろ
っ
く
す

昨年の編入生です。編入したら、卒業までは 2 年間。
数字で見る以上に短い時間です。だからスピードが大切。機会は求めれば与
えられます。探せば仲間もたくさんいます。やることを決めたら、それ以外
を切り捨てる勇気を持って、すぐさまそれに打ち込みましょう。ファイト！

by tadanotokki

　新
入
生
の
皆
さ
ん
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
回
は
、
新

入
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
上
級
生
の
生
の
声
を
募
集
し
ま
し
た
。

投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「こ
の
学
類
に
は
何
が
あ
る
の
か
」
創
成
に
は
色
々
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
で
ど
ん
ど
ん
自
分
の
世
界
が
広
が
る
と

思
い
ま
す
よ
っ
。
こ
の
M
A
S
T
も
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
に
な
る
は

ず
。
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
。
創
成
は
縦
の
つ
な
が
り
が
ゆ
る

め
な
の
で
、
全
年
生
ま
で
話
が
で
き
る
機
会
が
沢
山
で
き
る
と
い
い
で

す
ね
！
目
標
を
も
つ
の
と
自
分
で
作
る
の
は
す
ご
く
大
切
な
こ
と
で
す

よ
。
教
職
は
厳
し
い
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
本
当
に
先
生
に
な

り
た
い
！
と
思
う
人
以
外
は
、
履
修
を
考
え
て
み
る
必
要
性
が
あ
り
そ

う
で
す
ね
ー
。
専
門
科
目
は
期
待
は
ず
れ
…
ひ
、
人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
期
待
は
ず
れ
だ
っ
た
と
し
て
も
、
自
分
に
＋
の

方
向
に
持
っ
て
い
く
よ
う
に
工
夫
で
き
れ
ば
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
創
成
学
類
は
授
業
が
ゆ
る
い
。
一
年
生
の
一
学
期
は
と
れ
る
授
業

が
特
に
少
な
い
で
す
し
、
他
の
学
類
に
く
ら
べ
る
と
課
題
等
難
な
く
こ

な
せ
る
物
が
多
い
で
す
ね
。
大
き
な
休
み
や
空
き
時
間
を
使
っ
て
、
自

分
た
ち
で
何
か
作
る
と
よ
さ
そ
う
で
す
ね
。
少
年
よ
、
大
志
を
抱
く
な
。

「
自
分
は
こ
れ
だ
け
を
す
る
ん
だ
！
」
と
思
わ
な
い
方
が
い
い
こ
と
も
あ

り
ま
よ
ね
。
大
き
す
ぎ
る
志
は
時
に
絶
望
に
よ
っ
て
道
を
阻
ん
で
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
で
す
し
、
な
に
ご
と
も
適
度
に
が
大
切
か
も
で
す
ね
。

や
り
た
い
こ
と
は
、
沢
山
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
、
興
味
を
持
つ
と
み
つ

か
り
そ
う
で
す
ね
。
筑
波
大
学
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
い
ま
す
。
創
成

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
特
徴
の
あ
る
他
の
学
類
の
人
と
話
を
す
る
こ
と

で
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
思
い
つ
い
た
り
、
広
い
視
野
で
物
事
を
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
そ
う
で
す
。
ま
た
コ
ラ
ボ
し
て
色
々
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
す
よ
！
編
入
生
の
方
、
編
入
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
是
非
是
非
学
類
誌
M
A
S
T
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
ー
。

　沢
山
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
今
後
の
参
考
に

し
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
♪
ま
た
、
来
学
期
号
の
投
稿
用
紙

も
挟
み
込
ん
で
あ
り
ま
す
の
で
、
投
稿
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
！
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な
う
え
で
ぃ
っ
て
ぃ
ん
ぐ

片
山
（
以
下
K
）
: 

だ
が
ど
う
や
っ
て
は

じ
め
れ
ば
い
い
か
わ
か
ん
な
い
ぜ
か
ら
は

じ
ま
る
、
編
集
後
記
も
と
い
な
う
え
で
ぃ
っ

て
ぃ
ん
ぐ
。

原
澤
（
以
下
H
）
: 

地
震
が
予
想
外
す
ぎ

た
か
ら
ね
、
ク
リ
ラ
ボ
使
え
な
か
っ
た
し
。

K
: 

ね
ー
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
一
緒
に
揺

れ
ま
し
た
よ
w
し
ば
ら
く
余
震
に
注
意
で

す
ね
ー
。
さ
て
お
き
今
学
期
号
の
記
事
で

す
ね
。
新
学
期
な
の
で
、
新
学
期
関
係
の

特
集
が
沢
山
あ
り
ま
す
よ
！
。
ま
ず
は
「
創

成
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？
」

H
: 

創
成
が
何
を
目
指
し
て
る
の
か
わ

か
っ
て
る
人
っ
て
少
な
そ
う
だ
よ
ね

K
: 

基
本
的
に
色
々
で
き
る
か
ら
、
自
分

の
進
み
た
い
道
を
極
め
る
感
じ
に
は
な
る

み
た
い
だ
ね
ー
。

H
: 

C
G
、
音
楽
、
W
E
B
、
サ
ー
バ
に

つ
い
て
な
ど
な
ど
色
々
な
分
野
に
触
れ
る

の
は
創
成
の
魅
力
な
の
か
な
。

K
: 

逆
に
言
え
ば
何
か
ら
手
を
つ
け
た
ら

い
い
か
分
か
ら
な
い
う
ち
に
終
わ
り
そ
う

だ
け
ど
ね
。
今
回
「
創
成
っ
て
ど
ん
な
と

こ
？
」
で
は
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
の

創
成
の
流
れ
み
た
い
な
の
が
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
て
る
み
た
い
。

H
: 

だ
ね
、
就
職
活
動
が
思
っ
た
よ
り
早

く
始
ま
る
っ
て
知
っ
て
び
っ
く
り
し
た
。

K
: 

就
職
す
る
か
院
に
進
む
か
っ
て
い
う

の
は
結
構
早
い
時
期
か
ら
考
え
な
い
と
い

け
な
い
み
た
い
だ
ね
。
そ
ん
な
就
職
や
大

学
院
に
つ
い
て
、
今
年
初
め
て
出
た
卒
業

生
の
皆
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
の
が

「
創
成
の
進
路
特
集
」。

H
: 

創
成
初
の
卒
業
生
だ
し
、
自
分
た

ち
の
先
輩
が
ど
ん
な
道
に
進
ん
だ
か
気
に

な
っ
て
る
人
は
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？

K
: 

今
回
は
い
ろ
ん
な
進
路
に
す
す
ん

だ
先
輩
方
と
就
職
担
当
の
先
生
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
載
っ
て
い
る
か
ら
、
自
分
の
将

来
に
つ
い
て
考
え
る
の
に
役
立
ち
そ
う
だ

ね
。

H
: 
進
学
と
就
職
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進

ん
で
い
っ
た
二
人
の
先
輩
の
話
を
ぜ
ひ
自

分
の
将
来
に
活
か
し
ち
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

K
: 

で
す
ね
！
そ
し
て
そ
ん
な
将
来
の
事

を
考
え
つ
つ
、
三
年
生
で
履
修
で
き
る
組

み
込
み
キ
ャ
ン
パ
ス
O
J
T
に
つ
い
て
の

特
集
も
あ
り
ま
す
ね
！
担
当
者
か
ら
な
に

か
あ
り
ま
す
か
？
w

H
:
C
O
J
T
は
M
向
け
（
キ
リ
ッ

K
：
w
w
w
w
だ
そ
う
で
す
w

H
: 

C
O
J
T
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で

O
J
T
を
や
る
と
い
う
例
を
み
な
い
試
み

な
の
で
、
僕
自
身
興
味
が
あ
っ
て
実
際
に

C
O
J
T
を
経
験
し
た
人
た
ち
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
て
き
ま
し
た
。

K
: 

と
こ
ろ
で
O
J
T
っ
て
な
ん
で
す

か
ー
？

H
: 

O
J
T
と

は
O
n
　
t
h
e
　

J
o
b
　
T
r
a
i
n
i
n
g
の
略
で
企

業
内
で
仕
事
を
通
じ
て
、
必
要
な
知
識
や

技
術
な
ど
を
習
得
し
て
い
く
活
動
で
あ
る
。

（
w
i
k
i
p
e
d
i
a
先
生
よ
り
）
だ
っ

て
さ
。
C
O
J
T
は
そ
れ
を
企
業
内
じ
ゃ

な
く
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
や
っ
て
る
っ
て
と

こ
ろ
が
特
徴
的
な
ん
だ
よ
ね

K
: 

ほ
ー
一
つ
勉
強
に
な
っ
た
。
な
る
ほ

ど
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
学
内
版
っ
て
か
ん
じ

だ
ね
。

H
: 

さ
す
が
に
仕
事
を
実
際
に
や
る
わ
け

じ
ゃ
な
い
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
内
容
は
す
ご

い
大
変
み
た
い
。
M
向
け
と
い
う
の
も
あ

な
が
ち
嘘
で
は
な
い
よ
。

K
: 

大
変
っ
て
言
う
の
は
よ
く
聞
く
よ

ね
。
で
も
得
ら
れ
る
物
も
大
き
そ
う
な
か

ん
じ
。
情
報
メ
デ
ィ
ア
実
験
も
あ
る
し
、

は
や
め
か
ら
考
え
て
お
か
な
き
ゃ
ね
ー

H
: 

そ
う
い
え
ば
、
今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
に
行
っ
た
g
o
o
g
l
e
社
も
O
J
T

を
や
っ
て
る
み
た
い
だ
っ
た
ね
。

K
: 

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
っ
た
ね
ー

H
: 

ま
さ
か
g
o
o
g
l
e
本
社
に
い
け

る
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
。
実
は
だ
め
も

と
で
連
絡
し
て
み
た
ら
、
O
K
を
も
ら
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

K
: 

そ
う
そ
う
、
あ
れ
は
び
っ
く
り
し

た
ー
。
時
間
は
み
じ
か
か
っ
た
け
ど
、
と
っ

て
も
濃
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
だ
っ
た
よ
ね
！
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
言
え
ば
、
今
回
は
研
究

室
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
あ
っ
た
ね
、
金
先

生
の
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
」。

デ
ザ
イ
ン
も
研
究
室
の
方
に
お
願
い
し
た

み
た
い
。

H
: 

ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
る
か
楽
し
み

だ
ね
。
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
す
ぎ
て
そ
こ
だ

け
目
立
ち
そ
う
だ
ｗ

K
: 

た
し
か
に
…
び
く
び
く
；

H
: 

先
生
が
ど
ん
な
研
究
を
し
て
い
る

か
、
何
を
考
え
て
い
る
か
を
詳
し
く
し
る

い
い
機
会
に
な
る
ね
！
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

フ
ォ
ー
カ
ス
で
は
毎
回
生
徒
が
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
か
を
取
り
上
げ
て
る
け
ど
、

今
回
は
ど
ん
な
の
だ
っ
け
？

K
: 

今
回
は
w
e
b
ペ
ー
ジ
を
沢
山
つ

く
っ
て
い
る
今
井
君
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

だ
っ
た
よ
ー
w
e
b
関
連
は
創
成
で
も
興

味
の
あ
る
人
が
お
お
い
は
ず
。
一
年
生
の

と
き
か
ら
が
っ
つ
り
つ
く
っ
て
る
み
た
い

だ
し
、
見
習
わ
な
き
ゃ
な
ぁ
ー

H
: 

だ
ね
ー
。
そ
う
い
え
ば
今
回
か
ら
新

連
載
は
じ
ま
る
よ
ね
。
確
か
・・・「
ち
ょ
っ

と
そ
こ
ま
で
」と「
創
っ
て
あ
そ
ぼ
！
」だ
っ

け
？

K
: 

そ
う
だ
ね
ー
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
、

は
色
々
イ
ベ
ン
ト
に
出
掛
け
て
い
っ
た
レ

ポ
ー
ト
ら
し
い
よ
！

H
: 

記
念
す
べ
き
第
一
回
は
・
・
・
お
っ
！

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・
エ
キ
ス
ポ
に
行
っ

て
き
た
み
た
い
だ
ね
。

K
: 

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
ゲ
ー
ム
の
展
示

み
た
い
な
感
じ
か
な
ー
？

は: 

だ
ね
ー
、
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ら
で
は
の

魅
力
が
書
か
れ
て
る
よ
。
足
を
動
か
し
て

行
っ
た
だ
け
あ
っ
て
、
面
白
い
内
容
が
聞

け
た
み
た
い
。
そ
う
い
え
ば
、
し
な
も
ん

は
逆
に
手
を
動
か
し
た
み
た
い
だ
け
ど
？

K
: 
う
ん
そ
う
だ
ね
ー
電
子
工
作
を
は
じ

め
て
や
っ
て
み
た
よ
。
魅
力
的
だ
け
ど
案

外
機
会
が
な
い
か
ら
、
こ
の
機
会
に
は
じ

め
る
人
が
い
る
と
い
い
な
～
お
か
げ
さ
ま

で
部
屋
が
部
品
と
工
具
だ
ら
け
w
部
屋
に

抵
抗
と
L
E
D
い
っ
ぱ
い
落
ち
て
る
し
w

H
: 

し
な
も
ん
の
詳
し
い
解
説
も
つ
い
て

い
る
の
で
、
失
敗
せ
ず
創
れ
る
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
電
子
工
作
に
抵
抗
は
持
た

な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。

K
: 

抵
抗
（
部
品
）
は
い
る
け
ど
ね
w
w

H
: 

さ
て
、
今
月
号
の
記
事
は
こ
ん
な
感

じ
で
す
。
こ
れ
ら
が
創
成
の
役
に
立
て
れ

ば
幸
い
で
す
。

K
: 

そ
う
で
す
ね
ー
今
回
新
二
年
生
が
メ

イ
ン
で
記
事
作
成
を
し
た
の
で
少
し
雰
囲

気
が
違
う
か
な
と
思
い
ま
す
。
記
事
を
担

当
し
て
ど
う
で
し
た
か
ー
？

H
: 

自
分
だ
け
で
取
材
し
て
、
記
事
の
構

成
を
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
か
っ
た
の
で
大

変
で
し
た
。
特
に
デ
ザ
イ
ン
は
一
番
の
悩

み
ど
こ
ろ
で
し
た
が
、
悩
ん
だ
分
記
事
を

良
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ど
う
だ
っ
た
？

K
: 

私
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
か
が
ま
っ
た

く
な
く
て
、
一
か
ら
全
部
文
章
を
起
こ
し

た
の
で
、
自
分
で
何
か
を
表
現
す
る
の
が

い
か
に
難
し
い
か
っ
て
い
う
の
が
よ
く
わ

か
っ
た
か
な
ぁ
。 

こ
の
よ
う
に
M
A
S
T

で
は
み
ん
な
で
記
事
を
作
っ
て
い
ま
す
。 

や
っ
て
み
た
い
！
学
年
を
問
わ
ず
興
味
を

持
っ
た
方
は
是
非
木
曜
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
へ
！
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